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ア 設置の趣旨及び必要性 

 

１ 創価大学国際教養学部の設置の趣旨及び必要性 

本学は昭和 46 年、「人間教育の最高学府たれ」「新しき大文化建設の揺籃たれ」「人類の平和を

守る要塞（フォートレス）たれ」との建学の精神を掲げ開学した。 

 この建学の精神を基盤に「創造的人間」を育成し、社会に有為な人材を輩出することが本学の

ミッションである。「創造的人間」とは、いかなる環境にあっても、自分自身を強め、価値を創造

し、さらに他者の幸福に貢献する人間であり、「知力」と「人間力」がその基礎をなす。本学の教

育は、学生一人ひとりの「知力」と「人間力」を向上させ、学生自身の可能性、すなわち「自分

力」を発見させ、さらに開花させていくことをその根本理念とする。この「知力」の向上のため

には、基礎学力を養成し、これを土台として「分析する力・統合する力・創造する力」へと応用

することを目指した学術・教育活動を行っている。さらに「人間力」の養成のためには、個々の

学生の学びの根底に、「何のために学ぶのか」という目的意識を涵養することが重要であると認識

し、大学教育のあらゆる場面において、教員と学生間、そして学生相互間のコミュニケーション

を図り、人間同士の触発を通じて学生が自身の持つ潜在的な可能性を認識し、自発的な学びへと

向かう機会を提供している。 

以上の教育理念を具現化する過程で本学は、「学生のための大学」をスローガンに掲げ、教育施

設・環境の整備と各種の教育プログラムの開発を進めてきた。｢人類の平和を守る｣と謳う建学の

精神を反映して、本学には、創立以来、国境を越えて自身の活躍の舞台を求める人材の育成を通

じ、人類的課題解決への貢献を目指すという伝統的校風があり、それは必然的に、本学の積極的

な海外諸大学との教育交流の展開へと繋がってきた。平成 22 年４月に策定した平成 32 年の創立

50 周年に向けての 10 カ年発展計画「創価大学グランドデザイン」においても、国際交流の推進

は重要な戦略的目標として位置づけられ、平成 32 年の時点で１学年の学生数の６割を超える

1,000 名規模の海外留学経験者を毎年輩出するという具体的な数値目標を掲げた。この海外留学

者 1,000 名という数値目標は、文部科学省による平成 24 年度「グローバル人材育成推進事業」に

採択された本学の構想において、さらに４年間前倒しされ、平成 28 年度の達成を期している。 

昨今の国際社会における急速なグローバル化の進展は、国境を越えて国家・社会の繁栄に貢献

しうるグローバル人材への需要の高まりを通じて、本学の教育プログラムの益々の国際化を要請

している。国際性豊かな人材を育成するために、本学では従来から、特に経済学部・法学部・文

学部・経営学部において、英語による専門科目授業の実施、海外研修や留学と連動したカリキュ

ラムの開発、海外諸大学との教員交流を通じたＦＤ活動、並びに海外交流校とのデュアル・ディ

グリー・プログラムの導入等を積極的に進めてきた。創価大学国際教養学部の新設は、これまで

上記の各学部で推進されてきた国際化の試みと成果を踏まえ、既存学部と共有する校地・校舎に

おいて、21 世紀の国際社会で活躍する創造的人間のさらなる育成を目指す試みである。 



本学部は、本学全体の教育研究活動を導く理念としての「創造的人間」像を、特に「国際」

の視点から捉えなおし、その養成すべき人材像として「世界市民」を掲げる。「世界市民」とは、

「国境を越えた諸課題の理解・分析と、それらの課題に対する創造的な解決方法の提示」をなし

得る基盤的能力としての「国際教養」を備えた人材であり、具体的には、①人文・社会科学にわ

たる学際的知識、②グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異

文化理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力、

の五つの能力を備える人材である。本学部の教育研究上の目的は、これらの五つの能力を培う新

たな国際的通用性ある教育研究プログラムを提供し、グローバル人材を求める社会の要請に積極

的に応えることである。 

以上の趣旨から、本学部は、組織として研究対象とする中心的な学問分野を、広く人文・社会

科学分野にわたる「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」に関わる分野と定める。本学

部の教員組織の編成に当たっては、人文・社会科学分野を専門とし、本学で教育プログラムの国

際化に積極的に携わってきた専任教員を異動させると共に、本学の掲げる教育理念と学部の教育

研究上の目的に賛同し、国内外の大学において一流の研究・教育業績を重ねてきた各分野の教員

を、国際公募を通じて採用して、本学部の教育研究上の目的である「国際教養」の追究を担うに

相応しい教授陣を確保する。具体的に、本学部に就任予定の専任教員 17 名のうち 14 名は、（１）

哲学と歴史学を中心とした人文・社会分野、（２）政治学と国際関係論分野、（３）経済学と経営

学分野のいずれかの分野で博士号を有する。残りの３名も修士号を有し、日本の高等教育行政ま

たは本学における英語教育課程運営に長く関わり、豊富な実務・教育経験を有する。 

本学部が教育研究上の目的として掲げる「国際教養」の具体的内容は、上述のように五つの具

体的な能力として定義する。「国際教養」を追究する教育研究活動を推進するに当たり、学部の開

設後に設置する教授会は、教授会の下に設置される教務委員会・評価分科会等の議論を経て、五

つの能力の養成に関する具体的な到達目標と評価方法を定めることにより、学部の教育研究活動

の成果を自ら点検・評価する。特に、英語運用・コミュニケーション能力に関しては、本学部に

就任予定の言語科目（英語）担当教員を中心にあらかじめ議論を進めて、TOEFL 等の国際的に

認知された客観テストのスコアによる具体的な数値目標を設定し、本学部の教育課程の中で段階

的に到達目標を設定する（具体的な数値目標は３に後述）。 

本学部の教員組織は、国際的に多様な研究・教育歴と実務経験を持つ学部専任教員の協働を通

じて、「国際教養」を追究する新たな教育プログラムと教育方法を開発することにより、本学の教

育の質を国際的に保証しつつ、国際社会で活躍し得る実力を持った学生を養成する教育活動を行

う。さらに、本学部の教員組織は、「国際」を切り口とした様々な社会的課題に対して、学部教員

の間で共同研究活動や研究発表の機会を持つことにより、本学における研究活動をより国際的な

レベルへと高めることが期待される。 

 

２ 国際教養学部国際教養学科の教育・研究上の理念・目的 

本学の教育・研究上の目的は、社会に必要な価値を創造し、健全な価値を提供しゆく｢創造的人

間｣の育成である。そこで創造すべき価値とは、一元的かつ抽象的・外在的に定義される価値では

なく、｢人間とは何か｣という根源的問いかけに対する哲学的な探求を基調としながら、現実の人



間社会の複雑かつ多様な問題の解決に向けた個々の教員と学生の努力を通して、独創的かつ具体

的に捉えてゆくものである。そのような創造的価値観の確立のためには、厳格な学問的訓練を通

じた幅広い知識・技術すなわち「知力」の修得に加えて、人間同士の切磋琢磨と深い思索を通じ

て培われた豊潤な精神的土壌すなわち「人間力」が必要となる。 

以上の本学全体が掲げる理念としての創造的人間像を踏まえた上で、本学部では特に「国境を

越えた諸課題の理解・分析と、それらの課題に対する創造的な解決方法の提示」を本学部として

の教育・研究上の目的とする。さらに、この目的の達成を可能とする基盤的能力をグローバル時

代の「国際教養」と定義し、そのような「国際教養」を備えた人材をグローバル時代が要請する

「世界市民」と定義する。すなわち本学部では、創造的人間を特に「国際」の視点から捉えた｢世

界市民｣をその養成すべき人材像として掲げ、具体的には以下の五つの能力を育成する教育研究活

動を行う。 

・国境を越えた諸事象の複雑な相関性を認識することを可能とする「人文・社会科学にわたる

学際的知識」 

・民族や文化の差異を自己拡大の機会と捉えて積極的に学ぶことを可能とする「実践的英語コ

ミュニケーション能力」と「異文化理解力」 

・世界各地で生起する諸問題を自分自身に関わる課題として捉える「グローバル・マインド」

と、それらの国境を超える諸課題に対する「創造的な問題解決能力」 

 これらの能力は、最終的には本学と本学部の教育課程の全体を通して、総合的に形成されるも

のであるが、それぞれの能力の養成に特に密接に関わる本学部の教育プログラムの特色を掲げれ

ば以下のようになる。 

 

本学では、人文・社会科学分野の既存学部（経済学部・法学部・文学部・経営学部）が、それ

ぞれの学問領域から国際的な諸問題に関する研究・教育を進めてきているが、本学部では既存学

部の経験と蓄積を基盤として、さらに広く人文・社会科学領域を網羅する学際的な見地から国境

を越えた諸事象に関する研究・教育を行う。加えて、学部の研究・教育活動の主要な運営言語を

英語とすることで、既存学部で推進してきた国際的な質保証を伴う研究・教育活動を、より一層

高いレベルで展開し、人文・社会科学にわたる学際的知識を学生が確実に培う機会を提供する。 

本学部では、１年次の後期から２年次の前期という早期の学修段階で、英・米・豪各国の交流

校での２セメスターの留学の機会を与えて、英語能力と英語による学びのスキルを集中的に伸ば

す。さらに留学終了後は、英語で行われる学部専門科目の授業を本学で履修することにより、学

術的な訓練を通して、実践的な英語の運用能力を高める。 

本学では、学生の人類意識を支える異文化理解力の獲得のためには、英語とは異なる第２外国

語の学習を必須の訓練と捉え、学士課程教育機構が全ての学部の教育課程に対して、内容やレベ

ルが統一された言語科目の授業を提供している。本学部の学生は、言語科目（第２外国語）とし

て８種類（仏・独・伊・西・露・中国・ハングル・日本）の言語からの選択が可能であり、豊富

な異文化理解力獲得の学修機会が提供されている。さらに、学部の選択科目として、２年次また

３年次の末にアジア地域での約２週間の短期研修の機会を与えて、英・米・豪各国とは異なる社

会で実地に異文化を学修する機会を提供する。 



世界各地で生起する諸問題を自分自身に関わる問題として捉えゆくグローバル・マインドは、

本学の掲げる人間主義を学ぶ「大学科目」群、必修科目の「Basic Seminar I」及び「Basic Seminar 

II」、さらに少人数教育を基調とした本学部の全ての教育課程における人間的啓発・学生相互間の

触発を通じて培っていく。特に、本学部の教員一人当たりの学生数は約 19 名であり、本学既存

の学部よりも大幅に少なく（平成 24 年時点の本学既存の６学部平均の教員一人当たりの学生数

は 28.2 名）、少人数の授業を多く提供することで、教員と学生・学生同士の間に多くの協働学修

の機会を確保し、日常の学びの中で異なる価値・意見を尊重し、その差異から互いに創造的に学

ぶ姿勢を学生に身につけさせる。 

最後に、国境を越えた諸事象の因果関係を複眼的に認識・分析し、創造的な解決方法を示す能

力については、学際性を重視した特色を持つ本学部の教育課程を通じて培う。特に、３年次前期

に配置される「Seminar I」の授業では、「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の各分

野の教員がチーム・ティーチング等の多様な手法を取り入れて、共通の社会的課題や問題に対す

る異なる学問分野からの分析手法を示すことで、社会問題の創造的解決を導く一つの手段として、

学際的アプローチの有用性を学ぶ機会を提供する。続いて、「Seminar II」（３年次後期）、「Seminar 

III」（４年次前期）で各自の専門を深めたうえで、４年次後期の「Capstone」では卒業研究とし

て、具体的な社会問題の分析とその解決方法をまとめるリサーチ・ペーパーを英語で作成して、

本学部における「国際教養」の学びを完結する。 

 

３ 養成する人材像と具体的な到達目標等 

本学部が養成を目指す「世界市民」は、①人文・社会科学にわたる学際的知識、②グローバル

社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文化理解力、④国際社会の平和

と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力、の五つの能力を培う教育研究

プログラムを通じて、以下のような具体的人材像として展開される。 

 

○｢人文・社会科学分野にわたる学際的知識｣を駆使して、グローバル化の進展する国際社会で生

起する諸事象の複雑な相関関係を認識する人材 

 グローバル化の進展に伴い今日の世界では経済・社会・政治システムの世界規模での統合と、

人類の生活空間と自然環境システムの間の相互依存がかつてないレベルにまで深まりつつあるこ

とは論を俟たない。特に、情報通信技術の革新を梃子に進む経済・金融システムの世界的統合は、

人々の活動の範囲を飛躍的に拡大させ、個人・企業・地域社会・民族・国家等の様々な主体やシ

ステムの間に、競合的・競争的であると同時に補完的・協働的であるような複合的な相互依存関

係を成立せしめている。本学部が提供する人文・社会科学にわたるプログラムは、このような複

合的な相互依存関係をバランスよく認識するための幅広い知識を学生に身につけさせると同時に、

３・４年次の演習と、その演習の担当教員が指導を担当する「Capstone」（卒業研究）を通じて、

学際的な視点から社会の諸事象の相関性を分析する応用力を修得させる。すなわち、本学部の学

生は、広く人文・社会科学分野において蓄積されてきた知識・情報を理解できる学際的な学問的

素養と同時に、それらの素養を特定の事象の学問的分析のために創造的に適用することのできる

能力を養成していく。 



なお、本学部の教育と研究は、本学の既存の文系４学部（経済学部・法学部・文学部・経営学

部）の教育研究活動の基盤の上に展開するため、人文・社会科学分野の授業科目を基幹とした教

育課程を提供しているが、これは必ずしもその養成する人材像において、自然科学的素養を軽視

するということではない。高度に技術化が進むグローバル社会で活躍する人材にとって、自然科

学的素養の獲得は不可欠であり、本学部の学生に対しても、本学が「自然科学系科目」として提

供する科目を８単位以上履修することを求めて、自然科学分野における学問的素養の養成を図る。 

 

○グローバル化を先導する「実践的英語コミュニケーション能力」と「異文化理解力」を持つ人

材 

 グローバル化の進展は、異なる言語・文化・宗教・価値観を有する人々や社会の間に接触の機

会を増やす。そして、それらの接触は、相互に補完的・協働的な友好的関係をもたらす場合もあ

れば、互いに競合的・競争的な摩擦と緊張関係を強いる場合もある。本学部で育成する人材には、

前者のような場合だけではなく、後者のような状況においても、率直なコミュニケーションを通

じて互いの立場を理解し、相互の利益を柔軟に見出していく創造性が期待される。特に、本学部

では、学部生全員が英語圏の交流校への２セメスターの留学を通して、グローバル化の進む国際

社会における知の修得やコミュニケーション活動の基盤としての英語を実践的に駆使できる能力

を培う。学生個々人の具体的な英語コミュニケーション能力を示す到達目標として、２年次前期

の留学修了時に TOEFL iBT80、その後の３・４年次の専門分野の学びを終えた卒業時に TOEFL 

iBT100 を設定する。本学は、TOEFL iBT をキャンパス内で年に数回実施しており、受験料の支

援も行っているため、本学部の学生には定期的な TOEFL iBT の受験を指導し、数値的指標に基

づいた確実な英語能力の養成を期す。 

今日の国際社会では、グローバル社会の共通言語としての英語がその重要性を増す一方で、世

界の異なる地域ごとの多様な文化もその存在の意義を増しつつある。共通言語によるコミュニケ

ーションを支える背景的基盤としても、グローバル社会の進路に新たな選択肢を加えうるリソー

スとしても、多様な文化と価値観の存在を認識し、それぞれの差異を理解し尊重する異文化理解

力は、本学部の学生が培うべき最重要の能力の一つである。本学部の学生は、本学の学士課程教

育機構を通じて提供される８種類（仏・独・伊・西・露・中国・ハングル・日本）の言語科目（第

２外国語）のいずれかについて、２科目（４単位）を必修科目として履修することができ、異文

化理解力を養成するために必須である英語以外の言語学習に関して、幅広い選択肢が提供されて

いる。さらに本学部の教育課程では、言語科目（第３言語）として履修できる言語も 10 種類が

予定され、本学部の学生は、合計で 20 種類近い言語から自身が履修する言語科目を選択するこ

とが可能である。さらに、本学部の学生は、アジア地域で実施される研修授業である

「International Fieldwork」（２単位）を、２年次末、または３年次末に履修可能であり、各学

生が１年次後期から２年次前期にかけて経験してきた英・米・豪の各国とは異なる国・地域で、

異なる言語・文化・宗教・価値観を学び、それらを有する人々とのコミュニケーションを実地で

経験することで、さらなる異文化理解力の深化を図ることができる。 

 

○グローバル化のもたらす諸問題を自身の身近な諸課題と結びつける「グローバル・マインド」



を有し、その「創造的な解決方法を探求」する人材 

 創立以来本学は、「人類意識」に立つ人材の養成をその教育の特色として掲げてきた。本学部が

育成を目指す「世界市民」は、世界のどの地で生起する諸問題も自身に無関係なこととして看過

しない感覚と、さらに、その問題の解決を求めるに当たって将来世代に負の遺産を引き継がせな

い責任感を兼ね備えた「グローバル・マインド」を有する人材である。そのような人材は、自身

の身近な問題を分析するに当たっても、その問題の背景にある社会的・国際的意味合いや歴史的

脈絡を深く理解することが求められる。さらに、自身の身近な諸問題の解決に取り組むことが、

国際的貢献にもつながるという創造的な感覚・姿勢を持つことが要請される。具体的な活躍の場

が国内であれ国外であれ、自身の日常的な活動の中に、グローバル社会との繋がりを認識し、創

造的な国際貢献の意義を見出して行く人材を輩出することが、本学部の人材養成の核心を形成す

る。本学部の１学年あたりの学生数は 80 名のため、学部が提供する専門科目のほとんどが少人数

（多くは 20 名以下）となる。したがって、ほとんどの授業で学生参加型の教育方法を取り入れる

ことができ、教員と学生、学生同士の学問的、人格的交流を通して、他者の利益や将来世代への

負担等を勘案してバランスのとれた判断ができる人材を育成する。 

 本学部が養成する人材は、本学部で習得した語学力と幅広い教養を基盤として、人類的視野か

ら国境を超える諸問題を分析し、創造的な解決を示す能力を備え、グローバルに展開する企業（国

内、海外）、公的・公共機関、NGO・NPO 団体等への就職、さらに国内外の大学院進学を経て国

際機関等への就職や研究者への道など、幅広い進路が期待できる。 

 

４ 組織として研究対象とする中心的な学問分野 

本学部に就任予定の専任教員は 17 名で、そのうち 14 名は学部の教育課程の基幹をなす「歴史・

文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の各専門分野で博士号を有し、それぞれの分野で豊富な

研究業績を重ねてきており、本学部就任後も各自の積極的な研究活動の継続が期待される。さら

に他の３名も修士号を有し、１名は日本の高等教育行政で長い実務経験を有し、他の２名は本学

で日本人学生を対象に長く英語教育プログラムの教授と運営に携わってきており、それぞれ学術

的業績も有している。本学部の専任教員はさらにそれぞれの学問領域を跨る学際的テーマに関す

る共同研究、研究会などを通じて、研究面での相乗効果をもたらすことが期待され、本学部が目

指す「国際教養」の展開と教授を十分に可能とする教員組織となっている。なお、専任教員の研

究活動については、専任教員による学術的著書の発刊数、国際的に評価を得た研究雑誌への論文

掲載数、外部研究資金の獲得状況、国内外の研究機関・団体・会議への講演者や研究発表者とし

ての参加状況等に基づく評価を予定している。 

 

 

イ 新学部における学生確保の見通し 

 

1 入学定員の設定の考え方とその根拠となる学生確保の見通し 

本学部における高度な英語運用力及び異文化理解力の育成、さらに幅広い分野の学修と深い専

門性の獲得の両立を可能にするためには、少人数教育による密度の高い教育・研究指導が不可欠



である。また１年次後期からの１年間留学と英語による卒業研究をカリキュラムに組み込んでお

り、個々の学生に対するきめ細かい指導が要請される。以上のことから、学部の専任教員 17 名に

対し学部入学定員を 80 名と設定し、これにより教員一人当たりの学生数を 19 名以下にする。本

学部設置の計画策定においては、以下に示す通り、本学に対する受験生の進学意識や社会的ニー

ズを十分に踏まえ、学生確保が見込めるものと考えている。 

まず前提となる本学の入学試験の現況であるが、既存の文系４学部（経済学部、法学部、文学

部、経営学部）は、各種入学試験で約４～７倍の志願倍率を維持している。以下の表が示す平成

24年度及び平成25年度入試においては、学部ごとに受験者数(B)÷入学定員(A)で計算すると、経済

学部がそれぞれ6.5倍、7.2倍、法学部が4.7倍、5.5倍、文学部が5.7倍、6.0倍、経営学部が6.7倍、

7.0倍であった。この４学部全体の倍率は、それぞれ5.8倍、6.4倍となっている。 

 

平成24年度入学試験の受験者・合格者・入学者数 

学部 入学定員

(A) 

受験者数

(B) 

合格者数

(C) 

入学者数

(D) 

倍率 

(B÷A) 

経済学部 250 1,627 495 263 6.5倍 

法学部 300 1,411 534 312 4.7倍 

文学部 390 2,236 634 431 5.7倍 

経営学部 250 1,666 516 283 6.7倍 

合計 1,190 6,940 2,179 1,289 5.8倍 

 

平成25年度入学試験の受験者・合格者・入学者数 

学部 入学定員

(A) 

受験者数

(B) 

合格者数

(C) 

入学者数

(D) 

倍率 

（B÷A） 

経済学部 250 1,808 490 273 7.2倍 

法学部 250 1,365 463 285 5.5倍 

文学部 370 2,229 654 400 6.0倍 

経営学部 250 1,762 536 273 7.0倍 

合計 1,120 7,164 2,143 1,231 6.4倍 

 

また次の参考資料（本学平成24年度都道府県別入学者一覧）が示すように、本学の特徴として

入学者の出身エリアが広域にわたることが挙げられ、全国型の大学であるといえる。 

 

参考：創価大学平成 24 年度都道府県別入学者一覧  （  ）は女子内数 

都道府県 入学者数 比率 都道府県 入学者数 比率 

北海道 69(23) 4.2% 甲信越 75(33) 4.6% 

東北 68(39) 4.1% 北陸 34(15) 2.1% 

栃木・茨城・群馬 67(35) 4.1% 東海 179(65) 10.9% 



埼玉 83(38) 5.1% 近畿 202(85) 12.3% 

千葉 69(29) 4.2% 中国・四国 181(84) 11.0% 

東京 268(118) 16.4% 九州・沖縄 223(108) 13.6% 

神奈川 121(59) 7.4% 合計 1,639(731) 100% 

 

これらを踏まえつつ、本学部の設置計画の受容性及び進学意向等、受験者の進学ニーズをより

具体的に計量的な数値から確認することを目的として、平成25年１月～２月、東京都に所在する

高等学校を中心に在学生（高校２年生）を対象とする進学意向調査を実施した。調査対象及び調

査方法については、本学への進学実績等を考慮して抽出した高等学校（11校）の２年生、及び本

学の各種イベント案内等を目的とした登録制の受験生コミュニティ（キャンパスクラブ）に参加

の高校２年生を対象とするアンケート調査とし、有効回答数は1,193人であった。この調査では、

本学部の設置に対する社会的要請と、本学部への進学ニーズの両面に関して、次の通り高い数値

結果が得られた。 

まず本学部設置に対する社会的要請であるが、本学部の「魅力がある特徴」を複数回答で尋ね

たところ、「早期の留学実施によるスキル獲得」が67.2%と最も高く、次いで「異文化理解力の

育成」が56.6%、「英語による授業」が50.9%にのぼった。これは、本学部のカリキュラムの最大

の特徴である１年次後期からの１年間留学が高校生に強くアピールしたものと考えることができ

る。また、同設問で「キャリアアップから就職活動までトータルにサポート」への回答も50.1%

を数えた。以上の結果からは、高度な英語運用力及び異文化理解力の確実な育成と、卒業後の進

路に至る総合的な支援体制とを大学に求める、という社会的要請をうかがうことができ、同時に

本学部がそのニーズに十分に応え得るという期待の高さが見て取れる。さらに、本学部の必要性

を尋ねる設問に対しては、「非常に必要性を感じる」が16.4%、「必要性を感じる」が25.9%と、

全体の42%余りが必要性を感じているとの結果が示された。本学部設置計画における教育目的と

特色は、国際社会で生き抜く実力養成を意識する受験生側から強く支持されているといえる。 

次に本学部への進学ニーズであるが、有効回答数のうち４年制大学進学志望者1,055人に限定し

た場合、以下の表の通り回答者の積極的な意向が数値で示された。まず、本学部に「進学を希望

する」と回答した強い進学希望者が83人（7.9%）（進学検討率１）。「一応進学を希望する」を

それに合計した進学希望者は123人（11.7%）であった（進学検討率２）。この人数のみで、入学

定員80名の学生確保の見通しが十分に立っている。さらに、以上に「進学先の一つとして考える」

を加算した潜在的な進学希望／検討者は372人（35.3%）を数えるに至った（進学検討率３）。こ

れは、本学部に対して非常に高い関心を示す数値といえ、本学部設置計画に対する受容性の高さ

と十分な進学ニーズが推測できる。 

 

今回調査結果からの進学意向度 

 人数 割合 

アンケート調査における有効回答数 1,193 人 ― 

４年制大学進学希望者 1,055 人 88.4％ 



４年制大学進学希望者の進学検討率１ 83 人 7.9％ 

４年制大学進学希望者の進学検討率２ 123 人 11.7％ 

４年制大学進学希望者の進学検討率３ 372 人 35.3％ 

※進学検討率１…「進学を希望する」回答者 

※進学検討率２…「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」回答者 

※進学検討率３…「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」＋「進学先の一つとして考える」

回答者 

 

想定される受験者数、合格者数、入学者数であるが、以上のアンケート調査結果、及び前述の

通り本学の既存の文系４学部の志願倍率が全体的に６倍前後であることを併せて考慮すると、本

学部の入学定員 80 名に対して 250～400 人の受験者数が想定できる。志願者が本学部と重なると

考えられる経済学部と経営学部は、次年度より入学定員を 50 名ずつ減らしそれぞれ 200 名とす

ることが決まっており、この点からもこの受験者数の想定は現実的なものといえる。なお、既存

４学部の入学試験における歩留まり率は、上記の入学試験結果の表に基づいて入学者数(D)÷合格

者数(C)×100 で計算すると、平成 24 年度入試で 59.2%、平成 25 年度入試で 57.4%となっている。

そこで、入学者数及び入学定員を 80 名とし、本学部の入試における歩留まり率を 58.0%と仮定す

ると、入学定員 80 名÷0.58≒137.9 となり、137 人の合格者数が考えられる。 

本学部に対する社会的要請と進学ニーズを総合的に勘案するなら、本学部が設定した入学定員

は、適切な入学者数の確保と教育目的の達成の点からも妥当なものであると考えている。 

 

【添付資料１】「創価大学 新学部設置についてのアンケート 調査報告書」 

 

２ 卒業後の進路と養成する人材を受け入れる側の需要 

 本学は、建学の精神の具現化を目指し、急激なスピードでグローバル化が進む時代にあって、

社会の多様なニーズに対応し、かつ世界の恒久平和と文化の興隆に貢献できる「創造的人間」の

育成に取り組んでいる。本学部では、21 世紀の国際社会で活躍できる①人文・社会科学にわたる

学際的知識、②グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文化

理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力の五

つの能力を培う教育プログラムで遂行する。 

 みずほ情報総研株式会社が平成 24 年２月に「企業における『グローバル人材』需要に係るアン

ケート調査」を実施し、この調査において、「グローバル人材」を以下の①②③の全てに該当する

者と定義している。 

① 現在の業務において他の国籍の人と意思疎通を行う必要がある 

② ①の意思疎通を英語で（あるいは母国語以外の言語で）行う必要がある 

③ ホワイトカラー職の常用雇用者である 

 このアンケートでは、平成 24 年１月現在の各企業におけるグローバル人材の状況と５年後のグ

ローバル人材の需要について調査しており、回答企業における現在のグローバル人材量は、５年

後には 243 万人増加する結果が得られている。 



 また、従業員規模が大きい企業ほどグローバル人材の需要が高く、特に採用にあたっては英語

コミュニケーション能力（TOEIC730 点以上の英語力）を重視することに加え、入社前に身につ

けて欲しい能力として「（商談などでの）実践的な語学力」、「好奇心、チャレンジ精神、主体性、

規律性」などが報告されている。さらに、この調査では、「グローバル人材」を育成する教育方法

として、「留学」、「学生同士のディスカッションが積極的になされるような仕組」、「学生によるグ

ループワークの実施」、「教員と学生の質疑応答が積極的になされるような仕組」等を企業が大学

に求めていることも報告されている。本学部の教育プログラムで行う１年間の留学等を通して、

国際通用性のある実践的英語コミュニケーション能力の養成（卒業時には TOEFL iBT100 を目指

す）や少人数教育による教員と学生及び学生相互間での知的・人間的触発は、上述のアンケート

結果からも、今後の企業の人材需要に充分に対応した取り組みといえる。 

 本学ではこれまでも「創造的人間」の育成をするため、建学の精神にある「人類の平和を守る

フォートレスたれ」の具現化の一環として国際交流事業を積極的に展開し、大学創立より 43 年間

で 46 カ国・地域 141 大学との交流実績の中で世界を舞台に人類的課題解決への貢献を目指す学

生を多く輩出してきた。卒業生の中には様々なキャリアを経て、国際公務員である国連諸機関

（UNHCR、ILO、ユニセフ等）で働く者（現在 30 名以上の者が在職中）、アジア開発銀行等の

地域的国際機関、JICA、大使館職員等の分野で働く者、あるいは国内外の民間グローバル企業で

働く者等、グローバルな舞台で活躍する多くの人材がいる。 

さらに本学は、３年前に策定した 10 カ年発展計画「創価大学グランドデザイン」で掲げた国際

交流の戦略的目標の達成のため、これまで海外留学経験者の拡大に取り組んできた。ここ３年間

の本学卒業生（合計 5,125 名）のうち、世界の企業をランク付けした Fortune Global 500（2012）

にランクインする企業へ就職した者は 146 名を数えた。このうち３カ月以上の海外留学経験者（合

計 560 名）は 82 名で、留学経験がグローバル企業への就職に有意にはたらいていることがわか

る。こうした結果から、１年間の海外留学を必修とした本学部は、学問分野が重なる既存学部よ

り、国際的な活動に比重を置いた企業や団体に活躍の場を見出していくことができる。 

平成 24 年度の学問分野の重なる既存の経済学部、法学部、文学部、経営学部の就職希望者の就

職決定率はそれぞれ、96.9％、94.2％、93.3％、92.2％であり、四学部の平均は 94％であった。

本学部は、グローバル化の加速する社会や企業のニーズに応える人材の養成に加え、少人数教育

の利点をいかしたきめ細やかなキャリアに関する教育課程内外の指導を行うことで、学問分野の

重なる既存学部以上に高い進路・就職決定率を確保することが可能であるといえる。 

本学部が養成する人材は、先に述べた五つの能力、①人文・社会科学にわたる学際的知識、②

グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文化理解力、④国際

社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力を兼ね備えた人材と

して、グローバルに展開する企業（国内、海外）、公的・公共機関、NGO・NPO 団体等への就職、

さらに国内外の大学院進学を経て国際機関等への就職や研究者への道など、幅広い進路が想定さ

れる。 

 

 

ウ 国際教養学部・国際教養学科の特色 



 

本学部の設置は中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（答申）の提言する「高等教

育の多様な個性・特色の明確化」を踏まえるとき、「④総合的教養教育」に比重を置く学部として

位置づけられる。総合的教養教育に比重を置く学部として、本学部は以下の機能を重点的に担い、

学部の特色としていく計画である。 

 

○グローバル社会に生起する国境を越えた諸問題を創造的に解決する基盤的能力である国際教養

を養成し探求する機能 

平成 24 年３月 26 日に中央教育審議会大学分科会大学教育部会は、「予測困難な時代において

生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ」と題する審議まとめを発表し、将来予測が

困難になっている今の時代にあって、学生の「生涯学び続け、どんな環境においても“答えのな

い問題”に最善解を導くことができる能力」を育成することが、大学教育の直面する大きな目標

であると指摘した。本学部は、グローバル化の進展に伴い急激な変化を見せる社会が要請する基

盤的能力を「国際教養」と定義し、そのような「国際教養」を備える人材、すなわちグローバル

時代の「世界市民」の養成を、学部の教育研究活動上の最重要の目的とする。具体的に、本学部

の定義する「国際教養」は、①人文・社会科学にわたる学際的知識、②グローバル社会で通用す

る高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文化理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指

すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力、という五つの能力によって構成され、それ

らの個々の能力の追究が以下のような本学部の特色を生み出す。 

 

○広く人文・社会科学にわたる分野を対象とした教育研究活動を進める機能 

本学部は、人文・社会科学にわたる幅広い学際的知識を学生に身につけさせるために、２年次

後期から４年次前期まで「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の三つの分野を学ぶ専

門科目を提供する。これらの３分野の専門科目は、ほぼ全てが週二回の授業が行われる４単位科

目であり、セメスターごとに集中的かつ効率的な学びを可能にしている。各学生は、上記三つの

分野に関する専門科目を合計 28 単位以上履修することが求められる。その際、各自が自身の専門

分野として選択した分野から 12 単位以上、その他の二分野からそれぞれ８単位以上の履修を求め

ることで、学生の専門性の基盤を固めると同時に、学際性も確保させる。 

これらの専門科目を担当する専任教員 14 名は、ほぼ全員が人文・社会科学のいずれかの分野で

博士号を有しており、各分野の専門性を基盤として、「国際」を切り口とした共通の社会的課題や

問題に対する学際的なアプローチを、学部の教育研究活動において追究することが可能である。 

 

○英語を第一言語として学部の教育研究活動を行う機能 

国内社会の多くの諸問題が、国境を超えたグローバル化の進展という脈絡において生起してい

る現代では、諸問題の原因の認識という次元においても、さらには諸問題の解決方法の探究とい

う次元においても、英語で情報を収集・分析・発信する能力が不可欠である。そのような高い英

語運用能力を習得するため、学部生全員が、１年次後期から２年次前期に英語圏（英・米・豪）

の交流校への留学を行う。さらに、留学終了後に履修する学部専門科目は全て英語で行い、専門



的な学修を通じて、英語を運用する四技能（聴解、口頭表現、読解、文章表現）の全てにわたっ

て、より高度な英語運用能力を習得する。 

本学部に就任予定の専任教員 17 名のうち 11 名は海外諸大学での教育研究歴を持つ外国人教員

であり、日本人教員６名のうち４名は海外の大学院での博士号取得者である。全ての専任教員は、

その研究教育活動と成果の発表において、英語を主要な言語として用いており、本学部の研究と

教育活動において英語を第一言語とすることに支障はない。 

 

○グローバル社会におけるコミュニケーションの基盤となる異文化理解力を養成する機能 

英語によるコミュニケーションを支える背景的基盤として、さらにはグローバル社会の進路に

新たな選択肢を加えうるリソースとして、異文化理解力の養成を本学部の教育研究上の特色とす

る。本学は、８種類（仏・独・伊・露・西・中国・ハングル・日本）の言語を言語科目（第２外

国語）として、さらに 10 種類を超える言語を言語科目（第３言語）として設置して、異文化理

解力を養成するために必須である英語以外の言語学習に関して、幅広い選択肢を提供する。さら

に、本学部の学生は、アジア地域で実施する研修授業である「International Fieldwork」（２単位）

を、２年次末、または３年次末に履修可能であり、各学生が１年次後期から２年次前期にかけて

経験してきた英・米・豪の各国とは異なる国・地域での学修を通して、さらなる異文化理解力の

深化を図ることができる。 

本学部は新規の教員採用に当たり、英米の専門サイトによる国際公募を通じて専門科目を担当

する外国人教員を採用した結果、文化的に多様な背景を有する専任教員を確保している。本学部

に就任予定の専任教員 17 名は、学部の教育研究活動上の主要な言語となる英語に加えて、多くの

他の言語をそれぞれの研究活動や教育実務の場面で用いており、合計で 12 種類の言語（英語、日

本語、仏語、独語、イタリア語、ロシア語、アラビア語、トルコ語、マレー語、タガログ語、中

国語、ハングル）を駆使する。専任教員の文化的多様性は、本学部の学生が異文化理解力を養成

するに当たり、貴重な教育的環境を提供するとともに、多様な言語による本学部の研究活動とそ

の成果の発表を可能とする。 

 

○少人数教育による人間的触発を通じたグローバル・マインドを育成する機能 

 ｢人類の平和を守る｣と謳う建学の精神を反映して、本学には人類的課題解決への貢献を目指す

という伝統的校風が培われている。この伝統にのっとり、特に本学部では、グローバル化が急速

に展開する世界に生起する諸課題を、自身に関わる問題として捉える感覚と、さらに、その問題

の解決を求めるに当たって将来世代に負の遺産を引き継がせない責任感を兼ね備えた「グローバ

ル・マインド」の養成を目指す。本学部の１学年あたりの学生数は 80 名のため、学部が提供す

る専門科目のほとんどが少人数（多くは 20 名以下）となる。したがって、ほとんどの授業で学

生参加型の教育方法を取り入れることができ、教員と学生、学生同士の学問的触発と人格的交流

を通して、他者の利益や将来世代への負担等を勘案してバランスのとれた判断ができる学問的素

養と人格の育成を図る。 

 広く国際公募を通じて採用された本学部の専任教員は、様々な国・地域での研究と教育、その

他の実務に携わってきた経験を有している。本学部の学生は、そのような多様な背景を持つ教員



から示される様々な視点・見解・意見に触れながら、グローバル社会に生起する様々な諸課題の

相互の関連性への認識を深め、「グローバル・マインド」を培う契機とすることが期待される。 

 

○学際的教育研究活動を通じた創造的問題解決を追究する機能 

本学部の教育研究活動の最終的な目標は、グローバル社会に生起する様々な国境を越えた諸課

題に対し、創造的な解決方法を提示することであり、かつそのような解決方法を提示する能力を

備えた人材の育成である。本学部の学生は、３年次前期に履修する演習科目「Seminar I」で、

共通の社会問題・課題に対して「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の各分野の教員

がチーム・ティーチング等を取り入れて行う異なる分析手法を学び、学際的アプローチの有用性

を認識する。続いて３年次後期と４年次前期に履修する「Seminar II」と「Seminar III」では、

専門科目を担当するいずれか教員の指導を一貫して受けることで、学生が選択した分野の専門性

の深化の確保も図る。３年次の前・後期、４年の前期の合計３セメスターの間の演習科目での学

びを基盤として、最終的に４年次後期に、各種の社会問題を分析し、その創造的な解決方法を探

求する英語による「Capstone」（卒業研究）に演習担当教員の指導のもとで取り組み、本学部で

の「国際教養」の学びを完成させる。 

本学部の研究活動は、「歴史・文化」、「政治・国際関係」、「経済・経営」のいずれかの分野を専

門とする専任教員が、「国際」を切り口とした様々な諸課題について、教員各人の専門領域から

の研究と同時に、専任教員間の学際的な研究活動を通じて推進する。共同研究においては、今日

のグローバル社会で生起する諸課題の分析において、異なる学問分野の教員が交わることにより、

学際的アプローチを創造的に追究し、研究成果面での相乗効果が期待できる。 

 

 

エ 学部・学科の名称及び学位の名称 

 

 グローバル社会に生起する国境を越えた諸問題を創造的に解決するグローバル人材への高まる

要請に応えるという本学部の設置の趣旨、並びに人文・社会科学にわたる学際的学びによる「国

際教養」を培う本学部の教育課程の特色を踏まえ、本学部の名称を、国際教養学部（英文名称：

Faculty of International Liberal Arts）とする。本学部は、広く「歴史・文化」「政治・国際関係」

「経済・経営」に関わる分野を教育研究活動の対象として、個々の専門分野における教育研究活

動と同時に、複数の学問領域に跨る教育研究活動を行う。学部組織として、人文・社会科学にわ

たる学際的な研究活動を推進し、さらに学際的な学修を可能にする教育課程を編成するため、本

学部は研究分野別の学科は設けず、一学科制としたうえで、学科名称は、国際教養学科（英文名

称：Department of International Liberal Arts）とし、その授与学位の名称は、学際的学びの成

果を示すために学士（国際教養学）（英文名称：Bachelor of Arts (International Liberal Arts)）

とする。同様の学部・学科、並びに学位名称は、国内の複数の有力大学で採用されている。さら

に、本学部が提供する教育課程については、これらの大学が提供しているものと、英語を主要な

運用言語とする学際的な教育課程という基本的な特徴が共通している。それらの学部・学科の卒

業生は既に国内外の企業への就職や国内外の大学院への進学の機会を得ていることから、本学部



の学部・学科・学位名称の通用性は、その英訳名称の国際的通用性も含めて、問題なく確立して

いるといえる。 

 

 

オ 教育課程の編成の考え方及び特色 

 

１ 教育課程編成の基本的な考え方 

 本学部の教育課程は、グローバル社会に生起する諸問題の創造的解決を目指した教育研究活動

の推進という本学部の設置の趣旨と、そのような創造性を可能とする「国際教養」を備えた人材

養成という本学部の教育研究上の目的を踏まえて、広く人文・社会科学にわたる学際性の養成と、

社会の具体的な問題解決に求められる専門性の追究の双方を、学部教育段階で可能な限り体系的

に両立させることを基本として編成する。グローバル化の進む世界での標準言語である英語の実

践的コミュニケーション力を培うために、１年次後期から２年次前期に英・米・豪の交流校に学

部の全学生を留学させ、かつ学部の専門科目は全て英語で授業を行う。さらに、学部専門科目の

多くの授業を履修者 20 名程度までの少人数授業とし、教員による個々の学生に対するきめ細かな

指導と、学生同士の協働学習を通じた学びへの人間的触発を重視する。 

 

２ 教育課程の特色 

 本学部の教育課程は、急速なグローバル化が進展する時代に生起する国境を越えた諸問題を創

造的に解決することを可能とする基盤的能力を「国際教養」と定義し、そのような「国際教養」

を備える人材、すなわちグローバル時代の「世界市民」の養成を目的として構成される。本学部

の定義する「国際教養」は、①人文・社会科学にわたる学際的知識、②グローバル社会で通用す

る高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文化理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指

すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力、という五つの能力によって構成される。 

本学部の教育課程の編成過程では、グローバル化が進展する社会が要請する共通の基盤的能力

としての「国際教養」を、学部に所属する学生が等しく修得することを求め、「国際教養」を構成

する具体的な五つの能力に対応させて、各科目の内容だけではなく、その科目の教授方法の面で

も特色のある科目を設置した。その結果、卒業要件 124 単位の半分以上に当たる 68 単位を必修

科目とする教育課程となっている。平成 25 年度のカリキュラムにおいて、本学部と学問分野が重

なる既存の文系４学部では、経済学部が 14 単位、法学部が 20 単位、文学部が 18 単位、経営学

部が 24 単位を、それぞれ学部の必修科目として設置している。これらの学部のカリキュラムと比

較するとき、本学部の教育課程は、学部の学びの対象である「国際教養」を、多くの必修科目を

通じて具体化する構成となっており、以下のような特色を持つ。 

 

① 創価大学の歴史と建学の精神を学ぶ大学科目については、日本語と英語による二つの授業の

履修を求め、本学の掲げる「創造的人間」像や、人類的視野に立った多文化共生の価値観等

について、個々の学生が深く理解すると同時に、他者に対して日本語と英語で自らが体得し

た価値観を表現できるようにする 



② １年次後期から２年次前期までに「English for Academic Purposes」と「Academic 

Foundations」の授業を集中的に提供することにより、高度な英語力・英語による学びの基礎

を効率的に修得させる。特に、１年次後期から２年次前期においては、英・米・豪の協定締

結校へ留学させ、実践的な英語と学びの基礎の修得を徹底させる  

③ ２年次後期から４年次前期にかけて、英語で実施される「歴史・文化」「政治・国際関係」「経

済・経営」の三分野の学部専門科目を 28 単位以上履修し、人文・社会科学にわたる学際的知

識を修得する 

④ ３年次前期に履修する「Seminar I」では、上記の各分野を専門とする教員が、チーム・ティ

ーチング等の多様な手法を取り入れて、様々な社会的課題への学際的なアプローチを経験さ

せ、その後「Seminar II/III」で特定の教員の指導の下で専門性を深め、最終的に「Capstone」

（卒業研究）で英語によるリサーチ・ペーパーをまとめさせることにより、学術的基盤に支

えられた課題解決能力を養う 

⑤ 言語科目（第２外国語）として学べる科目として８種類（仏・独・伊・露・西・中国・ハン

グル・日本）の言語科目を提供し、さらに言語科目（第３言語）として 10 種類以上の言語科

目を提供することにより、異文化理解力を培える幅広い選択肢を学部の教育課程で保証する。

さらに、アジア地域で実施する研修授業である「International Fieldwork」（２単位）を、２

年次末、または３年次末に提供することで、各学生が１・２年次の留学で経験した英・米・

豪の各国とは異なる国・地域を体験し、さらなる異文化理解力の深化を図る 

⑥ 本学部が掲げる「国際教養」を修得するための必修科目の多くが１～３年次に配置される結

果、学部の教育課程が卒業要件として求める自由選択科目（20 単位以上）の履修は、主に４

年次に集中することになる。３年次までに「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」

の三分野の専門科目を履修し、さらに自身の専門とする分野まで決定した段階での自由選択

科目の履修は、学生各人の学問的関心とキャリア形成プランに従った効率的な科目の選択を

可能にする。 

⑦ 英米の研究者公募のためのウェブサイトを通じて募集した本学に就任予定の新たな専任教員

は、国際的に通用する高いレベルの研究業績と教育経験を兼ね備えている。さらに、国際公

募の結果として、本学部に就任予定の 17 名の専任教員が教育研究活動において駆使する言語

は、合計で 12 種類（英・日・仏・独・西・露・アラビア・トルコ・マレー・中・ハングル・

タガログ）に達する。学部の教員組織における文化的多様性は、教員の教育課程における協

働を通じて、本学部の学生が異文化理解力とグローバル・マインドを修得するための貴重な

教育環境を構成する 

⑧ 本学部の専任教員（17 名）と学生収容定員（320 名）の比率は約１：19 であり、多くの学部

専門科目の授業は履修者が 20 名以下となることが予想され、個々の学生のニーズに応えたき

め細かな学修上の指導が可能である。 

 

３ 教育課程及び科目区分の編成 

本学部の教育課程における科目区分は、大学科目、言語科目（英語）、言語科目（第２外国語）、

学部専門科目、自由選択科目とする。さらに学部専門科目は、学部共通科目群、歴史・文化科目



群、政治・国際関係科目群、経済・経営科目群で構成される。 

 

① 大学科目 

本学の掲げる建学の精神である「人間教育の最高学府たれ」「新しき大文化建設の揺籃たれ」

「人類の平和を守るフォートレスたれ」との三つのモットーに象徴される教育理念と、その

理念の具体化を目指してきた本学の歴史を学び、学生生活を通じて学生各人が目指すべき「創

造的人間」像を明らかにする契機を提供するために、本学創立者の著作・講演について学ぶ

四つの大学科目を置く。 

「人間教育論 I」と「人間教育論 II」は、学長・副学長・副学長補等の本学首脳を務める教

員が中心となってオムニバス形式で担当し、自身の学生時代の学びの体験も交えて、創立者

の著作・講演を通して本学の理念と歴史を学ぶ。「創価教育論」では、本学の掲げる教育理念

の根幹である創価教育学について、本学の創価教育研究所の研究成果を通じて学修する。さ

らに、本学の理念を英語で学び、本学の精神を英語で発信しゆく基盤的な能力の養成を目的

として、本学の姉妹校であるアメリカ創価大学（Soka University America）を含めた創価教

育を掲げる教育機関を卒業した外国人教員が担当し、英語により授業を行う「Soka Education」

を設置する。 

本学部の学生には、卒業要件として以上の４科目から２科目の履修を求めているが、英語に

よる高度なコミュニケーション力の養成を目指す学部の方針に沿って、英語を母語としない

学生については、「Soka Education」の履修を強く勧める方針を採用する。 

大学科目の履修の時期については、原則として自由であるが、学部必修科目の履修計画を

踏まえて、日本語を母語とする学生については、英語圏留学（１年次後期、２年次前期）の

前の１年次前期に「人間教育論 I」を、留学後の２年次後期に「Soka Education」の履修を推

奨する。日本語を母語としない学生については、留学後の２年次後期に「Soka Education」

の履修を推奨する点は、日本語を母語とする学生と同じであるが、後述する言語科目（第２

外国語）で「日本語 I」と「日本語 II」をそれぞれ３年次前期と３年次後期に履修することを

前提に、日本語により教授されるもう一つの大学科目については、４年次前期または４年次

後期での履修を推奨する。 

 

② 言語科目（英語） 

 人文・社会科学にわたる学際分野を学ぶために必要な英語の４技能（読解、聴解、口頭表

現、文章表現）を、なるべく入学後の早い時点で達成することを目的として、１年次と２年

次の前期までに集中して言語科目（英語）の授業を 18 単位分設置する。まず１年次前期では、

英・米・豪の交流校への留学前に英語学習の機会を与えるために、「English for Academic 

Purposes」（２単位）を設置する。 

続いて１年次後期と２年次前期に、英国の Goldsmiths, University of London、オーストラ

リアの Griffith University、米国の University of Southern California または George Mason 

University のいずれかに留学し、セメスターごとに週 16 時間の英語学習の授業を受講する。

これら各大学での英語の授業は、それぞれの大学が有する外国人学生のための英語教育プロ



グラムにより提供される。国ごとにアカデミックな英語力を測定する試験が異なる（英国は

主に IELTS、オーストラリアでは IELTS と TOEFL iBT を併用、米国では主に TOEFL iBT）

が、留学を終える時点で、英語による大学の学部レベルの授業を履修するための目安とされ

る IELTS 6.0 または TOEFL iBT80 相当のレベルを達成できるように、各大学における英語

授業は計画・編成されている。 

各セメスターにおける週 16 時間の英語授業は、それぞれ「English for Academic Purposes: 

Study Abroad I」（８単位）、「English for Academic Purposes: Study Abroad II」（８単位）

として認定される。以上の英語授業の内容・運営・その他の条件に関しては、各大学または

その大学の英語教育機構と本学との間でそれぞれ協定書を取り交わし、四つの大学の間で留

学プログラムの内容が平準化されている（各大学・機関との協定書は別に添付）。 

 

③ 言語科目（第２外国語） 

 言語科目（第２外国語）は、本学部の学生が培うべき異文化理解力を養成するための必須

の学修機会であり、同一言語での４単位の修得を卒業要件とする。言語科目（第２外国語）

として選択可能な言語は、ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、中国語、ハン

グル、ロシア語、日本語の８言語であり（但し、言語科目（第２外国語）として日本語を選

択できるのは日本語を母語としない学生のみ）、各言語における I と II の授業を、それぞれ３

年次前期と３年次後期に配置する。例えば、言語科目（第２外国語）としてドイツ語を選択

した場合、３年次前期に「ドイツ語 I」（２単位）を、３年次後期に「ドイツ語 II」（２単位）

を修得することが予定される。なお、本学では、言語科目（第２外国語）の履修を卒業要件

とする全ての学部で、その履修が予定される年次の時間割において言語科目（第２外国語）

と他の学部必修科目の授業時間が重ならない編成がなされており、先述のように学部必修科

目が多い本学部においても、その方針は維持される。本学部の学部必修科目の合計 50単位中、

40 単位までの授業は２年次終了までに配置されており、本学部で言語科目（第２外国語）が

配置される３年次に配置される学部必修科目は、３年次前期の「Seminar I」（２単位）と３

年次後期の「Seminar II」（２単位）だけなので、現実の時間割編成にそれほどの困難は予想

されない。 

 

④ 学部専門科目 

 学部専門科目は、本学部がその教育研究活動の目的として謳う「国境を越えた諸課題の理

解・分析と、それらの課題に対する創造的な解決方法の提示」のために必要となる国際教養

を直接的に培う科目であり、本学部の教育課程で最も重要な意義を有する基幹科目である。

学部専門科目は、広く人文・社会科学分野にわたる知識と方法論の学修を通じて、グローバ

ル社会で活躍するための学際的基礎の養成を目的とする「学部共通科目群」と、人文・社会

科学の各専門分野における学びを深めることを目的とする「歴史・文化科目群」「政治・国際

関係科目群」「経済・経営科目群」という合計四つの科目群によって構成される。「学部共通

科目群」には、本学部の学生が共通に培うべき学際的基礎を養成する授業科目が配置されて

いるため、20 科目中 15 科目が必修科目に指定されている。一方、他の三つの科目群に関して



は、学際的学びを担保するために、学生が特に専門性を深めたい一つの科目群からは 12 単位

以上の履修を、他の二つの科目群からは、それぞれ８単位以上の履修を卒業要件として求め

ている。「歴史・文化科目群」「政治・国際関係科目群」「経済・経営科目群」の個々の科目は

全て、３年次または４年次に履修可能な科目として配置されている。 

 

（１） 学部共通科目群 

 学部共通科目群は、全体として、人文・社会科学にわたる分野における学際的な基礎的知

識を修得し、英語で調査を実施し、結果をまとめ、発表する基盤的能力を個々の学生が培う

ことを目的とする。その目的に向かって、個々の授業科目では、英語による学びの基礎的な

技術・方法、異文化理解、学際的な知識と方法論、学修計画とキャリア計画等をテーマとし

て、グローバル化が進展する社会で創造的な活躍をするために必要な基盤的スキルを、１年

次から４年次までの全学年を通じて、各学生の専門分野の学びと同時的に、かつ複合的・総

合的に養成する。 

 まず、１年次前期は、学生自身の４年間の学修計画の策定と学生生活のオリエンテーショ

ンを目的とした「Basic Seminar I」（２単位）、英語圏留学前に英語による学びの基礎的技術

を学ぶ「Academic Foundations」（２単位）、異文化への理解と寛容を養う「Cross-cultural 

Understanding」（４単位）、社会調査に必要な統計処理技術の基礎を学ぶ「Introductory 

Statistics」（４単位）の合計 12 単位を、学部必修科目として配置する。 

 続いて、１年次後期と２年次前期は、英・米・豪の４大学（英国の Goldsmiths, University 

of London、オーストラリアの Griffith University、米国の University of Southern California

または George Mason University）のいずれかに留学し、現地にて、１週間当たりで 16 時間

の英語授業（セメスターごとに「English for Academic Purposes: Study Abroad I」（８単位）

と「English for Academic Purposes: Study Abroad II」（８単位）として認定）と６時間の英

語による学びの技術に関する授業（セメスターごとに「Academic Foundations: Study Abroad 

I」（６単位）、「Academic Foundations: Study Abroad II」（６単位）として認定）を履修する。 

 英・米・豪への留学から帰国した後の２年次後期には、本学入学からわずか半年足らずの

時点から１年間近く海外での学修を経験した学生たちが、日本社会の文化やシステムを再び

受容することを手助けし、さらに今後の学生生活の学修計画とキャリア計画を策定すること

を主目的とした「Basic Seminar II」（２単位）を配置する。さらに、３年次の演習で専門分

野の学びを行うために必要な英語による文章表現力を確実に達成することを目的とした

「Academic Writing I」（２単位）の授業を履修する。加えて、「歴史・文化」「政治・国際関

係」「経済・経営」のそれぞれの学問分野の入門科目である「Introduction to Global Culture 

and Society」（４単位）、「Introduction to International Relations and Politics」（４単位）、

「Introduction to Global Economy and Business」（４単位）の３科目の授業も、学部の必修

科目として配置する。さらに、３年次後期には、英文によるレポート作成方法を指導する

「Academic Writing II」（２単位）を、卒業研究である「Capstone」に取り組む４年次後期

には、英語による論文作成方法を指導する「Academic Writing III」（２単位）を、選択可能

な学部共通科目として配置する。 



 ２年次後期と３年次前期の間の春期休業中には、希望者を対象に、英・米・豪とは異なる

文化圏を体験する機会を学生に与えるために、２週間の短期研修を、４週間の事前学修プロ

グラムと４週間の事後研修プログラムと共に実施して、「International Fieldwork」（２単位）

として認定する。この短期海外研修を実施する国・地域については多くの可能性が考えられ

るが、学部の完成年度となる平成 29 年までについては、本学の交流校であるマレーシア公開

大学 (Open University of Malaysia) で実施する（研修実施に関する協定書を別に添付）。欧

米とは異なるイスラム文化圏であり、経済的には開発途上にあり、言語的には英語が通じる

マレーシアの研究機関での研修は、学生たちが主体的に異文化に接することのできる貴重な

機会となることが期待される。さらに、学生が世界の知性に触れ、自身の視野を拡大する機

会を提供するために、内外の識者を講師として招待して、春期休業中に三日間の集中的なワ

ークショップを開催し、参加した学生に対して、「Global Workshop I」（１単位）、「Global 

Workshop II」（１単位）として認定する 

 ３年次から、少数の学生に対する教員の直接の指導の下で、個々の学生が具体的な研究課

題に取り組むことを目的とする演習の授業を必修科目として開始する。まず、３年次前期に

は、「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の三分野の専門科目を担当する教員が、

チーム・ティーチング等の多様な手法を取り入れて、共通の社会問題・課題に対する異なる

学問分野のアプローチを示すことで、学際的アプローチの有用性を学ぶ機会を提供する。３

年次後期には、特定の教員の指導の下で、その教員が担当する専門分野における研究課題や

研究方法を、具体的な研究活動を通じて学修することを目的とする「Seminar II」（２単位）

を、４年次前期には同じ教員が指導する「Seminar III」（２単位）を、それぞれ必修科目とし

て配置する。４年次後期には、本学部での全ての学びの成果を、学生自身が選択した具体的

な社会問題・テーマに関する調査活動と、英語によるリサーチ・ペーパーという形でまとめ

あげることを目的とした「Capstone」（４単位）を必修科目として設置して、本学部における

学修を完結させる。 

 

（２） 歴史・文化科目群 

 今日の世界の一体化、グローバリゼーションの原型は、15～16 世紀のヨーロッパの「地理

的拡大」にはじまり、「科学の世紀」といわれた 18 世紀を経て、欧米列強が世界を席巻した

「帝国主義の時代」に生成した。この近代世界の一体化の過程でみずからの文化と社会の変

容を迫られ、抗いながらも共存する術を模索してきた世界各地の社会の営みは、今日われわ

れが生きる現代世界に、すなわち政治、国際関係、経済、ビジネス、文化、社会の諸相に、

基本的な原理や制度や枠組みをもたらし、それらを支える人間の感性や考え方をかたちづく

ってきた。歴史・文化科目群では、歴史学、哲学、社会学、文化人類学にわたる計８科目を

配置し、こうした世界の歴史と文化、社会、そして哲学を学ぶ基礎理論と方法、さらに一定

の専門知識の修得を促し、本学部の学問体系全体を支える土台を提供する。ほかの二つの科

目群と同様に、４単位科目は週に２回の授業を行い、集中的かつ効率的な学びの機会を確保

する。 

 科目群８科目のうち、歴史学科目は、「Modern World History」と「International History 



in the 20th Century」を配置し、グローバリゼーションという観点から近代世界の歴史を考

察し、近代世界の歴史が行きついた 20 世紀史の諸問題を検討する。哲学科目は、「Modern 

Social Thought」と「Global Justice and Intercultural Ethics」を配置し、社会哲学の歴史

と基礎的概念を学び、現代世界が直面しているグローバル正義の課題を検討する。社会学・

文化人類学科目は、「Global Sociology and Anthropology」と「Transnational Migration」

を配置し、グローバル社会を理解するための社会学と文化人類学の基本的概念を学び、文化、

人種、エスニシティー、ジェンダーなどの諸問題が顕在化するヒトの移動・移民について考

察する。また、「Global Issues in Social Policy」と「Education for Sustainable Development」

を配置し、近代福祉国家という大きな文脈に教育の課題を位置づけ、そこから教育を通した

社会発展理論とモデルを検討する。いずれの科目もそれぞれ完結した内容で構成されており、

この科目群から卒業要件である２科目だけを履修する学生の場合でも、体系的専門性を追究

する学修計画を可能としている。 

 

（３） 政治・国際関係科目群 

 今日の国内・国際社会に成立している原理・規範・制度的枠組みと決定手続きについて学

び、各種の主体が相互依存的に果たしている機能を理解し、国内・国際社会の秩序がもたら

され、かつ変遷してゆく過程を分析・評価する能力の養成を目的として政治・国際関係科目

群を設置する。政治学・国際関係研究は、そもそも歴史学・哲学・経済学等の人文・社会科

学分野における研究成果を吸収しつつ発展してきた学際的な学問分野であるため、この科目

群の授業では、政治学・国際関係研究プロパーの概念・理論・方法を学ぶと同時に、歴史・

文化科目群と経済・経営科目群に設置される個々の授業科目との関係も意識して、３年次ま

たは４年次に履修する選択科目として９科目を配置する。他の二つの科目群同様、専門分野

に関する集中的・効率的な学びを促すため、４単位の科目については週２回の授業を行う。 

さらに、この９科目は、その内容によって、政治学の基礎的理論と政策的応用に関して学

ぶことを目的とする「Contemporary Political Theory」、「Citizenship and Democracy in a 

Global Age」、「Comparative Politics」、「Management of Non-Profit Organizations」の４科

目と、国際政治学における理論と歴史、並びに制度的枠組みと外交交渉過程について学ぶ

「Great Power Politics in the World」、「International Political Economy」、「International 

Institutions and Global Governance」、「International Relations in Asia」、「International 

Bargaining」の５科目に分類される。さらに、学問的体系の見地から、前期に理論的枠組み

や基礎的知識を学ぶ４科目（「Contemporary Political Theory」、「Great Power Politics in the 

World」、「International Political Economy」、「 International Institutions and Global 

Governance」）を配置し、後期に応用的な内容を学ぶその他の５科目を配することにより、

この科目群から卒業要件である２科目だけを履修する学生の場合でも、体系的専門性を追究

する学修計画を可能としている。 

 

（４） 経済・経営科目群 

経済学・経営学は社会科学において学修プロセスの体系化が進んでいる学問分野である。



先ず理論的に学問領域の基礎を学び、その内容を段階的に深化させていく。次に、学生のニ

ーズに合わせて分野が分化し、より専門的な学びへと繋げていく。本学の経済学部・経営学

部においても、そうした見地からカリキュラムが設定され実施されている。一方、本学部が

提供する経済・経営科目群は以下二つの点を考慮して設定した。１点目は、広く人文・社会

科学領域を網羅する学際的知識を修得するという観点から、２年次後期の導入科目である

「Introduction to Global Economy and Business」の学びをさらに進め、経済学、経営学の

理論的枠組みを学生が理解できる科目を提供することである。２点目は、歴史・文化科目群

と政治・国際関係科目群に設置される個々の授業科目との関係も意識して、学際的専門性を

養成できるような科目を提供することである。このような認識から経済・経営科目群では３

年次または４年次に履修する選択科目として９科目を配置した。 

経済学の場合、「Microeconomics」と「Macroeconomics」の二つの科目は、経済学の基礎・

中級レベルの理論を学ぶ機会を提供することで上述の１点目に対応している。また「Poverty  

and Development」と「History and Theory of World Economy」では経済学を国際的な視

点と、他の分野との学際性を意識し、２点目に焦点をあてた科目として提供する。経営学で

は、上記した導入科目を基に、「Management Sciences」と「Marketing」の二つの科目で経

営学の理論的基礎固めをする。さらに「International Business」、「Operations Management」、

「International Human Resource Management」の講義では、国際性に焦点を充てた科目

を学んでいく。なおこの科目群から卒業要件である８単位だけを履修する学生の場合でも、

経済学科目については、理論を学修したい学生、歴史・文化科目群と政治・国際関係科目群

との学際性を学びたい学生が前期・後期に連続的に履修することが可能である。経営学科目

については、前期に理論的枠組みや基礎的知識を学び、後期に応用的な内容を学ぶ３科目を

配することにより、体系的専門性を追究する学修計画を可能としている。なお、

「International Human Resource Management」のみ２単位となっている。 

 

⑤ 自由選択科目 

本学部の教育課程では、卒業要件の 124単位のうち、20 単位を自由選択科目に配している。

学生は、本学部が指定した大学の共通科目、専門科目、または本学部の学生の履修が許され

た他学部専門科目の広い選択肢の中から、個々人の学問的関心に従って、履修する科目を選

択することができる。なお、本学部の教育課程は、人文・社会科学分野の授業科目を基幹と

した構成となっているが、高度に技術化が進むグローバル社会で活躍する人材にとって、自

然科学的素養の獲得は不可欠であることから、本学が「自然科学系科目」として指定する科

目を８単位以上履修することを学生に求めている。具体的には、１年次前期に必修科目とし

て設置されている学部専門科目（学部共通科目群）の「Introductory Statistics」（４単位）

は、「自然科学系科目」として指定されるため、本学部の学生は自由選択科目の履修において

４単位以上を「自然科学系科目」から選択する必要がある。 

自由選択科目を履修すべき学年やセメスターについての定めはないが、本学部では単位の

実質化を図るため、１セメスターに履修できる上限の単位数を 20 単位に定め、かつ上述の通

り、１・２年次に多くの必修科目を配し、かつ３年次に選択して履修すべき学部の専門科目



も多いため、４年次に多くの科目を自由選択科目として履修することを推奨する。学部で推

奨する履修モデルでは、４年次前期と後期に、それぞれ８単位ずつ自由選択科目を履修する

計画が示されている。４年次の自由選択科目の履修は、３年間の学修を通じて獲得した個々

の学生の学問的関心をさらに深めることを目的とした、体系的かつ効率的な科目の選択を可

能にする。 

さらに本学は、平成 24 年度に文部科学省の「グローバル人材育成推進事業」（特色型）に

採択されており、当事業の下で既存の各学部は、それぞれ平成 26 年度のカリキュラムから、

英語で教授する学部専門科目を 15 以上設置する計画である。そのため、本学部の学生が、「歴

史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」のいずれかの分野で、経済学部・法学部・文学

部・経営学部等に設置されている専門科目の履修を希望した場合でも、数多くの授業で、英

語で学修することが可能である。 

 

 

カ 教員組織の編成の考え方及び特色 

 

 本学部の教育課程の基幹をなす学部専門科目（学部共通科目群、歴史・文化科目群、政治・国

際関係科目群、経済・経営科目群）の授業は、本学部の専任教員３名と共に本学のワールドラン

ゲージセンターの専任教員１名が兼担する「Academic Foundations」「Academic Writing I」と、

経営学部の専任教員が担当する「International Human Resource Management」の三つの科目

を除いて、他の全ての科目（43 科目）を本学部の専任教員が担当する教員組織の編成となってい

る。 

 専任教員 17 名の配置は、教授が８名、准教授が６名、専任講師が３名である。専任教員の年

齢構成は、学部の開設時で、30～39 歳が２名、40～49 歳が７名、50～59 歳が７名、63 歳が１

名となっており、教育水準の維持向上及び教育研究の活性化に支障のない構成になっている。本

学専任教員の定年は、平成 13年度採用者までは 70歳、平成 14年度以降の採用者は 65歳であり、

本学部の専任教員で、学部の完成年度となる平成 29 年度までに定年を越える教員はいない。専任

教員 17 名の修得学位は、博士 14 名、修士３名であり、それぞれの研究領域において十分な研究

業績を持っている。 

 また、専任教員 17 名のうち、本学既存学部等からの異動教員が 11 名（経済学部２名、法学部

１名、文学部１名、学士課程教育機構７名）、新規採用が６名である。異動元の既存学部等では後

任人事が進められており、当該学部等の教員組織においても異動前と同等の教育内容が担保され

る。 

 

１ 共通科目：大学科目担当 

本学の建学の理念と歴史を学び、学生生活を通じて学生各人が目指すべき「創造的人間」像を

明らかにすることを目的とする大学科目は、本学の全学生がその所属する学部を問わず履修可能

な共通科目として設置され、その授業内容と計画の策定は本学の学士課程教育機構を通じてなさ

れており、学長・副学長等を含む本学の運営において枢要な役割を務める教員が中心となって授



業担当をしている。大学の各学部の教育課程においては、４単位以上の大学科目の履修を必修と

する構成となっており、本学部の教育課程においても、大学科目である「人間教育論 I」「人間教

育論 II」「Soka Education」「創価教育論」の４科目を、本学部の学生が履修可能な科目として配

置し、このうち２科目４単位以上の履修を必修とする。以上のように、大学科目の設置と運営は、

本学の建学の理念の継承という見地から、大学全体の組織である学士課程教育機構を通じてなさ

れているため、大学科目担当の専任教員は、本学部には配置しない。 

 

２ 共通科目：言語科目（英語）担当 

本学部では、人文・社会科学にわたる学際分野を学ぶために必要な英語の４技能（読解、聴解、

口頭表現、文章表現）を、なるべく入学後の早い時点で習得することを目的として、１年次と２

年次の前期までに集中して言語科目（英語）の授業 18 単位を必修科目として設置する。但し、こ

のうち 16 単位の授業は、本学部の学生の派遣協定を取り交わした英・米・豪の四つの大学（英国

の Goldsmiths, University of London、オーストラリアの Griffith University、米国の University 

of Southern California と George Mason University）にて、１年次後期と２年次前期にわたる週

16 時間の英語学習の授業として提供される。留学先の英語の授業については、各大学について専

任教員を担当として配置し、学部に設置する教務委員会（学部長が委員長を兼ねる）を通じて質

の保証に当たる。 

本学で実施される言語科目（英語）の授業「English for Academic Purposes」は、授業科目の

分類上は、本学の学生がその所属する学部を問わず履修可能な共通科目に配置されているが、本

学部の学生だけが履修を許される科目であるため、本学部の専任教員３名が、本学のワールドラ

ンゲージセンター所属の 1 名の兼担教員と共に担当する。 

 

３ 共通科目：言語科目（第２外国語）担当 

その建学の精神において人類意識を謳う本学では、異文化理解力の養成を目的とする言語科目

の授業を重視し、言語科目（第２外国語）、日本語を母語としない学生を対象とする言語科目（日

本語）、並びに言語科目（第３外国語）の授業の提供は、全て学士課程教育機構が担当し、大学全

体のレベルで、言語科目の授業の質の平準化と保証に取り組んでいる。したがって、言語科目（第

２外国語）は、本学の学生がその所属する学部を問わず履修可能な共通科目として提供され、上

述した大学科目の場合と同様に、本学部には、言語科目（第２外国語）担当の専任教員を配置し

ない。しかし、本学部には、本学が言語科目（第２外国語）として履修を認める８言語（フラン

ス語、ドイツ語、スペイン語、イタリア語、ロシア語、中国語、ハングル、日本語）を含む 12

種類の言語を、母語または自身の研究上の主要な言語として駆使する専任教員が就任する予定で

あり、本学部の学生が３年次に各自の言語科目（第２外国語）の授業を選択するに当たり、各学

生の学問的関心と将来の志望進路等に合わせて、十分な指導が提供できる教員編成となっている。 

 

４ 学部専門科目：学部共通科目群担当 

グローバル化が進展する社会で創造的な活躍をするために必要な基盤的スキルを培うことを目

的とする学部共通科目群は、本学部の教育課程の基幹をなすものであり、その全体的運営につい



ては学部長を委員長とする学部教務委員会が担当し、個々の授業については、全ての学部専任教

員が、それぞれの専門分野等に応じて担当する。「Academic Foundations」の授業は、言語科目

（英語）担当の専任教員３名が、ワールドランゲージセンターからの兼担教員１名と共に、合計

４名で担当する。「Academic Foundations: Study Abroad I」と「Academic Foundations: Study 

Abroad II」の授業については、学生派遣協定を取り交わした英語圏の４大学で実施されるため、

４大学における言語科目（英語）の授業の場合と同じく、各大学について専任教員を担当として

配置し、学部の教務委員会を通じて質の保証に当たる。「Cross-cultural Understanding」は、歴

史・文化科目群担当の専任教員１名と、言語科目（英語）担当の専任教員３名が担当する。

「Introductory Statistics」は、経済・経営科目群の専任教員２名が担当する。本学部の主要な研

究・教育分野である「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の各分野への入門授業であ

る「Introduction to Global Culture and Society」、「Introduction to International Relations and 

Politics」、「Introduction to Global Economy and Business」は、各分野の専任教員２名がそれぞ

れ担当する。英語による文章表現力の養成を目的とした「Academic Writing I」は、「Academic 

Foundations」の担当と同じ４名の教員が担当する。英文のレポートや論文の作成方法を学ぶ

「Academic Writing II」と「Academic Writing III」は選択科目であり、必修科目である「Academic 

Writing I」よりも履修者が少なくなることが予想されるため、言語科目（英語）担当の専任教員

３名で担当する。 

学修上、生活上のオリエンテーションを主目的とした「Basic Seminar I」と、２年次後期に英・

米・豪への留学から帰国した学生に対する専門分野の学修計画とキャリア計画の策定指導を目的

とする「Basic Seminar II」については、日本の文化・制度や本学の様々なシステムに関する知

識を持つ教員による指導が望ましいため、本学の既存学部等から本学部に異動する教員６名が担

当する。本学部での学際的学びと専門分野の深化を図る基幹科目となる「Seminar I」、「Seminar 

II」、「Seminar III」、「Capstone」については、言語科目（英語）を担当する３名を除いた学部専

任教員 14 名全員が担当する。なお、専門分野への導入と学際的アプローチの学修を目的とする

「Seminar I」は、チーム・ティーチング等の手法をとる。さらに、専門の深化を追究する「Seminar 

II」、「Seminar III」、「Capstone」は、14 名の専任教員が個別に授業を担当する。 

異文化理解力のさらなる養成を目的として、英語学習のための留学地とは異なる文化圏での短

期研修として実施する「International Fieldwork」と、国内外の識者を招請して実施する「Global 

Workshop I」、「Global Workshop II」を春期休業中に開講する。「International Fieldwork」は

経済・経営科目群担当の専任教員１名が、「Global Workshop I」と「Global Workshop II」につ

いては学部長が、それぞれ担当する。 

 

５ 学部専門科目：歴史・文化科目群担当 

歴史・文化科目群では、歴史学、社会学、哲学、文化人類学を中心に教育・研究を行う。「Modern 

World History」、「International History in the 20th Century」、「Global Issues in Social Policy」、

「Education for Sustainable Development」、「Modern Social Thought」、「Global Justice and 

Intercultural Ethics」、「Global Sociology and Anthropology」、「Transnational Migration」の

８科目の担当として、博士号を有する専任教員を４名配置する。 



 

６ 学部専門科目：政治・国際関係科目群担当 

政治・国際関係科目群では、政治学、国際関係論、外交史、公共政策学を中心に教育・研究を

行う。「Contemporary Political Theory」、「Citizenship and Democracy in a Global Age」、「Great 

Power Politics in the World」、「International Political Economy」、「International Institutions 

and Global Governance」、「International Relations in Asia」、「International Bargaining」、

「Comparative Politics」、「Management of Non-Profit Organizations」の９科目の担当として、

博士号を有する専任教員４名と、日本の高等教育行政の実務経験と修士号を有する専任教員１名

の合計５名を配置する。 

 

７ 学部専門科目：経済・経営科目群担当 

経済・経営科目群では、理論経済学、開発経済学、経済史、経営学、管理工学を中心に教育・

研究を行う。「Microeconomics」、「Macroeconomics」、「Poverty and Development」、 「History 

and Theory of World Economy」、「Management Science」、「 International Business」、

「Marketing」、「Operations Management」の８科目の担当として、博士号を有する専任教員４

名を配置する。「International Human Resource Management」の科目は、博士号を有する本学

経営学部の専任教員１名が兼担教員として担当する。 

 

８ 研究体制 

本学部の学問領域は、歴史・文化、政治・国際関係、経済・経営の各分野から構成されている。

各学問分野に属する専任教員は、「国際」を切り口とした様々な学問領域において、自身の研究活

動を進めている。本学部の研究体制は、専任教員個々人の専門分野別の研究活動を支援すると同

時に、専任教員間の学際的な研究活動を奨励するため、特定の国際的な課題について共同研究を

行い、複数の学問分野から共通の課題に対する分析・研究を進める。以上の目的を達成するため

に、専任教員で構成する研究会組織を設置すると共に、セメスター中に研究会を開催する。共同

研究のテーマについては、異なる学問分野の教員が研究面で交わることにより、互いに研究成果

面での相乗効果が期待できる学際的テーマを、教員同士の話し合いを通じて決定する。 

本学部の学問領域は、本学の既存の文系学部と重なり、個々の既存学部には研究会が組織され、

研究成果を発表する紀要も発行されているため、本学部では独自の学術雑誌は、学部開設を記念

する特別な学術イベントの成果発表のような場合にのみ刊行し、定期発行はしない。本学部の専

任教員は、原則として、査読審査のある外部の学術雑誌での論文発表や、著書として発表するこ

とが期待される。本学部の専任教員が、萌芽的研究の成果や、極めて研究対象や領域が専門的に

限定される成果など、外部雑誌よりも学内の紀要雑誌での発表に適している成果を発表する場合

は、個々の教員の専門分野に応じて、本学既存の他学部の研究会が発行している紀要での発表機

会を求めるものとする。このような研究体制と、成果発表の仕方を原則として採用することによ

り、本学部の専任教員に競争的な環境の中での研究の推進と発表を促し、学部教員全体の研究レ

ベルの向上を図る。 

 なお、専任教員の研究活動については、学術的著書の発刊数、国際的に評価を得た研究雑誌へ



の論文掲載数、外部研究資金の獲得状況、国内外の研究機関・団体・会議への講演者や研究発表

者としての参加状況等に基づく評価を予定している。 

 

 

キ 教育方法、履修指導方法及び卒業要件 

 

１ 教育方法、履修指導方法 

（1） 教育方法 

本学部は、国際的通用性のある教育プログラムを通じて①人文・社会科学にわたる学際的知識、

②グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文化理解力、④国

際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力の、五つの具体的

な能力を養成していく。下の図で示すように、この五つの能力を醸成することで、国際教養を備

えた「世界市民」という本学部が養成すべき人材像へと結実していく。以下、五つの能力が本学

部の教育課程でどのように醸成されるか、その概要を示す。 

 

注） 略語の意味は次のとおり。EAP=English for Academic Purposes, AF= Academic Foundations 

AW=Academic Writing, CCU= Cross-cultural Understanding,  IF= International Fieldwork,  

GW= Global Workshop 

＊ 春期休業期間に行う。  

 

人文・社会科学にわたる学際的知識は、１年次前期に人文・社会科学分野に関する学修の基礎

を「Academic Foundations」で養成し、１年次後期から２年次前期の留学期間に、専門導入の基

礎科目を幅広く学び、それを本学部が「Academic Foundations: Study Abroad I」と「Academic 

Foundations: Study Abroad II」として認定していく。留学からの帰国後、２年次後期に「歴史・



文化」「政治・国際関係」「経済・経営」のそれぞれの入門科目を学修し、続いて３年次前期から

４年次後期にかけて３分野から１分野を選択し、個々の学問関心に従いながら、三つの分野をバ

ランスよく履修することで、学際的知識を養成していく。 

グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力は１年次から４年次にか

けて醸成していく。１年次前期では「English for Academic Purposes」を通じて、基礎的な英語

運用能力を養成し、英・米・豪諸大学への留学先を決定する。続いて１年次後期から２年次前期

の留学期に、１週間あたり 16 時間の集中的な英語学習を行い、本学部は、１年次後期に「English 

for Academic Purposes: Study Abroad I」、２年次前期に「English for Academic Purposes: Study 

Abroad II」として認定する。帰国後は、２年次後期から４年次にかけて本学部が提供する科目履

修を通じて、必要な英語スキルの強化を目指す。具体的には、英語講義を受講する技術を２年次

後期の「Academic Writing I」で学ぶ。さらに、演習や学部科目で課される課題に対応する技術

を「Academic Writing II」で、またリサーチ・ペーパー作成の技術を「Academic Writing III」

で学ぶことができる。こうした学修の深化を通じて、高度な英語運用・コミュニケーション能力

を養成していく。 

異文化理解力については１年次前期に異文化理解に関する基礎的な概念を「Cross-cultural 

Understanding」の履修を通じて修得する。留学から帰国後、２年次後期と３年次後期の春期休

業期間中には、アジア地域への短期研修「International Fieldwork」の実施と、国内外の識者に

よる集中講座「Global Workshop I」と「Global Workshop II」の機会を提供することで、異文化

に対する理解力を養成していく。また英語圏以外への異文化理解に必要な言語科目の学修のため

に３年次前期、後期には第２外国語を学び、そして４年次には第３外国語を履修する機会を提供

していく。 

国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインドは、１年次前期、２年次後期、４年次に

履修する「人間教育論」「創価教育論」等の大学科目の学修と、学部専任教員によって行われる１

年次前期の「Basic Seminar I」と２年次後期の「Basic Seminar II」で国際社会における各自の

キャリア形成を考える作業、さらには他の学部専門科目での教員と学生間の人格的触発を通じて、

グローバルに生起する諸課題を理解したうえで社会に貢献する姿勢を養成していく。 

創造的な問題解決能力は、１年次前期に履修する「Introductory Statistics」を通じて、統計的

分析能力の基礎を養成する。続いて、３年次前期から始まる演習を軸に問題解決能力を養成して

いく。「Seminar I」ではグローバルな課題や問題をテーマに設定し、専門分野が異なる複数の教

員が行うチーム・ティーチングの手法も取り入れながら、社会問題に関する学際的分析の実践の

有効性を学ぶ。３年次後期の「Seminar II」と４年次前期の「Seminar III」では、特定の教員が

担当する専門分野における研究課題や研究方法の学修を通じてスキルを培っていく。４年次後期

には、英語による「Capstone」（卒業研究）として設置し、全ての学びの成果を投入して創造的

な問題解決能力を養成していく。 

 

上記の能力を養成する教育プログラムを効果的に実施していくため、本学部は以下の点に留意

している。第１に、本学部では、専任教員を 17 名、学生定員を 80 名、収容定員を 320 名として、

教員１人当たりの学生数を本学の既存学部の 28.2 名（平成 24 年度）よりも大幅に少ない 19 名に



設定することで、双方向の授業を可能にし、個々の学生に対し、きめ細かい教育・研究上の指導

を行うことができるようになっている。また学習アドバイザリー制度を設けることによって、１

～２年次には基礎演習担当教員が、３～４年次には演習の指導教員が、学修、研究の進め方等に

ついて個別に学生に対応していくことができる。さらに、本学部専任教員は、オフィス・アワー

を設け、担当する講義に関する質問等に対応していく。第２に、本学はセメスター制を既に導入

しており、ほとんどの専門科目（４単位）が週２回の講義という形で進めることができ、短期集

中で効果の高い学修ができる等のメリットがある。第３に本学では学生の成績評価を綿密に行う

ため、①シラバスでの成績評価の基準明示、②到達目標に則った厳密な成績評価、③総合的な成

績評価（定期試験、課題の提出、小テスト、授業への取り組み等）を実施している。それに関連

し、本学は GPA(Grade Point Average)制度を既に実施しており、これを卒業要件の厳格な判定基

準として用いるとともに、学生の学修成果を経年的に振り返り、成績不振者への早期対応、学修

指導等に活用することができる。 

 

以下、本学部の教育課程について、授業の内容に応じた授業の方法の設定、授業方法に適した

学生数、配当年次について、科目区分（大学科目、言語科目（英語）、言語科目（第２外国語）、

学部共通科目群、歴史・文化科目群、政治・国際関係科目群、経済・経営科目群、自由選択科目）

にのっとり記載する。 

 

１）【共通科目】大学科目 

大学科目とは「Soka Education」（２単位）と日本語で提供している「人間教育論 I」（２単位）、

「人間教育論 II」（２単位）、「創価教育論」（２単位）の４科目を指す。大学科目として４科目と

も前期、後期に開講されており、卒業必要単位数として１～４年次までに、この中から２科目、

計４単位以上履修する。大学科目は本学の学生が、所属する学部を問わずに履修できる共通科目

であり、学部としての履修人数の制限や特定の科目の履修時期の指定は行わない。 

なお日本語を母語としない本学部の学生の場合、英語で提供されている「Soka Education」（２

単位）は１年次前期で履修することを推奨し、残りの２単位については、３年次に第２外国語と

して日本語を履修し、日本語での講義が理解できる４年次に履修することを推奨する。 

 

２）【共通科目】言語科目（英語） 

言語科目である英語は、１年次前期における留学前の英語力の基盤づくりと、１年次後期から

２年次前期にかけての英・米・豪諸大学への留学期間における集中的な英語運用能力の強化を目

的とした科目を指す。３科目で計 18 単位を必修として修得する必要がある。 

 

① （１年次前期） 

「English for Academic Purposes」（２単位）を必修で修得する。集中的な英語学習を行う

ため、本科目は３名の学部専任教員と学士課程教育機構の教員１名が担当し、学生個々人の

ニーズにあった指導ができるよう、１クラスあたり 20 人程度の少人数で構成されている。 

② （１年次後期～２年次前期） 



学生の英語運用能力や、希望を基に、１年次後期から２年次前期にかけて英米豪の諸大学に

派遣し、１週間あたり 16 時間の英語授業を実施する。そこで行われる教育内容を精査した上

で、本学部は「English for Academic Purposes: Study Abroad I」（８単位）、「English for 

Academic Purposes: Study Abroad II」（８単位）、計 16 単位を認定する。なお、それぞれの

大学機関で提供される留学科目では共通の質の保証ができるよう、学習時間、シラバス、成

績評価基準等を常時確認していく。また少人数クラスによる徹底した英語学習環境が確保さ

れる。 

 

実習施設名（所在地） 

a. ロンドン大学ゴールドスミス （イギリス、ロンドン） 

b. グリフィス大学 （オーストラリア、ブリスベン） 

c. ジョージメイソン大学 （アメリカ合衆国、ワシントン） 

d. 南カリフォルニア大学 （アメリカ合衆国、ロサンゼルス） 

 

３）【共通科目】言語科目（第２外国語） 

本学で提供する第２外国語は、ドイツ語、フランス語、スペイン語、イタリア語、中国語、ハ

ングル、ロシア語の７言語であり、それぞれの語種につき、I～II のレベルでは１科目２単位×２

科目、III～VI のレベルでは１科目１単位×４科目の計８単位の科目を提供する。第２外国語は

本学の学生が、所属する学部を問わず履修できる共通科目であり、学部としての履修人数の制限

は行わない。配当年次については、本学部の学生は、３年次前期、後期に卒業要件として必要と

される計４単位の修得を推奨する。 

なお日本語を母語としない学生の場合、言語科目（日本語）の履修を第２外国語として認める。

本学が提供する「日本語 AI」「日本語 AII」の１科目２単位×２科目を履修し、計４単位の修得

を、３年次前期と後期に修得することを推奨する。また１科目１単位の日本語科目が B、C、D、

E、F までレベルごとに、前期 I、後期 II が３年次に配当されている。 

 

科目区分 履修 

年次 

配置科目（ ）内の数字は単位数 

共

通

科

目 

言語科目（英語） 1 前 EAP (2) 
言語科目（英語） 1 後 EAP: Study Abroad I(8) 

2 前 EAP: Study Abroad II(8) 

言語科目（第 2 外国語） 

 

3 前 ドイツ語 I(2)、フランス語 I(2)、中国語 I(2)、スペイン語 I(2)、 

イタリア語 I(2)、ハングル I(2)、ロシア語 I(2) 
3 後 ドイツ語 II(2)、フランス語 II(2)、中国語 II(2)、スペイン語 II(2)、 

イタリア語 II(2)、ハングル II(2) ,ロシア語 II(2) 
４前 ドイツ語 III (1)、V(1)、フランス語 III (1)、V(1)、中国語 III (1)、

V(1)、スペイン語 III(1)、V(1)、イタリア語 III(1)、V(1)、ハング

ル III(1)、V(1)、ロシア語 III(1)、V(1) 
４後 ドイツ語 IV(1)、VI(1)、フランス語 IV(1)、VI(1)、中国語 IV(1)、

VI(1)、スペイン語 IV(1)、VI(1)、イタリア語 IV(1)、VI(1)、 ハン

グル IV(1)、VI(1)、ロシア語 IV(1)、VI(1) 
言語科目（日本語） 3 前 日本語 AI(2)、日本語 BI(1)、日本語 CI(1)、日本語 DI(1)、日本語

EI(1)、日本語 FI(1) 

3 後 日本語 AII(2)、日本語 BII(1)、日本語 CII(1)、日本語 DII(1)、日

本語 EII(1)、日本語 FII(1) 

EAP: English for Academic Purposes  



 

４）【専門科目】学部共通科目群 

本学部が設定する学部共通科目群は 15 の必修科目（計 50 単位）と５つの選択科目（計８単位）

の計 20 科目（58 単位）によって構成されている。必修科目 15 のうち、６単位が２科目、４単位

が６科目、２単位が７科目という内訳になっている。一方選択科目は、２単位が３科目、１単位

が２科目となっている。この学部共通科目群の構成から理解できるとおり、本学部が提供する 20

科目中 15 科目が必修科目となっており、単位数からみると、学部共通科目群計 58 単位中、50 単

位が必修科目である。その理由はグローバル化が進展する社会で要請される五つの能力（①人文・

社会科学にわたる学際的知識、②グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーショ

ン能力、③異文化理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な

問題解決能力）を学生に等しく修得させることで具体化するというねらいによるものである。 

一方、選択科目は、英語による文章作成力の養成を目的とした「Academic Writing II」 と英

語による卒業論文作成力の実践的な技術を養成する「Academic Writing III」、春期休業期間に提

供するアジア地域への短期海外研修「International Fieldwork」、同じく春期休業期間に、内外の

識者を講師として開催する集中的なワークショップ「Global Workshop I」、「Global Workshop II」

の５科目によって構成されている。この５つの選択科目として設定した理由は、必修科目に加え

て、英語運用能力の強化や、異文化体験等、個々の学生の要望に応じた学修の機会を提供するこ

とにある。 

 

必修科目 

15 の必修科目は、本学部が学生に対して養成したい五つの能力をもとに類型化すると、以下の

ようになる。 

養成したい

能力 
科目名 教員数

（人） 

1 クラス学

生数（人） 

配当 

年次 

人文・社会科

学にわたる

学際的知識 

 

Academic Foundations 

Academic Foundations：Study Abroad I 

Academic Foundations: Study Abroad II 

Introduction to Global Culture and Society 

Introduction to International Relations and Politics 

Introduction to Global Economy and Business 

４ 

 

 

２ 

２ 

２ 

20 

少人数 

少人数 

40 

40 

40 

１前 

１後 

２前 

２後 

２後 

２後 

高度な英語

運用・コミュ

ニケーショ

ン能力 

Academic Writing I ４ 20  １前 

 

 

異文化理解

力 

Cross-cultural Understanding ４ 

 

20 １前 

 
グ ロ ー バ

ル・マインド 

Basic Seminar I 

Basic Seminar II 

６ 13~14 １前 

２後 

創造的問題

解決力 

Introductory Statistics 

Seminar I 

Seminar II 

Seminar III 

Capstone 

２ 

14 

14 

14 

14 

40 

上限８ 

１前 

３期 

３後 

４前 

４後 

 

人文・社会科学にわたる学際的知識 

学生は１年次前期に「Academic Foundations」（２単位）を履修し、長期留学前に、人文・社



会分野の基礎学力の英語で培う。本科目には、本学部専任教員３人と、学士課程機構から１名の

計４名が担当し、１クラス約 20 名の教員、学生間の双方向型の学修を行う。 

続いて、１年次後期から２年次前期にわたり、英・米・豪諸大学に留学し、専門導入の各基礎

（歴史学、哲学、政治学、国際関係学、経済学、経営学等）について１週間あたり６時間学ぶ。

講義担当者は、それぞれ専門分野の学位保持者である。本学部は、１年次後期に「Academic 

Foundations: Study Abroad I」（６単位）、２年次前期に「Academic Foundations: Study Abroad 

II」（６単位）の計 12 単位を P/F 評価で認定することとする。 

英・米・豪諸大学での留学からの帰国後、本学部の三つの科目群（「歴史・文化」、「政治・国際

関係」、「経済・経営」）の導入科目として、「Introduction to Global Culture and Society」、

「Introduction to International Relations and Politics」、「Introduction to Global Economy and 

Business」の３科目を履修する（各４単位 計 12 単位）。各科目群の基礎知識・方法論を学ぶこ

とで、３年次以降の学修に接続させる。各科目群から２名ずつ各科目群の本学部専任教員が担当

する。１クラスあたりの規模は 40 人程度となる。 

 

高度な英語運用・コミュニケーション能力 

英・米・豪諸大学留学からの帰国後、２年次後期からの英語講義の履修に対応できるよう英語

による文章作成能力を養成するために「Academic Writing I」（２単位）を履修する。本科目は専

任教員３名と、学士課程機構の教員１名の計４名の教員が担当し、１クラスあたり 20 名程度の学

生数で行う。 

 

異文化理解力 

１年次前期の留学前に、異文化への理解と寛容を養う「Cross-cultural Understanding」（４単

位）を学ぶ。本科目は専任教員４名が担当し、１クラスあたり 20 人程度の科目となる。 

 

グローバル・マインド 

「Basic Seminar I」（２単位）は１年次前期に、学生自身の４年間の学修計画と学生生活のオ

リエンテーションを目的として提供される。個々の学生に対する、きめ細い指導がいきわたるよ

うに専任教員６名が担当し、１クラスあたり 13～14 名程度の少人数のクラスに分けて教育指導

を行っていく。「Basic Seminar II」（２単位）は英・米・豪諸大学への留学から帰国した後の２

年次後期に開講され、今後の学修生活と職業的自立の意識を育む。「Basic Seminar I」同様、専

任教員６名が本科目を担当し、１クラスあたり 13~14 名程度の少人数にわけ、教員と学生間の人

格的触発を通じて、グローバルに生起する諸課題とその解決にむけ、理解と貢献する姿勢を養成

していく。 

 

創造的な問題解決能力 

１年次前期に基礎的な統計処理の技術を学ぶ 「Introductory Statistics」（４単位）を履修する。

本科目では、専任教員２名が担当し、PC 環境の整備された教室で１クラス 40 人程度が受講し、

統計処理のスキルを養っていく。 

３年次より、学生は、専任教員 14 名のなかから特定の指導教員の演習を選択し、３年次前期の



「Seminar I」から４年次前期の「Seminar III」までの期間に、専門分野に関する継続的な学修

の深化と、学際的アプローチを用いた多角的な分析力を養成していく。上限を８名と設定し、学

生個々人のニーズにあった演習を運営していく。 

「Seminar I」では３～５回に１度の頻度で、「歴史・文化」、「政治・国際関係」、「経済・経営」

の三つの学問分野で、共通に研究対象となりうる社会的課題や問題について、チーム・ティーチ

ング等を取り入れながら学んでいく。教員の構成は、それぞれ異なる科目群の専任教員の演習か

ら構成される四つのグループで行う。「Seminar II」、「Seminar III」では所属する演習ごとに、

指導教員のもと専門性の深化を図る。演習の学生数は上限８名で構成され、個々の学生に対応し

た教育・研究指導ができる環境を確保する。３年次前期から４年次前期にかけて培った「Seminar 

I」（２単位）、「Seminar II」（２単位）、「Seminar III」（２単位）を通じての専門性の深化と学際

的学修を基盤として、本学部の学びの集大成である「Capstone」（卒業研究）（４単位）の作成を

演習担当教員の指導のもと行う。 

 

選択科目 

① 演習の授業での研究と発表が本格的に始まる３年次後期に、英文によるレポート作成力の養

成を目的とした「Academic Writing II」を提供し、また「Capstone」（卒業研究）を履修す

る４年次後期には、英語での論文作成を指導する「Academic Writing III」（２単位）を、選

択可能な学部共通科目として配置した。それぞれ専任教員３名が担当する。１クラスあたり

の人数は履修を希望する学生によって決まるが、個々の学生の状況に沿った教育を行ってい

く。 

② ２年次後期と３年次前期の間の春期休業期間、希望者を対象に、学生が留学で経験してきた

英・米・豪の各国とは異なる文化圏を体験する機会を与えるために、アジア地域に、事前学

修４週間、短期研修２週間、レポート作成２週間の、計２ヶ月の研修を実施し、その成果を

「International Fieldwork」（２単位）として認定する。受け入れ大学であるマレーシア公開

大学 (Open University of Malaysia)は 80 名の受け入れを可能としている。なお専任教員１

名が先方の大学と密接な連携をとりながら、本研修の事前学修、引率、レポート指導を担当

する。 

③ 毎年、分野の異なる内外の識者を講師として招き、春期休業期間中に３日間の集中的なワー

クショップを開催する。学生は「Global Workshop I」（１単位）、「Global Workshop II」（１

単位）のどちらか、もしくは両方を修得することができる。本科目には専任教員１名が担当

する。クラスあたりの人数は希望者によって異なる。 

 

５）【専門科目】「歴史・文化科目群」「政治・国際関係科目群」「経済・経営科目群」 

３年次前期より４年次後期にかけて「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の三つの

科目群で提供される科目のなかから、28 単位以上を修得する。履修者は三つの科目群から１つの

科目群を選択し、その科目群から 12 単位以上を履修する。同時に、その他二つの科目群から、そ

れぞれ８単位ずつ、計 16 単位以上を修得する必要がある。各クラスの人数は、学生の選択によっ

て異なるが、１クラス 13 名程度の少人数となることが予想される。そのためディスカッションに



重きをおいた、アクティブラーニングを実施することが可能となる。 

 
科目区分 履修年

次 

配置科目（ ）内の数字は単位数 

選
択
科
目
（
二
八
単
位
以
上
） 

 

 

 

 

 

 

選択した分野

から 12 単位以

上を履修し、 

その他 2 つの

分野から 

8 単位ずつ、計

16 単位を選択

必修する。 

「歴史・文化」

科目群  

3･4 前 Modern World History (4) 

Global Issues in Social Policy(4) 

Modern Social Thought (4) 

Global Sociology and Anthropology (4) 

3･4 後 

 

International History in the 20th
 century (4) 

Education for Sustainable Development (4) 

Global Justice and Intercultural Ethics (4) 

Transnational Migration (4) 

「政治・国際関

係」科目群 

3･4 前 Contemporary Political Theory (4)  

Great Power Politics in the World (4) 

International Political Economy (4)  

International Institutions and Global Governance (4) 

3･4 後 Citizenship and Democracy in a Global Age (4) 

International Relations in Asia(4) 

International Bargaining (4) 

Comparative Politics(4) 

Management of Non-Profit Organizations (4)  

「経済・経営」 

科目群 

3･4 前 Microeconomics (4) 

Poverty and Development (4) 

Management Sciences (4) 

Marketing (4) 

3･4 後 Macroeconomics (4) 

History and Theory of World Economy (4) 

International Business (4)  

Operations Management (4) 

International Human Resource Management (2) 

 

６）自由選択科目 

卒業要件として共通科目、専門科目、他学部専門科目から 20 単位以上を修得する必要がある。

共通科目としては、キャリア教育科目、言語科目（第３外国語）、健康・体育科目、人文・芸術・

思想科目、社会・文化・生活科目、自然・数理・情報科目、学際系科目（平和・人権・世界）な

ど広範な分野にわたって科目が提供されている。また他学部専門科目の場合、その科目が本学部

の学生に開放されていれば、日本語、英語の科目ともに履修をすることが可能である。なお自由

選択科目の履修は、４年次を中心に履修することを推奨する。 

 

言語科目（第３外国語）（３年次前期―４年次後期） 

第３外国語は、本学が提供する「ポルトガル語」、「アラビア語」、「スワヒリ語」、「タイ語」、「ト

ルコ語」、「ブルガリア語」、「モンゴル語」、「インドネシア・マレー語」を指し、それぞれの語種

につき、I、II、III, IV のレベルで１科目１単位×４科目の計４単位の科目を提供する。 

 

科目区分 履修 

年次 

配置科目（ ）内の数字は単位数 

共

通

科

目 

第 3 外国語 3 前 ポルトガル語 I(1)、アラビア語 I(1)、スワヒリ語 I(1)、タイ語 I(1)、

トルコ語 I(1)、ブルガリア語 I(1)、モンゴル語 I(1)、インドネシア・

マレー語 I(1) 

3 後 ポルトガル語 I(1)、アラビア語 I(1)、スワヒリ語 I(1)、タイ語 I(1)、

トルコ語 I(1)、ブルガリア語 I(1)、モンゴル語 I(1)、インドネシア・

マレー語 I(1) 

4 前 

 

ポルトガル語 III(1)、アラビア語 III(1)、スワヒリ語 III(1)、タイ

語 III(1)、トルコ語 III(1)、ブルガリア語 III(1)、モンゴル語 III(1)、

インドネシア・マレー語 III(1) 

4 後 ポルトガル語 IV(1)、アラビア語 IV(1)、スワヒリ語 IV(1)、タイ語



IV(1)、トルコ語 IV(1)、ブルガリア語 IV(1)、モンゴル語 IV(1)、

インドネシア・マレー語 IV(1) 

 

自然科学系科目 

「自然科学系科目」については計８単位以上の修得を卒業要件としているが、本学部生は

「Introductory Statistics」（４単位）を１年次前期に必修で修得するため、卒業までに本学が自

然科学系科目として指定する共通科目、他学部専門科目のなかから２科目、計４単位以上を修得

することを必要としている。他学部専門科目の場合、自然科学系科目として指定しており、なお

かつ、その科目が本学部の学生に開放されていれば、日本語、または英語の科目であっても履修

をすることが可能である。 

 

（２）履修指導方法 

１）ポータルでのシラバス提示 

学生が履修科目についての理解を事前に把握できるように、毎学年度の始めに、①授業概要・

到達目標、②授業計画、各回の授業内容（テーマ・ねらい、授業内容の概略等）、③評価・試験方

法、④教科書・参考文献、⑤履修上のアドバイス、⑥担当者のプロフイール、⑦定員並びに履修

者選抜方法の項目を記載した全科目のシラバスを学生にポータルで提示している。 

学生は、それらを参考にしたうえで、授業科目の単位を修得するために各セメスターの履修登

録期間内に、希望する科目を登録する。また履修科目は、定められた期間内に、所定の手続きに

より、履修登録を取り消すことができる。 

 

２）履修アドバイザリー制度  

１年次には、入学式後に新入生オリエンテーションを実施し、教育課程の概要、４年間の学修

の流れについて説明を行い、履修指導を徹底する。１年次前期では本学部の専任教員が「Basic 

Seminar I」のなかで、４年間の履修計画、学修の進め方等、個別の対応をしていく。英・米・豪

諸大学での留学終了後、２年次後期に開講される「Basic Seminar II」では、分野の選択、３～

４年次の履修計画、学修の進め方等、個別に学生の相談に応じる。また演習の選択に向けた個別

説明会を開催し、教員、学生間で事前にガイダンスの機会を設ける。演習と「Capstone 」（卒業

研究）を担当する指導教員は、専門性を深める学修指導を随時実施しながら、さらに学際的な視

角から学べるよう他分野の科目群履修等について、個々の学生の要望にあわせたアドバイスを行

っていく。 

 

３）教務課による履修に関する対応 

学生の履修手続きに関する全般的な質問等（卒業要件に必要な科目数の確認等）について本学

教務課が履修相談を行う。 

 

４）成績不振者に対する学業指導 

毎セメスター、成績評価が決定した時点で、当該セメスターの GPA が２未満の場合は、指導教

員による面談を行い、１～２年次は「Basic Seminar」の担当の教員が、３～４年次には、演習



の指導教員が面談を行い、教員は学部長に指導報告書を提出する。GPA が２セメスター連続して

２未満の場合は、保護者に通知する。指導教員は学生と面談を行うが、保護者は希望があれば同

席することができる。GPA が３セメスター連続して２未満の場合または累計で４セメスター以上

２未満の場合は、学部長が面接を行い、教授会の議を経て退学勧告を行う。ただし、学部長が面

接し、学業継続の可能性があると認められる場合は、教授会の議を経て、退学勧告を保留するこ

とができる。学部長は、学生の特別の事情を考慮し、相当と認めるときは、学業指導及び退学勧

告の対象から外すことができる。 

 

５）オフィス・アワー 

本学の教員はオフィス・アワーとして設けられた時間帯に、特別の所用がない限りは個人研究

室などの所定の場所におり、学生は授業での疑問点のみならず、履修の仕方、その他、学生生活

の様々な問題についての相談など、教員から直接指導を受けることができる。本学部でも同様に、

オフィス・アワーを設ける。 

 

２ 卒業要件 

卒業要件は以下のとおりである。 

① 在学期間が４年以上であること 

② 所定の授業科目について 124 単位以上修得していること 

③ 在学期間における、通算 GPA が２以上であること 

 

卒業に必要な科目履修 

上記した科目特性ごとの卒業基準単位は以下のとおりである。 

授業科目 科目特性 
卒業基準 

単位 

備考 

共通科目 選択必修 

① 大学科目 ４単位以上  

② 言語科目（英語） 18 単位以上 

本学での履修と留学

中の留学科目を合わ

せた単位数 

③ 言語科目（第２外国語） 

または言語科目（日本語） 
４単位以上 

 

専門科目 

学部共通科目群 50 単位 
 

選択科目 

「歴史・文化科目群」 

「政治・国際関係科目群」 

「経済・経営科目群」 

28 単位以上 

選択した分野から 12

単位以上取得。その他

の分野から８単位ず

つ（計 16 単位）を選

択必修する。 

自由選択 

共通科目 

20 単位以上 

 

専門科目 

他学部専門科目 

合計 
124 単位以上

の修得 

「自然科学系科目」と

して指定された科目

のうち８単位以上が

必要。 



 

３  養成する人材像と履修モデル 

本学部はグローバル化の進展に伴い急激な変化を見せる社会において、①人文・社会科学にわ

たる学際的知識、②グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異

文化理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力

を有した人材の養成を目標としている。本学部の教育課程で学んだ学生の具体的な進路として、

グローバルに展開する企業（国内、海外）、公的・公共機関、NGO・NPO 団体等への就職、さら

に国内外の大学院進学を経て国際機関等への就職や研究者への道など、幅広い進路が想定される。

本学部においては、「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の３分野にわたる基礎的な知

識と方法論の修得を、本学部生に求めているため、以下の履修モデルを提示する。 

 

＜１年次＞ 

１年次前期は、大学科目１科目（２単位）の修得を推奨する。また本学部の「Cross-cultural 

Understanding」（４単位）、「Introductory Statistics」（４単位）を学ぶ。大学４年間の学修計画

や、学びの進め方については「Basic Seminar I」（２単位）を通じて養成する。また「English for 

Academic Purposes」（２単位）と「Academic Foundations」（２単位）を必修し、留学前の準備

を行い、１年次前期終了時には、英・米・豪の協定締結校の中から留学先を決定する。先方の大

学のセメスター開始前に学生は、それぞれの大学に留学し、１年次後期には先方の大学のカリキ

ュラムに応じ留学科目の履修を行い「English for Academic Purposes：Study Abroad I」 （８

単位）と「Academic Foundations: Study Abroad I」（６単位）の計 14 単位を本学部が認定する。 

 

＜２年次＞ 

２年次前期も同様に、英・米・豪諸大学が提供する留学科目を継続的に学び、「English for 

Academic Purposes：Study Abroad II」（８単位）と「Academic Foundations: Study Abroad II」

（６単位）の計 14 単位を本学部が認定する。帰国後、２年次後期では、「Academic Writing I」

（２単位）を設けて、英語で科目群を学んでいくための文章作成技術を養成する。また「歴史・

文化」、「政治・国際関係」、「経済・経営」の三つの科目群の導入を目的として設定した「Introduction 

to Global Culture and Society」（４単位）、「Introduction to International Relations and Politics」

（４単位）、 「Introduction to Global Economy and Business」（４単位）を全ての学生が履修す

る。言語科目と、各分野の導入科目の学習に合わせて、「Basic Seminar II」（２単位）では、担

当の専任教員が、学習の進め方、分野の選択、キャリア形成、ゼミの選択等について個別に対応

していく。なお後期期間中に演習ゼミの教員は説明会を行い、学生との面接等を通じて所属演習

を決定していく。その他に、大学科目の「Soka Education」（２単位）の修得を推奨する。２年

次の後期修了後の春期休業期間中には、希望者を対象にアジア地域における短期研修

「International Fieldwork」（２単位）と内外の識者を講師として招待し、３日間の集中的なワー

クショップ「Global Workshop I」（１単位）を開講する。 

 

＜３年次＞ 



３年次前期より、本学部学生は三つの科目群のなかから１つの科目群を選択する。選択した科

目群から 12 単位以上を選択必修として履修し、その他二つの分野から８単位ずつ、計 16 単位以

上を選択し、履修し、28 単位以上を修得する必要がある。また第２外国語を、提供言語の中から

１つ選択して前期・後期で連続して履修し、卒業要件である４単位を修得する。なお卒業要件と

して必要とされる自然科学系科目（４単位）を前期（１科目、２単位）・後期（１科目、２単位）

で修得する。演習については、専門性に沿った学修を、選択した演習で指導教員のもと、「Seminar 

I」（２単位）と「Seminar II」（２単位）を履修していく。なお、より専門的な英語に対応してい

くために選択科目として「Academic Writing II」（２単位）の講義を提供する。３年次の後期修

了後の春期休業期間中には、２年次に参加せず、今回参加を希望する学生を対象にアジア地域に

おける短期研修「International Fieldwork」（２単位）を行う。また内外の識者を講師として招待

し、３日間の集中的なワークショップ「Global Workshop II」（１単位）を開講する。 

 

＜４年次＞ 

 ４年次前期に「Seminar III」（２単位）を修得し、４年次後期では本学部での学びの集大成と

して「Capstone」（卒業研究）（４単位）の履修を行っていく。なおリサーチ・ペーパーの文章作

成サポートとして、英語担当教員による「Academic Writing III」（２単位）を選択で履修する。

３年次に引き続き、４年次前期・後期に、自由選択科目（４単位）以上を修得する必要がある。

４年次をかけて自身の学問的関心に基づいて演習の指導教員のアドバイスを受けながら、学際的

知識を広げられるよう自由選択科目を履修する。 

なお日本語を母語としない本学部の学生の場合、英語で提供されている「Soka Education」（２

単位）は１年前期で履修が可能であるが、残りの２単位については、第２外国語として３年次前

期、後期に日本語を履修した後、４年次に履修する点が異なる。 

 

４ 履修登録単位数の上限 

各学年の履修登録については、履修登録単位数の上限を定め、学生が４年間にわたって計画的

に授業科目を履修できるよう指導する。大学設置基準第 27 条の２にもとづき１単位あたりの学修

時間 45 時間を勘案し、また各授業科目の配当年次や、履修要件の適正な設定を考慮したうえで、

本学では既に履修登録単位数の上限を定めている。なお本学部では原則として、上限を各セメス

ター20 単位と定める。これにより過剰な履修登録による単位の空洞化等につながることのないよ

う配慮でき、科目履修上必要となる授業外学修時間の確保を設定することで、単位の実質化をは

かることができる。 

 

５ 他大学における授業科目の履修に関する単位認定について 

学校教育法第 83 条で指定された大学を卒業又は中途退学し、新たに本学の１年次に入学した学

生の既修得単位については、教育上適当と認めるときは本学において修得したものとして認定す

ることができる。単位認定は、共通科目及び専門科目の単位について、留学科目も併せて合計 60

単位を超えない範囲で行うことがある。しかし、単位認定と関連して、在学期間の短縮は行わな

い。単位の認定を行った場合には、単位を認定された科目については履修することはできない。



ただし、複数履修することが可能な科目については履修をすることが出来る。なお単位認定は、

入学後に学生本人の申告により、共通科目については学士課程教育機構運営委員会が行い、専門

科目については本学部教授会が行う。また外国の大学を卒業又は中途退学し、新たに本学の１年

次に入学した学生についても、同様に取扱っていく。 

 

【添付資料２】履修モデル 

 

 

ク 施設、設備等の整備計画 

 

(a)校地、運動場の整備計画 

本学部を設置する本学キャンパスは、ＪＲ八王子駅より北へ約４ｋｍ、緑豊かな多摩丘陵の一

角に位置している。これまで本学では、キャンパスの自然環境・景観を生かしながら、明るく開

放感に溢れた教育研究及び学習環境の整備を行ってきた。また、キャンパスを課外活動等の諸活

動を通じた人格形成と人間関係を構築していく場として考え、課外活動や休息や憩いの場として

活用できる施設、空間をバランスよく整備している。 

主な運動用設備としては、第１グラウンド、ビクトリーグラウンド、総合体育館を備えている。

第１グラウンドは、体育実技の授業での使用を始め、課外活動のアメリカンフットボール、ラク

ロス、ソフトボールなどのグラウンドとしても使用している。グラウンドの周囲には、ランニン

グコースを備えている。ビクトリ―グラウンドは、全面に人工芝を張り、体育実技の授業での使

用を始め、課外活動のサッカー、ラグビー場としても使用している。総合体育館は、総面積

12,872.24 ㎡、地上６階建ての施設で、アリーナ（1,932 ㎡）をはじめ、弓道場、トレーニングル

ーム、多目的室、会議室、部室、救護室及び約 1,000 名収容の観覧席を備えている。 

学生の休息や憩いの場としては、図書館と各校舎に自学自習のためのスペース、ラウンジを備

え、約 2,000 席（ニューロワール食堂、ニュープリンス食堂、本部棟カフェテリア、新総合教育

棟、カフェラウンジ、学生ホール等）の食堂を完備している。また、自然豊かなキャンパスを満

喫できるよう、キャンパス内のいたるところにベンチ等を配備している。 

 

(b)校舎等施設の整備計画 

本学部の授業に必要な教室数は、前期、後期の平均で１週当たり演習系教室６室（24 席）、講

義室３室（50 席または 80 席規模）、語学系教室３室（36 席）であり、１時限あたりの最大授業

数は６である。本学部の基本的施設・設備は、延床面積 53,285.66 ㎡の新総合教育棟を使用する

が、教室や演習室は全学共用施設のため、授業実施には充分な教室数（講義教室と演習教室は合

わせて 114 室、教室稼働率は約 50％）を確保している。想定する時間割表を添付資料３に示す。 

平成 25 年６月に完成する「新総合教育棟」の主な施設・設備は次のとおりである。 

・地階：大ホール 1,000 名収容、教室、学生ラウンジ、保健センター、売店 

・１階：事務室、キャリアセミナールーム、学生用 PC コーナー、面談ブース、会議室、講師

控室、受験生ラウンジ、学生テラス、学生相談室、学長室、役員室 



・２階：総合学習支援エリア、自習室、グループ学習室、フリースペース、学生用 PC コーナ

ー、PC 教室、会議室 

・３階：教室、PC 教室 

・４階：教室、カフェラウンジ、屋上広場 

・５階：教室 

・６階：教室、事務室、資料室、会議室 

・７階：教室、演習室、教員研究室、講師控室、教材開発室、貴賓室、和室、ラウンジ、 

書庫、会議室、応接室 

・８階：教員研究室、演習室、共同研究室、学部長室 

・９階：演習室、教員研究室、資料室、ラウンジ、共同研究室 

・10 階：演習室、教員研究室、懇談スペース、共同印刷室、ラウンジ 

・11 階：演習室、教員研究室、ラウンジ、資料室 

・12 階：多目的室（会議室兼用）、演習室、教員研究室、展望ラウンジ 

建学の理念のもと、新校舎である新総合教育棟の建設コンセプトとして、学生を第一に考えた

学習環境の一層の充実を図っていくために、①能力を引き出し、学生本位の人間教育を実践、②

感性を育みながら学べる、自然と調和した最善の学習環境、③国際人としての対話力を育み、他

者との共存を重視した空間作り、を掲げている。特に校舎２階は、学生支援フロアとして、自習

スペースや英会話ラウンジ、パソコン教室などが集合し、最先端の教育環境を取り入れた新時代

にふさわしい学修支援スペースとなる。また、屋上には、太陽光発電パネルや、緑化のための庭

園を設置し、自然環境豊かな本学の特徴に配慮した設備を整えている。新総合教育棟は、最新の

設備・機能をそろえ、学生の能力を引き出す校舎としてだけでなく、周辺の自然景観を活かしな

がら、明るく開放感や透明感に満ち溢れた校舎として、学生同士がゆっくりと交流でき、自由に

学修できる開放的なフリースペースの拡充を図っている。 

教員用の施設として、本学部の専任教員用研究室を 17 室（24.08 ㎡／室）設け、専任教員 17

名全員に個人研究室を割り当てる。また事務室（956.38 ㎡ ：他の学部事務室と共用で 1 階に設

置）、会議室や書庫等を配置する（使用教室の平面図は「校地校舎の図面」の添付資料を参照）。 

 

(c)図書等の資料及び図書館の整備計画 

本学には、全学部共用の中央図書館がキャンパス内に整備されており、蔵書約 100 万冊（和書

68 万冊・洋書 32 万冊）が収納されている。また、雑誌約 7,400 種、電子ジャーナル約 19,000 種

が閲覧でき、総合大学の図書館として十分な機能を提供している。本学部設置にあたっては、さ

らに学生の自学自習ためや専門書、学術雑誌、データベース、電子ジャーナルを整備することに

した（添付資料４・５）。 

開設時には、和書 67,480 冊、洋書 20,027 冊、学術雑誌 75 種、視聴覚資料として DVD260 点

が整備される。開設年度以降も、データベースの購入を含め図書等の整備を継続的に行っていく

が、カリキュラム、専門領域及び関連分野全体を視野に入れ、特定分野に偏りがでないよう留意

して整備を進めて行く。完成年次には、図書は和書及び洋書を計 94,307 冊整備し、中でも洋書に

ついては、20,827 冊を整備していく。 



最新の情報を入手するために、データベースと電子ジャーナル導入は必須と考えている。その

ため中央図書館には自然科学系も含め約 19,000 種の電子ジャーナルに対応し、60 種類のデータ

ベースを契約している。閲覧室は１階から４階まですべてのフロアにあり、閲覧席数は 982 席、

１階にはレファレンスカウンターを設け、各フロアにある利用者（蔵書検索）用パソコンは合計 

171 台設置している。 

図書館システムは、｢CARIN-i｣｣が導入されており、所蔵図書の横断検索、データベース、電子

ジャーナル、電子書籍の相互利用等が可能となっている。平成 25 年４月より協同学習スペースと

してのラーニング・コモンズを１階閲覧室に設置し、多様な学生の学修ニーズや教員の研究活動

に十分応えていける体制が整備される。他大学図書館との協力については、NII との接続で

NACSIS-ILL に参加し文献複写サービスを行っているほか、私立大学図書館協会の相互協力協定

に参加し、加盟館の間での相互利用も可能となっている。 

 

【添付資料３】時間割表 

【添付資料４】整備する学術雑誌等一覧（国内） 

【添付資料５】整備する学術雑誌等一覧（海外） 

 

 

ケ．入学者選抜の概要 

 

１ 入学者受入れの方針（アドミッションポリシー） 

本学の使命は、社会に必要な価値を創造し提供しゆく「創造的人間」の輩出である。本学部は、

この教育理念のもと、グローバル化が進展するなかで人類が直面している諸問題を自分自身の課

題ととらえ、その解決に貢献する世界市民の育成を目指す。そのために、建学の精神に賛同し、

以下の素質を有する者またはそれらを修得する潜在力が高い者を求めている。 

 異文化環境に適応し、グローバル社会で実際に対話と交渉ができる高度な英語運用能力 

 歴史、社会、文化、政治、国際関係、経済、経営にわたる複数の学問分野の基礎を、幅広く

修得しようとする知的好奇心と高い基礎学力 

 複数の異なる視点を相対化・総合化し、グローバルな諸課題を学際的視点から洞察できる柔

軟性 

 世界各地で生起する諸問題に深い関心を持ち、その解決に挑戦する意欲と実行力 

 

２ 選抜方法及び体制 

本学部の選抜にあたっては、前述のアドミッションポリシーに基づいて、以下（１）～（３）

の選抜を実施する。 

（１）推薦入試 

  ①公募推薦入試 

   ・募集人員 15 名（全体の 19％） 

   ・出願資格 本学の建学の精神を理解し、本学への入学を第一志望とする者 



人物・学力ともに優秀であり、所属学校長が推薦する者 

調査書の全体の評定平均値が 3.2 以上の者 

実用英語技能検定２級以上または TOEIC450 以上のスコアを有している者 

   ・選抜方法 書類選考・小論文・面接 

  ②指定校推薦入試 

   ・募集人員 若干名 

   ・出願資格 本学が指定する高等学校の学校長が推薦する者 

本学の建学の精神を理解し、本学への入学を第一志望とする者 

調査書の全体の評定平均値が 3.2 以上の者 

TOEIC730、TOEFL-iBT 80、IELTS6.0、実用英語技能検定準１級、国連英 

検 A 級以上のスコアを有している者 

   ・選抜方法 書類選考・面接 

  ③創価学園推薦入試（創価学園は異なる学校法人が設置する係属校である） 

・募集人員 20 名（全体の 25％） 

   ・出願資格 創価高校及び関西創価高校に在学する生徒で各学校長が推薦する者 

本学の建学の精神を理解し、本学への入学を専願とする者 

実用英語技能検定２級以上または TOEIC450 以上のスコアを所持している 

者 

   ・選抜方法 書類選考・面接 

④帰国学生入試 

   本学部では、就労環境の国際化、グローバル化の伸展を踏まえ、初等中等教育を、多様な

国・制度の下で受けた生徒を受け入れるため、帰国学生入学試験を実施する。 

   選抜にあたっては、高等教育を受けるにあたって必要な基礎学力の確認を前提として、国

内の就学環境では得がたい、異文化体験の中で培われた、知識、教養、経験、個性等を重視

し、選考するものとする。 

   ・募集人員 若干名 

TOEIC730、TOEFL-iBT 80、IELTS6.0、実用英語技能検定準１級、国連

英検 A 級以上のスコアを有している者 

   ・選抜方法 第１次選抜 書類選考 

第２次選抜 英語・小論文・面接 

⑤外国人学生入試 

   本学部では、就労環境の国際化、グローバル化の伸展を踏まえ、初等中等教育を、多様な

国・制度の下で受けた生徒を受け入れるため、外国人学生入学試験を実施する。 

   選抜にあたっては、高等教育を受けるにあたって必要な基礎学力の確認を前提として、各

国統一試験のスコアまたは日本留学試験の指定科目のスコアの提出を求める。 

   ・募集人員 若干名 

   ・選抜方法 書類選考 

 



（２）大学入試センター試験利用入試 

・募集人員 25 名（全体の 31％） 

    （前期３科目 18 名、前期４科目５名、後期３科目２名） 

・選抜方法 書類選考・学力テスト（※） 

※前期３科目 必修：「外国語（英語）」 

選択：「国語」、「数学Ⅱ・数学 B」から 1 科目選択 

選択：「世界史 B」、「日本史 B」、「地理 B」、「現代社会」、「倫理」、「政

治・経済」、「倫理、政治・経済」、「数学Ⅰ・数学 A」、「簿記・会計」

から１科目選択 

※前期４科目 必修：「外国語（英語）」 

選択：「国語」、「数学Ⅱ・数学 B」から 1 科目選択 

選択：「世界史 B」、「日本史 B」、「地理 B」、「現代社会」、「倫理」、「政

治・経済」、「倫理、政治・経済」、「数学Ⅰ・数学 A」、「簿記・会計」

から２科目選択 

※後期３科目 必修：「外国語（英語）」 

選択：「国語」、「数学Ⅱ・数学 B」から 1 科目選択 

選択：「世界史 B」、「日本史 B」、「地理 B」、「現代社会」、「倫理」、「政

治・経済」、「倫理、政治・経済」、「数学Ⅰ・数学 A」、「簿記・会計」

から１科目選択 

 

（３）一般入試 

・募集人員 20 名（全体の 25％） 

（全学統一入試８名、一般入試 12 名） 

   ・選抜方法 書類選考・学力テスト（※） 

※必修：「外国語（英語）」、「国語」 

選択：「日本史 B」、「世界史 B」、「現代社会」、「数学Ⅰ・Ⅱ・A・B」から１科目選択 

 

 

シ 海外語学研修の具体的計画 

 海外研修として、学部生全員が、（A）英・米・豪大学への長期海外研修（１年間）を必修科目

28 単位に配当する。さらに、希望者に（B）アジア開発途上国の大学への短期海外研修（事前研

究に４週間、海外研修に２週間、事後研修に２週間）を行い、学部共通選択科目２単位に配当す

る。 

（A）英・米・豪大学への長期海外研修（１年間） 

 学部生全員が、１年次後期（９月）から２年次前期終了（７月）までの１年間、英・米・豪の

大学への海外研修を行う。これらを「English for Academic Purposes: Study AbroadⅠ」（８単位）、

「Academic Foundations: Study AbroadⅠ」（６単位）、「English for Academic Purposes: Study 

AbroadⅡ」（８単位）、「Academic Foundations: Study AbroadⅡ」（６単位）の計 28 単位に配当



する。 

 本海外研修は、入学後の早い段階からの長期海外留学を通して、高い英語力を醸成し、基礎学

力の定着を図り、２年次後期以後の専門教育に向かう実践的かつ高度な学習環境を用意すること

にある。また、海外でのさまざまな異文化経験を通して、実体験に根付いたグローバル・マイン

ドを涵養することを目指す。 

 

【実習計画】 

 ①実習施設名：a. ロンドン大学ゴールドスミス  

(Goldsmiths, University of London, UK) 

  b. グリフィス大学 

(Griffith University, Australia) 

  c. ジョージメイソン大学 

 (George Mason University, USA) 

  d. 南カリフォルニア大学 

 (University of Southern California, USA) 

 ②所在地：a. 英国ロンドン b. 豪州ブリスベン c.米国ワシントン郊外 d.米国ロサンゼル

ス 

 ③受入可能人数  a. 15～20 名 b. 15～20 名 c. とくに制限なし d. 15～20 名 

 ④担当者：専任教員３名   

＊各研修先につき毎年 1 名の教員が学期開始時に引率し、中間期に視察・指導を行う。 

 ⑤実施時期：１年次後期（９月）～２年次前期（７月） 

 ⑥指導計画：各研修先にて提供される英語の授業を受講し、各研修先が実施する試験を受け、

コース修了認定を受ける。授業は、語学（英語）のほか、専門導入の各基礎科目（歴史学、哲学、

政治学、国際関係学、経済学、経営学等）が開講され、履修できる。なお、学生は１年次前期に、

言語科目「English for Academic Purposes」及び「Academic Foundations」を履修（必修）し、

留学前準備を行う。帰国後、学生は「Academic WritingⅠ」（必修）を履修し、英語力の習得状

況の確認を行い、同時に「Basic SeminarⅡ」（必修）を履修し、留学生活から本学での学修への

移行に問題が生じないように、担当教員からのアフターケアを受けることができる。 

⑦評価方法：各研修先はいずれも、１週間当たり 16 時間の英語授業（「English for Academic 

Purposes」）と６時間の英語によるアカデミック基礎に関する授業（「Academic Foundations」

相当）を配置しており、これは本学において「English for Academic Purposes」（８単位）及び

「Academic Foundations」（６単位）を認定する時間数の要件を満たしている。また、各研修先

の英語講師陣は修士 TESOL（英語教授法）以上の学位保持者であり、アカデミック基礎を担当

する講師もそれぞれ専門の学位保持者であり、研修先が高等教育レベルの質を保証できているこ

とを、研修先との交渉を通じて確認している。また、既述の通り、研修先の授業内容は、英語授

業に加えて、専門導入の基礎科目に関する授業が幅広く開講されており、学生は試験を受け、コ

ース修了の認定を受ける。以上から、本学部は、各研修先における学修内容を精査したうえで、

「English for Academic Purposes: Study AbroadⅠ」（８単位）、「Academic Foundations: Study 



AbroadⅠ」（６単位）、「English for Academic Purposes: Study AbroadⅡ」（８単位）、「Academic 

Foundations: Study AbroadⅡ」（６単位）の計 28 単位を、P／F 評価として認定することとする。 

 ⑧提携先との連携体制：当該研修先には、研修の受入を承諾してもらっており、すでに就任予

定教員が訪問し、研修先が実習水準を確保しうる体制であることを確認し、研修の細部にわたる

打ち合わせも行っている。また、各実習先の担当者も頻繁に本学に来学し、種々検討を重ねてい

る。各大学の担当教員及び学部事務を窓口として、緊密かつ定期的な連絡体制を確保している。 

 ⑨選抜方法：学生は入学直後から、英語で行われる言語科目（「English for Academic Purposes」

及び「Academic Foundations」）を履修し英語力向上に努め、また基礎演習として少人数の「Basic 

SeminarⅠ」を通して希望留学先の相談を受け、５月に研修先を決定する。なお、ロンドン大学

ゴールドスミスへの研修は、受け入れ可能英語レベルが設定されており（TOEFL-iBT で 61 点、

IELTS で 5.0 以上）、希望者は選考が行われる４月末までに当該スコアを獲得しておく必要がある。 

 ⑩費用：授業料、往復航空運賃、海外傷害保険料は学費に含める。そのほか寮費等滞在費は自

己負担 

 

【添付資料６】受入承諾書 

【添付資料７】現地研修先での事故発生時の対応体制フローチャート 

 

（B）アジア開発途上国の大学への短期海外研修（２週間） 

 学部生のうち希望者が、２年次末または３年次末の春休みに、アジア地域での約２週間の短期

研修に参加し、実地体験を通じて、欧米の先進国とは異なる開発途上国の生成・発展の軌跡と、

こうした国が抱える課題と展望を人文・社会科学の視角から複眼的に認識し、分析する能力を養

っていく。なお本研修の修了者は（科目名「International Fieldwork」）の２単位が認定される。 

 マレーシア公開大学は、本学の交流校として、平成 21 年以降毎年２週間の短期研修として学生

の受け入れ実績がある。本研修に必要とされる専門分野の教授陣による講義、実地体験、学生交

流などを、両大学の関係者で協議しながら実施していく。 

 

【実習計画】 

 ①実習施設名：マレーシア マレーシア公開大学 (Open University of Malaysia) 

 ②所在地：マレーシア クアラルンプール Kuala Lumpur 

 ③受入可能人数 80 名 

 ④担当者：専任教員１名 

 ⑤実施期間：２年次または３年次の学年末休業期間中に２週間程度 

 ⑥指導方法：２年次後期の「Basic Seminar II」にて、「International Fieldwork」に関するガ

イダンスの機会を設け、本研修の意義と行程について周知徹底する。参加が決定した学生に対し

て、学部専任教員は後期授業終了時より、研修前、研修期間中、研修後の約２ヶ月の期間にわた

り指導を行っていく。研修前の事前学修として、学部専任教員が、人文・社会科学分野の視角か

ら研修先の地域に関し講義を提供する。これらの事前学修を基に参加学生は小グループに分かれ

て研究テーマを設定し、その研究成果を英語でプレゼンする。研修中は、マレーシア公開大学が



提供する講義の受講や、フィールド学習、企業訪問等を通して、具体的な調査を進め、成果をま

とめる。滞在中、随行の学部専任教員は、学生の健康状態に留意し、研修を側面からサポートす

る。研修終了後、履修学生は、リサーチ・ペーパーを担当者に提出する。 

 ⑦評価方法：事前学修会への参加、事前課題（プレゼンテーション）、研修中の学生のコミット

メント並びに研修終了後のリサーチ・ペーパーの提出を通じて、P／F 評価を行う。 

 ⑧提携先との連携：当該研修先には、研修の受入を承諾してもらっており、すでに就任予定教

員が訪問し、研修の打ち合わせも行っている。 

 ⑨選抜方法：基本的に希望者は参加を認める。 

 ⑩費用：1 人約 28 万円（概算）を自己負担とする。 

 

【添付資料８】受入承諾書 

【添付資料９】現地研修先での事故発生時の対応体制フローチャート 

 

 

テ 管理運営 

 

１ 教学面における管理運営体制 

本学部に関する教学面の意思決定を行う機関として、国際教養学部教授会を置く。教授会は、

「創価大学学則」及び「創価大学学部教授会通則」の規程に基づき、次のとおり開催される。 

（１）教授会の構成 

 学部長を議長とし、国際教養学部の専任の教授、准教授、講師及び助教の全員をもって構成す

る。 

（２）教授会の開催頻度 

 教授会は、原則として月１回開催する。 

（３）審議事項 

① 教科課程の編成、変更及び実施に関する事項 

② 学生の試験に関する事項 

③ 学生の入学、編入学、再入学、転学部、転学科、転学、退学、休学、復学及び卒業に関す

る事項 

④ 学生の厚生、補導及び賞罰に関する事項 

⑤ 学部配当予算に関する事項 

⑥ 名誉教授及び客員教授の推せんに関する事項 

⑦ 教員の人事に関する事項 

⑧ 各種委員会委員の選考に関する事項 

⑨ 学長又は学部長から諮問された事項 

⑩ その他当該学部の研究及び教育に関する事項 

 

２ 各種委員会 



（１）各種委員会の設置 

 教授会に、個別の事項を審議するため、次の委員会を置く。 

① 教務委員会 

② 評価分科会 

（２）各委員会の機能  

① 教務委員会は、カリキュラムに関する事項、授業の計画及び実施に関する事項、試験及び

成績に関する事項、その他教務に関する事項を審議する（添付資料 10 参照）。 

② 評価分科会は、自己点検・評価の実施項目を定め、その結果を報告書にまとめる（添付資

料 11 参照）。 

 

【添付資料 10】創価大学学部教務委員会通則 

【添付資料 11】創価大学自己点検・評価実施規程 

 

 

ト 自己点検・評価 

 

１ 創価大学の自己点検・評価活動 

本学は、平成５年４月に制定した「創価大学自己点検・評価実施規程」（添付資料 11 参照）

に基づき、学長を委員長とする「全学自己点検・評価委員会」を設置し、その下に教職員で構

成する学部・研究科・管理運営・各部別に個々の委員会を置いて、定期的な自己点検・評価を

実施している。 

特に平成 12 年度に大学基準協会正会員となるための加盟判定審査を受けて以来、平成 14 年

度、15 年度、16 年度と精力的に自己点検・評価に取り組み、特に 16 年度からはその結果をホ

ームページ上に掲載し、社会に公表している。 

大学基準協会による認証評価は、平成 19 年４月に「自己点検・評価報告書」と「大学基礎デ

ータ」及びそれらに関連する資料の提出に始まり、同年 10 月の実地視察（10 名の評価員が本

学に来訪）、同年 12 月の評価結果（原案）の提示とそれに対する本学の意見申立を経て、平成

20 年３月 11 日に評価結果が通知された。 

評価結果の「総評」では、「貴大学は『学生第一』、『教育第一』といった教育環境の提供、『人

間教育』の理念を体現した学生の育成といった目標を掲げ、それらの目標を達成すべく教育・

研究組織の整備が進められており、大学改革も堅実に進めている」との評価を得た。さらに、

「学生、理事会、教員、職員の代表で構成される『全学協議会』が組織され運営されている。

これは、学生の声が大学運営に採り入れられるシステムであり、大学教育の質の向上につなが

るものとして注目できる」と、開学以来「学生のための大学」を理念に掲げる本学の取り組み

が評価された。 

「大学に対する提言」では、「長所として特筆すべき事項」として５項目が挙げられ、「総評」

での指摘と合せて、長所を尚一層伸長させるよう取り組んで来ている。一方、「助言」として挙

げられた項目については、積極的に改善を進めて来ている。なお、改善を強く求める「勧告」



はなかった。これらの認証評価の結果とともに、認証評価に際して提出した「自己点検・評価

報告書」と「大学基礎データ」（いずれも平成 18 年度内容）もホームページ上で公表している。 

第１期認証評価を受けて以来、自己点検・評価への取り組み等を改めて検証し、本学として

の PDCA サイクルをさらに強化してきている。教育・研究活動や管理運営、学生支援等の不断

の改善改革を進め、情報発信を行いながら、本学の質の向上と社会的責任を果たすことが、真

の「自己点検・評価活動」であると位置づけ、取り組んできている。 

 

２ 国際教養学部における自己点検・評価活動 

上述の本学全体としての「自己点検・評価活動」に併せて、本学部においても、以下の要領

で、自己点検・評価活動を進めるものとする。また、平成 26 年度に受審する大学基準協会の機

関別認証評価においては、未完成学部も評価対象となることから、平成 25 年度は認証評価に対

応した点検・評価活動を重点的に実施する。 

 

（１） 実施方法・体制 

①「国際教養学部評価分科会」が、中心となり、大学基準協会が示す「大学基準」｢点検・評価

項目」及び「大学基礎データ表｣を基に、本学部にとって必要と判断する自己点検・評価項

目並びに収集すべき 基礎データを決定し、取り組む。自己点検・評価は毎年、実施する計

画である。 

② 毎年、年度末には「国際教養学部評価分科会」が報告書をとりまとめ、全学自己点検・評

価委員会に提出する。 

③ 全学自己点検・評価委員会での審議・承認の後、理事長に報告する。 

 

（２） 結果の活用・公表 

自己点検・評価により明らかになった改善点等は、学長が「国際教養学部評価分科会」や本学

部教授会などに対し改善指示を出すこととしている。改善指示が出された事項については、次年

度内に、改善に関する進捗状況を全学自己点検・評価委員会へ報告することになる。 

また、自己点検・評価結果（報告書）は、従来本学が行って来た通りホームページを通じて公

表する。 

 

 

ナ 情報の公表 

 

本学では、「私立学校法の一部を改正する法律（平成 16 年法律第 42 号）」を受け、平成 17 年

度より、自主的な取組みとして、ホームページ上で財務情報の公開を開始した。その後、「学校教

育法施行規則等の一部を改正する省令の施行について（通知）」（平成 22 年６月 16 日 22 文科高

第 236 号）の中で、「大学等が公的な教育機関として、社会に対する説明責任を果たす」との趣旨

から情報の公表が義務化された。 

これを受けて本学では、情報公表については、①公表すべき情報は Web 上で公表する、②公表



している情報を横断的に閲覧することができるようにする、という方針のもと、ホームページ上

の散在していた情報を整理し、平成 23 年３月、本学ホームページに、内外からアクセスできる情

報公表専用ページ「教育研究活動等の情報の公表～自分力の発見～」

（http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/index.html）を設け、積極的な情報の公表を行ってい

る。 

また、Web 上での情報公表とは別に、紙媒体で SOKA University News（通称 SUN）を年４

回発行し、保護者、卒業生、支援者、関連企業等の約４万名に送付し、本学の教育研究活動等の

公表に努めている。 

 

①大学の教育研究上の目的に関すること 

・建学の精神 

・ミッションステートメント 

・創価一貫教育ミッションステートメント 

・創価大学グランドデザイン／創価大学教育ヴィジョン 

・教育研究の目的 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/purpose/ 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

・大学の歴史 

・大学組織図 

・大学統計 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/organization/ 

・事業計画書 

・事業報告書 

 http://www.soka.ac.jp/about/finance/ 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

・教員組織 

・教員の業績 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/teacher/ 

 

④入学者に関する受入れ方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了し

た者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

・学生受け入れ方針 

・入試情報 

・収容定員、在学生数 

・学部入試結果データ 

・卒業生データ 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/purpose/


・就職先一覧（平成 24 年３月卒業時実績） 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/student/ 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

・教育課程編成・実施方針 

・カリキュラム 

・シラバス（学部） 

・履修について 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/class/ 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

・学則 

・成績評価に関する問合せについて 

・学籍について 

・学位授与方針 

・卒業基準単位一覧 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/degree/ 

 

⑦校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

・キャンパスマップ 

・バリアフリーマップ 

・アクセス 

・付属センター・施設・附置研究所等 

・学生寮について 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/facilities/ 

 

⑧授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

・学費について 

・創価大学の奨学金制度 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/expenses/ 

 

⑨大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

・創価大学の取り組み 

・本学の防災対策について 

・海外への留学 

・創価大学への留学 

・キャリアセンター 

・キャリアサポートシステム 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/student/
http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/class/
http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/degree/
http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/facilities/
http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/expenses/


・資格取得システム 

・試験・資格について 

・保健センター 

・クラブ・サークル・学生団体 

・キャンパスクラブ・キッズクラブ 

http://www.soka.ac.jp/about/disclosure/support/ 

 

⑩その他 

・自己点検・評価報告書及び認証評価の結果 

http://www.soka.ac.jp/about/usr/evaluation/  

・ソーシャルメディアポリシー 

http://www.soka.ac.jp/about/usr/sns_policy/ 

・個人情報保護に関する本学の取組みについて 

http://www.soka.ac.jp/about/usr/privacy/ 

・学校法人創価大学キャンパス・ハラスメント防止ガイドライン 

http://www.soka.ac.jp/about/usr/harassment/ 

・公的研究費の不正使用防止に関する取組みについて 

http://www.soka.ac.jp/about/usr/research_expense/ 

・学校法人創価大学情報公開規程（添付資料 12） 

 

【添付資料 12】学校法人創価大学情報公開規程 

 

 

ニ 授業内容方法の改善を図るための組織的な取組 

 

１ 本学のファカルティ・ディベロップメント推進体制 

本学は、平成 12 年に、「教育・学習活動支援センター」（以下、「CETL」という）を開設した。

CETL の主な目的と活動は、「教員に対する授業改善の支援」と「学生に対する学習支援」である。

この CETL の取り組みは、平成 15 年度の「特色ある大学教育支援プログラム」に採択されてい

る。 

さらに、平成 20 年４月には、「創価大学ファカルティ・ディベロップメント委員会」（以下「FD

委員会」という）が、「教員の教育研究活動の向上を目的」に設置された。創立 50 周年を迎える

平成 32 年を目指した「創価大学グランドデザイン」では、「『創造的人間』を育成する大学」とい

うことを変わらぬミッションとして確認をし、そのために、一人一人の学生に確かな「知力」を

身につけさせ、「人間力」を涵養することに努めることを定めた。提供する授業が、学生に「学問」

と現実社会とのつながりを意識させ、学問を通じた自己の成長を促す契機となるよう、努めてい

くことが謳われている。こうした本学の教育理念・目標を達成するためには、教育・研究活動の

一層の向上と充実を図る必要があり、教員一人一人の「教育力」「研究能力」を高めることが不可

http://www.soka.ac.jp/about/usr/evaluation/
http://www.soka.ac.jp/about/usr/sns_policy/
http://www.soka.ac.jp/about/usr/privacy/
http://www.soka.ac.jp/about/usr/harassment/


欠である。本学の教員がそれぞれのキャリアステージに見合った能力を発揮できるよう、教員間

の協働の場を創出することが、「FD 委員会」の目的である（添付資料 13 参照）。 

 

２ FD 委員会の具体的活動 

FD 委員会が取り組む事項は、以下の事項となっている。 

① 授業の内容及び改善に関する事項 

② 研究会及び講習会の開催に関する事項 

③ 学生による授業評価の実施、結果の分析及び利用に関する事項 

④ その他委員会が必要と認めた事項 

具体的な活動として、FD 委員会は、CETL 及び各学部教授会と連携し、年１回の「FD フォー

ラム」を開催することに加え、毎月のように開催される「FD セミナー」を実施している。各学

部では、学外の FD 研修を含め、個々の教員がこうした FD 活動に年間３回以上参加することを

呼びかけている。 

FD 委員会では、設置と同時に、同委員会の独自のホームページを立ち上げ、これらの活動状

況等を広く発信している。 ※創価大学 FD 委員会 http://fd.soka.ac.jp/ 

 

【添付資料 13】創価大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

 

３ FD 活動の目標 

開設以来、FD 委員会が、３年間にわたり目標として掲げ、推進してきたのは、「学生の授業外

学修時間の増加」であった。教員相互間での工夫を共有しながら、授業アンケートによって、確

認を重ねてきた。その結果としては、大幅な増加とは言い難いが、着実に効果をあげてきている。 

平成 23 年度よりは、「授業外学修時間」増加のために、目標設定をさらに具体化し、「シラバス

の充実」を新たな目標として掲げ、取り組みを開始している。履修学生に対し、授業に臨むため

の予習に関して、より具体的な表記を工夫することを軸に取り組み始めている。学生が授業終了

時に行う「授業アンケート」改訂に関しては、FD 委員会の下部組織として「授業アンケート委

員会」を設置し検討を重ねてきた。この結果、平成 24 年度より全面改訂した（新）授業アンケー

トにおいては、シラバスに授業計画等が記載しているかを、また、シラバスで掲げる到達目標が

どの程度達成しているかを記入することになった。さらに、共通科目においては、平成 25 年度よ

り全講義において３年以内に少なくとも１回は各教員がシラバスで掲げる到達目標に対してどの

ように取り組み、到達度を測定したかを自己評価報告書として提出することが決定されている。 

 

４ 国際教養学部の FD 活動 

本学部においても、上述の CETL や FD 委員会の活動をはじめとする学内外における FD の基

盤を活用し、不断に授業内容の改善に取り組むことになる。 

また本学部においては、「SeminarⅠ」で少人数のグループに分かれた学生に対して複数の教員

で指導に当たる授業が組まれている。したがって、教員間における統一された評価方法・評価基

準の策定作業が必要となる。まさにこうした教員同士による授業の到達目標、評価方法・基準を

http://fd.soka.ac.jp/


作り上げる作業そのものが、貴重な FD 活動であるという意識を強く持ち、それを遂行していく

ことが、授業改善に対する組織的な取り組みとなる。そうした協働を通じて、真の意味の FD 活

動がなされることを深く自覚して、理想の教員集団としての学部構築に取り組むこととする。 

 

 

ヌ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 

 

本学部ではグローバル人材を求める社会の要請に積極的に応えるべく①人文・社会科学にわた

る学際的知識、②グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力、③異文

化理解力、④国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド、⑤創造的な問題解決能力を

培う教育プログラムを提供する。本学部の卒業生の進路は、「歴史・文化」「政治・国際関係」「経

済・経営」の各分野を研究する本学既存の経済学部、法学部、文学部、経営学部の特に上位層の

卒業生の進路と重なると考えられる。具体的な進路としては、グローバルに展開する企業（国内、

海外）、公的・公共機関、NGO・NPO 団体等への就職、さらに国内外の大学院進学を経て国際機

関等への就職や研究者への道など、幅広い進路が想定される。 

 

１ 教育課程内の取組みについて 

 本学部では、その教育課程を通して、社会的及び職業的自立を図るために以下の①～⑤の能力

等を養成していく。 

① 人文・社会科学にわたる学際的知識 

人文・社会科学分野の学修の基礎を、１年次前期に提供される「Academic Foundations」（２

単位）で養成する。続いて１年次後期から２年次前期の留学期間に、専門導入の基礎科目を幅広

く学び、それを本学部が「Academic Foundations: Study Abroad I」（６単位）と「Academic 

Foundations: Study Abroad II」（６単位）として認定していく。留学からの帰国後、２年次後期

に「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」のそれぞれの入門科目を学修する。３年前期

より４年次後期にかけて「歴史・文化」「政治・国際関係」「経済・経営」の三つの分野から１分

野を選択する。その分野から 12 単位以上を履修し、同時に、その他二つの分野から、それぞれ８

単位ずつ、計 16 単位以上を履修し単位を取得する。この方法により、学生は個々の学問関心に従

いながら、三つの分野をバランスよく履修し、それによって単一的な分野に限定せず、学際的知

識を養成していく。 

② グローバル社会で通用する高度な英語運用・コミュニケーション能力 

高度な英語運用・コミュニケーション能力は、本学部の教育課程の１年次から４年次にかけて

醸成していく。まず基礎的な英語運用能力を養成するために、１年次前期に「English for 

Academic Purposes」（２単位）を履修し、英・米・豪諸大学への留学先を決定する。続いて１年

次後期から２年次前期の留学期に、１週間あたり 16 時間の集中的な英語学習を行い、本学部は、

１年次後期に「English for Academic Purposes: Study Abroad I」（８単位）、２年次前期に

「English for Academic Purposes: Study Abroad II」（８単位）として認定する。帰国後は、２

年次後期から４年次にかけて本学部が提供する科目履修を通じて、必要な英語スキルの強化を目



指す。２年次後期には「Academic Writing I」（２単位）で英語講義を受講する技術を学び、さら

に、演習や学部科目で課される課題に対応する技術を３年次後期に提供される「Academic 

Writing II」（２単位）で修得する。４年次後期にはリサーチ・ペーパー作成の技術を「Academic 

Writing III」（２単位）で学ぶことができる。こうした学修の深化を通じて、高度な英語運用・コ

ミュニケーション能力を養成していく。 

③ 異文化理解力 

異文化理解に関する基礎的な概念を、１年次前期提供される「Cross-cultural Understanding」

（２単位）の履修を通じて修得する。留学から帰国後、２年次後期と３年次後期の春期休業期間

中には、異文化に対する理解力を養成するために、アジア地域への短期研修「International 

Fieldwork」（２単位）の実施と、国内外の識者による集中講座「Global Workshop I」（１単位）

と「Global Workshop II」（１単位）を開講する。また英語圏以外への異文化理解に必要な言語科

目の学修のために３年次前期、後期には第２外国語を学び、そして４年次には第３外国語を履修

する機会を提供していく。 

④ 国際社会の平和と繁栄を目指すグローバル・マインド 

大学科目として提供される「人間教育論」「創価教育論」等の科目（各２単位）と学部専任教員

によって行われる１年次前期の「Basic Seminar I」（２単位）と２年次後期の「Basic Seminar II」

（２単位）の履修を通じて、国際社会における各自のキャリア形成を考える機会を提供する。さ

らに他の学部専門科目での教員と学生間の人格的触発を通じて、グローバルに生起する諸課題を

理解したうえで社会に貢献する姿勢を養成していく。 

⑤ 創造的な問題解決能力 

問題解決能力の基礎となる統計的分析能力の養成を、１年次前期に履修する「Introductory 

Statistics」（４単位）を通じて行う。続いて、３年次前期から始まる演習を軸に問題解決能力を

養成していく。「Seminar I」（２単位）ではグローバルな課題や問題をテーマに設定し、専門分野

が異なる複数の教員が行うチーム・ティーチングの手法も取り入れながら、社会問題に関する学

際的分析の実践の有効性を学ぶ。３年次後期と４年次前期には、特定の教員が担当する専門分野

における研究課題や研究方法を、研究活動を通じて学修することを目的とする「Seminar II」（２

単位）、「Seminar III」（２単位）を、それぞれ配置する。４年次後期には、本学部での全ての学

びの成果を、学生自身が選択した具体的な社会問題・テーマに関する調査活動と、英語による卒

業研究という形でまとめあげることを目的とした「Capstone」（４単位）を必修科目として設置

する。以上の段階的取り組みを通じて創造的な問題解決能力を養成していく。 

本学部では、上記の能力を段階的に身につけさせるだけでなく、１年次前期の「Basic Seminar 

I」に、グローバル企業や国際機関等で活躍する本学出身者を招き、将来のキャリアパスのイメー

ジをつかむ機会を設ける。また、１年間の留学から戻った２年次後期には「Basic Seminar II」

において、学生一人一人が再びキャリアパスを策定する。このように、社会的及び職業的自立を

図るための就業力育成に学部の必修科目の中で取り組むだけでなく、１年次後期からの留学経験

で学生の職業観に変化が生じた場合にも対応できる体制を整えている。 

 さらに、共通科目の中に「キャリア教育科目群」を配置し、学生のキャリア意識に合わせて、

選択することが可能となっている。１～４年次前期・後期に「キャリア開発フォーラム」（２単位）



「ワールドビジネスフォーラム」（２単位）を提供し、様々な業界・職種の第一線で活躍する本学

OB、OG を迎えての講義や、専門家によるキャリアデザイン、キャリアパスに関する講義を受け

ることができる。また「トップが語る現代経営」（２単位）では企業や、様々な経営トップの方々

をゲストとして招き、経営者としての考え方や行動を学ぶ機会を提供する。 

 

２ 教育課程外の取組みについて 

①キャリアセンターによる就職活動支援 

就職活動支援については、３・４年次に実際にキャリアをスタートするにあたっての心構え、

就職活動を行うにあたっての自己分析、履歴書・エントリーシートの作成方法、面接の練習、GD

対策講座、 会社見学会、企業・業界セミナー、OBOG 懇談会等など個々の学生のニーズに合わ

せてきめ細かい対応をしていく。また本学の特徴であるが、卒業予定者が、後輩に対して就職活

動で必要とするサポートとして、自己分析、履歴書・エントリーシートの作成方法、面接の練習

等、個々の状況に合わせたバックアップを行っていく。 

②WLC（ワールドランゲージセンター）による英語学習のサポート 

平成 11 年に本学に設置された WLC では、コミュニケーションのツールとして、英語について

は AV ライブラリーをはじめ、英語だけの会話スペースであるチッチャットクラブ、イングリッ

シュフォーラムなど多彩な課外のプログラムを提供している。また英語ライティングセンターや、

英語相談室も設置している。 英語以外の言語スペースとしてはグローバルヴィレッジを設置し、

世界各地の留学生スタッフから語学上達のサポートを受けることができる。 

③CETL（教育･学習活動支援センター）による学習支援 

CETL は、学生の学習に対する要求の多様化という状況のもと、学修関連の様々な質問に対応

する窓口相談業務を行っている。主な事項として、大学での勉強法一般に関すること、学業上の

悩みや、不安に関する相談、大学院進学、留学に関する相談、履修相談、レポート診断、各種講

座。キャンペーンの申し込みなどが挙げられる。 

④国家試験研究室による国家試験等の受験希望者への支援 

本学には、難関試験と呼ばれる公認会計士試験、税理士試験、外務省専門職員採用試験、国家

公務員総合職・一般職採用試験、 地方公務員採用試験の合格を目指す学生のサポートを行う国家

試験研究室が設置されている。本研究室は会計・税務教育センター及び行政教育センターからな

り、自習室やゼミ室、資料室などを備え、教員とともに現職で活躍する本学出身の公認会計士、 税

理士、現役の先輩などが講師となり、講義や少人数制のゼミ、答案演習などきめ細かい指導を実

施する。 

 

３ 適切な体制の整備について 

 本学には、進路・就職関連する重要事項を審議する機関として、「創価大学キャリア委員会」が

設置されている（添付資料 14：創価大学キャリア委員会規程）。創価大学キャリア委員会の審議

事項と構成員は、規程において以下のとおり定められている。 

 第２条 委員会は、次の事項を審議する。 

（１）進路・就職支援の方針に関する事項 



（２）進路の数値目標に関する事項 

（３）キャリア教育及びキャリア教育科目に関する事項 

（４）就職に関する事項 

（５）資格取得に関する事項 

（６）常任理事会及び学長の諮問事項 

（７）その他全学にわたる進路・就職に関する事項 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

（１）学長の指名する副学長または副学長補 

（２）キャリアセンター長 

（３）大学事務局長 

（４）キャリアセンター部長 

（５）各学部の学部長補佐 

（６）各学部の事務長 

（７）学長の指名する教職員 

 第３条のとおり、教職員の代表で委員会は構成され、各学部からは、その運営に従事する者を

充てている。また、進路・就職に関する学生の相談窓口となり、その指導に中心的にあたってい

るキャリセンター担当の教職員も加わり、教育課程内外にわたる社会的・職業的自立に関連する

事項を緊密な連携を取りながら審議する体制を整備している。 

 さらに本学部においては、上記の創価大学キャリア委員会から得られる情報等も活用しながら、

以下の制度を導入し社会的及び職業的自立を図るための体制を整える。 

①基礎演習担当教員によるアドバイザリー制度 

14 名程度の学生を専任教員が担当し、学習相談、履修相談、キャリア相談をはじめとした指導

体制をとる。入学時から演習選択時まで学生の成長を見守り、その時々に応じた適切な指導、円

滑なコミュニケーションを図る。 

②演習担当教員によるアドバイザリー制度 

３年前期より開始される演習で、演習担当教員による、教育・研究指導とともに、社会的、職

業的自立をサポートするための指導を適宜、継続的に行っていく。 

 

【添付資料 14】創価大学キャリア委員会規程 
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調査概要

►調査目的

– 創価大学で設置を計画している新学部ついて、高校２年生にその興味関心度・進学意向等を調査し、その受容性を確認する。

►調査対象

– 全国の高校２年生
– 次の２つの調査方法で調査票を回収し、合算して集計している。（調査票は共通）

• 【高校配布】

– 調査対象校に調査票を送付し実査協力を依頼

» ホームルーム等、教室で調査票を配布して回答・回収。

• 【個人郵送】

– キャンパスクラブ会員に対しての郵送調査

» 調査票の配布・回収ともに郵送にて実施。

►回収数

– 計１，１９３サンプル（有効回答）
• 調査方法別の内訳は以下のとおり

– 高校配布 ： ７６９サンプル

» 配布件数＝1,570件（予備200・対象校20校）／回収件数＝803件（回収率51.1%・回収校11校）／有効回答数＝769件（白票34件）

– 個人郵送 ： ４２４サンプル

» 配布件数＝1,452件／回収件数＝424件（回収率29.2%）／有効回答数＝424件（白票0件）

※高校配布の回収校・サンプル数については次ページ参照。

►調査期間

– 2013年1月配布開始 ～ 2013年2月14日回収分まで
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►回収校リスト

►個人郵送 居住地別回収数

■【高校配布】　回収校リスト

県名 高校名 配布部数 予備 回収数 有効数 備考

東京都 八王子高等学校 90 10 69 69

東京都 工学院大学付属高等学校 80 10 78 76 白票２

東京都 東亜学園高等学校 80 10 82 82

東京都 東海大学菅生高等学校 80 10 69 69

東京都 青稜高等学校 40 10 32 31 白票１

埼玉県 星野高等学校 80 10 77 67 白票１０

埼玉県 松山高等学校 80 10 73 73

東京都 錦城高等学校 80 10 84 73 白票１１

愛知県 名古屋西高等学校 80 10 72 72

沖縄県 那覇国際高等学校 80 10 88 78 白票１０

福岡県 柏陵高等学校 80 10 79 79

計 803 769

■【個人郵送】　居住地別回収数

回数数
（件）

構成比
（％）

回数数
（件）

構成比
（％）

回数数
（件）

構成比
（％）

回収合計 424 100.0％ 石川 4 0.9％ 広島 9 2.1％

北海道 20 4.7％ 福井 ― ―％ 山口 2 0.5％

青森 4 0.9％ 山梨 1 0.2％ 徳島 1 0.2％

岩手 1 0.2％ 長野 7 1.7％ 香川 1 0.2％

宮城 2 0.5％ 岐阜 4 0.9％ 愛媛 5 1.2％

秋田 1 0.2％ 静岡 4 0.9％ 高知 ― ―％

山形 3 0.7％ 愛知 11 2.6％ 福岡 9 2.1％

福島 2 0.5％ 三重 4 0.9％ 佐賀 2 0.5％

茨城 4 0.9％ 滋賀 ― ―％ 長崎 3 0.7％

栃木 3 0.7％ 京都 4 0.9％ 熊本 2 0.5％

群馬 2 0.5％ 大阪 21 5.0％ 大分 2 0.5％

埼玉 26 6.1％ 兵庫 12 2.8％ 宮崎 1 0.2％

千葉 5 1.2％ 奈良 1 0.2％ 鹿児島 2 0.5％

東京 87 20.5％ 和歌山 2 0.5％ 沖縄 5 1.2％

神奈川 33 7.8％ 鳥取 2 0.5％ 無回答 100 23.6％

新潟 7 1.7％ 島根 ― ―％

富山 1 0.2％ 岡山 2 0.5％
※構成比は【個人郵送（424サンプル）】中の比率。

※消印から居住地が特定できなかったサンプルは「無回答」として集計している。

個人郵送　回収数 個人郵送　回収数 個人郵送　回収数
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回答者プロフィール

►性別

■性別　(全体／単一回答）

男 女 無回答

●凡例

全体 (n=1193)

高校配布 (n= 769)

個人郵送 (n= 424)

関東（一都三県）・計 (n= 691)

その他エリア・計（無回答含まず） (n= 402)

進学希望者・計 (n=1145)

４年制大学 (n=1055)

短期大学 (n= 42)

専門学校 (n= 48)

４年制大学希望者・計 (n=1055)

関東（一都三県）・計 (n= 614)

東京 (n= 426)

外国語・国際・教養関連希望者・計 (n= 211)

外国語 (n= 127)

国際学／国際関係学 (n= 62)

教養学 (n= 22)

興味・関心あり・計 (n= 361)

非常に興味・関心がある (n= 161)

興味関心がある (n= 200)

感じる・計 (n= 490)

非常に必要性を感じる (n= 190)

必要性を感じる (n= 300)

希望あり・計 (n= 135)

進学を希望する (n= 90)

一応進学を希望する (n= 45)

F01_01

新学部への

進学意向別

調査方法別

希望進路別

新学部への

興味・関心

別

新学部の必

要性別

進学希望分

野別

４年制大学

希望者×関

東エリア別

エリア別

44.7％

51.2

32.8

50.1

40.3

44.1

46.3

46.3

52.0

50.9

23.7

22.0

54.5

30.2

23.6

35.5

34.1

25.8

39.3

31.9

25.6

44.4

59.2

45.5

74.2

2.4

16.1

33.3

78.0

76.3

47.9

48.8

83.9

69.8

76.4

64.5

65.9

60.7

68.1

74.4

55.6

53.6

97.6

49.2

67.2

66.7

53.6

55.8

47.9

54.7

―

―

―

0.7

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

0.2

0.2

0.1

―

―

0.1

0.1

0.5

0.9

0.6
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►居住地（都道府県）
• 郵送調査サンプルは回収用封筒の消印から居住地を特定。判別できないものに関しては「無回答」扱いとしている。

• 「関東（一都三県）・計」は埼玉・千葉・東京・神奈川が該当。

■居住地：都道府県　(全体／単一回答） （％）

北

海

道

青

森

岩

手

宮

城

秋

田

山

形

福

島

茨

城

栃

木

群

馬

埼

玉

千

葉

東

京

神

奈

川

新

潟

富

山

石

川

福

井

山

梨

長

野

岐

阜

静

岡

愛

知

三

重

全体 1193 1.7 0.3 0.1 0.2 0.1 0.3 0.2 0.3 0.3 0.2 13.9 0.4 40.8 2.8 0.6 0.1 0.3 ― 0.1 0.6 0.3 0.3 7.0 0.3

高校配布 769 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 18.2 ― 52 .0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 9.4 ―

個人郵送 424 4.7 0.9 0.2 0.5 0.2 0.7 0.5 0.9 0.7 0.5 6.1 1.2 20.5 7.8 1.7 0.2 0.9 ― 0.2 1.7 0.9 0.9 2.6 0.9

興味・関心あり・計 361 1.7 0.3 ― 0.3 0.3 ― 0.6 0.6 0.3 0.6 11.1 0.6 31.0 5.0 1.7 0.3 0.6 ― ― 0.6 1.1 ― 3.9 0.6

非常に興味・関心がある 161 2.5 ― ― 0.6 0.6 ― 0.6 1.2 ― 0.6 9.3 0.6 29.8 5.0 ― ― 0.6 ― ― 0.6 1.9 ― 2.5 0.6

興味関心がある 200 1.0 0.5 ― ― ― ― 0.5 ― 0.5 0.5 12.5 0.5 32.0 5.0 3.0 0.5 0.5 ― ― 0.5 0.5 ― 5.0 0.5

感じる・計 490 3.1 0.6 ― 0.2 0.2 0.4 0.4 0.8 0.4 0.2 12.0 0.8 29.0 4.7 1.2 0.2 0.6 ― 0.2 0.8 0.8 0.2 3.7 0.8

非常に必要性を感じる 190 2.6 ― ― 0.5 0.5 ― ― 1.1 ― 0.5 6.3 ― 27.9 6.8 1.6 ― 1.1 ― ― 1.6 1.6 ― 2.6 1.1

必要性を感じる 300 3.3 1.0 ― ― ― 0.7 0.7 0.7 0.7 ― 15.7 1.3 29.7 3.3 1.0 0.3 0.3 ― 0.3 0.3 0.3 0.3 4.3 0.7

希望あり・計 135 1.5 ― ― ― 0.7 ― 0.7 1.5 ― 0.7 3.7 ― 31.9 4.4 0.7 0.7 0.7 ― ― 0.7 1.5 ― 1.5 1.5

進学を希望する 90 2.2 ― ― ― ― ― 1.1 2.2 ― 1.1 4.4 ― 28.9 4.4 1.1 1.1 ― ― ― 1.1 2.2 ― 2.2 ―

一応進学を希望する 45 ― ― ― ― 2.2 ― ― ― ― ― 2.2 ― 37.8 4.4 ― ― 2.2 ― ― ― ― ― ― 4.4

全体値より +10pt +5pt

新学部への進学

意向別

調査数

調査方法別

新学部への興味・

関心別

新学部の必要性

別

（％）

滋

賀

京

都

大

阪

兵

庫

奈

良

和

歌

山

鳥

取

島

根

岡

山

広

島

山

口

徳

島

香

川

愛

媛

高

知

福

岡

佐

賀

長

崎

熊

本

大

分

宮

崎

鹿

児

島

沖

縄

無

回

答

全体 1193 ― 0.3 1.8 1.0 0.1 0.2 0.2 ― 0.2 0.8 0.2 0.1 0.1 0.4 - 7.4 0.2 0.3 0.2 0.2 0.1 0.2 7.0 8.4 57.9

高校配布 769 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― - - 10.3 - - - - - - 10.1 - 70 .2

個人郵送 424 ― 0.9 5.0 2.8 0.2 0.5 0.5 ― 0.5 2.1 0.5 0.2 0.2 1.2 - 2.1 0.5 0.7 0.5 0.5 0.2 0.5 1.2 23 .6 35.6

興味・関心あり・計 361 ― ― 3.3 2.5 ― 0.6 0.3 ― 0.3 1.4 0.3 ― 0.3 1.1 - 5.8 0.6 0.8 - 0.6 - - 6.6 15.0 47.6

非常に興味・関心がある 161 ― ― 4.3 1.9 ― 1.2 0.6 ― ― 1.2 ― ― 0.6 1.9 - 5.6 0.6 1.2 - 0.6 - - 3.1 19 .9 44.7

興味関心がある 200 ― ― 2.5 3.0 ― ― ― ― 0.5 1.5 0.5 ― ― 0.5 - 6.0 0.5 0.5 - 0.5 - - 9.5 11.0 50.0

感じる・計 490 ― 0.4 3.3 1.8 ― 0.4 0.2 ― 0.2 1.6 0.4 0.2 0.2 1.0 - 5.3 0.4 0.6 0.2 0.4 0.2 0.4 5.9 15.3 46.5

非常に必要性を感じる 190 ― ― 4.7 2.1 ― 1.1 0.5 ― 0.5 1.6 ― ― 0.5 1.6 - 5.3 1.1 1.1 - - - 0.5 3.7 20 .0 41.1

必要性を感じる 300 ― 0.7 2.3 1.7 ― ― ― ― ― 1.7 0.7 0.3 ― 0.7 - 5.3 - 0.3 0.3 0.7 0.3 0.3 7.3 12.3 50.0

希望あり・計 135 ― ― 3.7 3.0 ― 1.5 0.7 ― 0.7 1.5 ― ― 0.7 2.2 - 5.2 - 0.7 - 0.7 - - 5.9 20 .7 40.0

進学を希望する 90 ― ― 5.6 3.3 ― 2.2 1.1 ― 1.1 2.2 ― ― 1.1 2.2 - 4.4 - - - - - - 4.4 20 .0 37.8

一応進学を希望する 45 ― ― ― 2.2 ― ― ― ― ― ― ― ― ― 2.2 - 6.7 - 2.2 - 2.2 - - 8.9 22 .2 44.4

全体値より +10pt +5pt 居住地

関

東

（
一

都

三

県

）
・

計

新学部への進学

意向別

調査数

調査方法別

新学部への興味・

関心別

新学部の必要性

別
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資料：設置計画案／新学部・学科の特徴

►調査票に掲載した新学部に関する資料部分（２～３ページ）



調査結果 要旨
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調査結果 要旨：進学意向／志望分野／進学先を選ぶ際に大事だと思うこと

►高校卒業後の希望進路

– 全体では「４年制大学」が88％で最も高く、
次いで「専門学校（4.0％）」「短期大学
（3.5％）」が高い。

■高校卒業後の希望進路　(全体／単一回答）

４

年

制

大

学

専

門

学

校

短

期

大

学

就

職

そ

の

他

無

回

答

全体 1193 88.4 4.0 3.5 2.3 1.1 0.7 96.0

※全体の値の降順ソート

進

学

希

望

・

計

進学希望・計

調査数

0

20

40

60

80

100

全体
（％）

■進学希望分野　(進学希望者／単一回答）

経

済

／

経

営

学

関

係

文

学

関

係

外

国

語

関

係

教

育

学

関

係

理

工

学

関

係

法

／

政

治

学

関

係 国

際

学

／

国

際

関

係

学

関

係

医

療

技

術

学

関

係 社

会

学

／

社

会

福

祉

学

関

係

医

／

歯

／

薬

学

関

係

家

政

学

／

栄

養

学

関

係

芸

術

学

関

係

体

育

学

関

係

教

養

学

関

係

農

学

関

係

情

報

学

関

係

そ

の

他

無

回

答

全体（進学希望者） 1145 18.1 11.4 11.1 10.2 7.6 7.1 5.4 3.7 3.5 3.1 2.4 2.2 2.1 1.9 1.6 1.4 4.5 2.6 18.4

４年制大学 1055 18.6 12.1 11.0 10.4 8.2 7.6 5.7 3.4 3.6 3.1 1.6 1.9 2.2 2.0 1.7 1.3 3.0 2.6 18.7

短期大学 42 23.8 4.8 23 .8 16.7 ― 2.4 2.4 ― 4.8 ― 9.5 ― ― 2.4 ― ― 9.5 ― 28 .6

専門学校 48 2.1 2.1 2.1 ― 2.1 ― 2.1 12.5 ― 6.3 14 .6 10.4 2.1 ― ― 4.2 33 .3 6.3 4.2

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート

外

国

語

・

国

際

・

教

養

関

連

・

計

調査数

希望進路別

0

10

20

30

40
全体

４年制大学

短期大学

専門学校

（％）

■進学先を選ぶ際に大事だと思うこと　(進学希望者／複数回答）

専

門

的

な

知

識

・

能

力

が

身

に

つ

く

将

来

の

職

業

に

関

連

し

た

学

習

が

で

き

る

興

味

を

持

っ
た

分

野

を

自

由

に

学

べ

る 実

践

的

な

ス

キ

ル

・

技

能

が

身

に

つ

く

資

格

取

得

に

役

立

つ

学

習

が

で

き

る

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

を

見

つ

け

る

機

会

が

多

い

就

職

の

実

績

や

サ

ポ
ー

ト

体

制

が

整

っ
て

い

る

幅

広

い

教

養

が

身

に

つ

く

学

生

サ

ポ
ー

ト

な

ど

の

面

倒

見

が

よ

い 校

舎

や

厚

生

施

設

な

ど

の

施

設

・

整

備

が

整

っ
て

い

る

教

授

や

教

員

と

学

生

と

の

関

係

が

深

い 教

育

研

究

の

た

め

の

施

設

・

設

備

が

整

っ
て

い

る

ク

ラ

ブ

・

サ
ー

ク

ル

で

能

力

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

る

社

会

に

出

て

役

立

つ

大

学

ブ

ラ

ン

ド

力 価

値

観

が

異

な

る

多

様

な

学

生

と

学

べ

る

自

分

を

高

め

て

く

れ

る

優

秀

な

学

生

が

多

い

他

に

は

な

い

教

育

の

特

徴

や

学

部

・

学

科

が

あ

る

少

人

数

教

育

で

の

授

業

が

多

い

そ

の

他

無

回

答

全体（進学希望者） 1145 53.7 52.1 50.4 48.9 41.5 41.5 37.8 37.4 28.2 27.4 26.4 22.6 18.6 17.9 17.7 15.8 11.7 10.2 1.3 0.5 5.61

４年制大学 1055 51.9 51.5 50.8 48.3 39.7 42.7 37.1 38.8 27.7 27.0 26.2 22.7 19.8 18.8 18.3 16.7 11.8 10.5 1.3 0.6 5.62

短期大学 42 64 .3 66 .7 47.6 50.0 71 .4 35.7 59 .5 35.7 47 .6 38 .1 42 .9 31.0 4.8 14.3 16.7 7.1 9.5 7.1 ― ― 6.50

専門学校 48 83 .3 54.2 43.8 60 .4 54 .2 18.8 35.4 8.3 22.9 27.1 16.7 14.6 4.2 2.1 6.3 4.2 12.5 6.3 2.1 ― 4.77

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート

調査数

平

均

回

答

個

数

希望進路別

0

20

40

60

80

100

全体

４年制大学

短期大学

専門学校

（％）

►進学希望分野

– 全体では「経済／経営学関係」（18％）が

最も高く、続いて「文学関係」（11％）、「外

国語関係」（11％）、「教育学関係」（10％）

が１割程度。

• 「外国語・国際・教養関連・計（「外国語関係」

「国際学／国際関係学関係」「教養学関係」

のいずれか希望者）」は全体で18％。

►進学先を選ぶ際に大事だと思うこと

– 全体では「専門的な知識・能力が身につ
く」（54％）が最も高く、続いて「将来の職
業に関連した学習ができる」（52％）、「興
味を持った分野を自由に学べる」（50％）、
「実践的なスキル・技能が身につく」
（49％）が５割前後で高い。
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調査結果 要旨：新学部＜国際教養学部 国際教養学科＞ 受容性

►新学部：魅力がある特徴／最も魅力がある特徴

– 魅力がある特徴（複数回答）では「早期の留学実施による
スキル獲得」（67％）が最も高く、「異文化理解力の育成」
（57％）、「英語による授業」（51％）、「キャリアアップから
就職活動までトータルにサポート」（50％）が５割を超えて
高い。

– 最も魅力がある特徴（単一回答）では「早期の留学実施に
よるスキル獲得」（36％）が最も高い。

– 魅力がある特徴（複数回答）を新学部への進学意向別で
みると、「希望あり・計」は全体値に比べると全般にスコア
が高い。

• 進学意向別では「キャリアアップから就職活動までトータルにサ
ポート」（+20pt）、「外国語と異文化理解能力の促進を、しっかりと
サポート」（+12pt）は進学意向の高い「進学を希望する」のスコア
の方が「一応検討を希望する」のスコアに比べ10pt以上高い。

►最も魅力がある特徴の理由（自由回答）

– 最も魅力がある特徴の中で最もスコアが高かった「早期
の留学実施によるスキル修得」は、留学が必修であり、か
つ在学中早期に実施されるため、その後の勉強に留学経
験を役立てることができる点が評価された。

■国際教養学部 国際教養学科：魅力がある特徴（複数回答）／最も魅力がある特徴（単一回答）　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者）

早

期

の

留

学

実

施

に

よ

る

ス

キ

ル

修

得

異

文

化

理

解

力

の

育

成

英

語

に

よ

る

授

業 キ

ャ
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ア

ア

ッ

プ

か

ら

就

職

活

動

ま

で

ト
ー

タ

ル

に

サ

ポ
ー

ト

演

習

形

式

の

少

人

数

授

業

外

国

語

と

異

文

化

理

解

能

力

の

促

進

を

、
し

っ

か

り

サ

ポ
ー

ト

幅

広

い

教

養

と

深

い

専

門

性

の

両

立

あ

て

は

ま

る

も

の

は

な

い

無

回

答

1158 67.2 56.6 50.9 50.1 45.2 42.6 35.8 9.9 5.4 3.58

1158 35.6 9.8 7.6 9.9 6.9 3.0 3.8 11.5 11.8

※「魅力がある特徴（複数回答）：全体」の値の降順ソート

調査数

平

均

回

答

個

数

最も魅力がある特徴（単一回答）　：　全体

魅力がある特徴（複数回答）　：　全体

0

20

40

60

80

100

魅力がある特徴（複数回答）　：　全体

最も魅力がある特徴（単一回答）　：　全体

（％）

全体

■国際教養学部 国際教養学科：魅力がある特徴（複数回答）　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／複数回答）
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数
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業

外

国

語

と

異

文

化

理

解

能

力

の

促

進

を

、
し

っ
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サ
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ト
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広
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性
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は
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の

は
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い

無

回

答

全体 1158 67.2 56.6 50.9 50.1 45.2 42.6 35.8 9.9 5.4 3.58

希望あり・計 135 91 .9 80 .0 77 .8 73 .3 67 .4 68 .1 56 .3 ― 2.2 5.15

進学を希望する 90 94 .4 82 .2 77 .8 80 .0 68 .9 72 .2 55 .6 ― 2.2 5.31

一応進学を希望する 45 86 .7 75 .6 77 .8 60.0 64 .4 60 .0 57 .8 ― 2.2 4.82

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート

新学部への進学

意向別

調査数

平

均

回

答

個

数

0

20

40

60

80

100

全体

新学部への進学意向　希望あり・計

　進学を希望する

　一応進学を希望する

（％）

■最も魅力がある特徴の理由（自由回答） 具体例
【早期の留学実施によるスキル修得】

–「あまり他の大学に留学１年必修化という所はなく、ここまでの英語サポートはないから。そして、なおかつ自分の学びたいと思う経済学をグローバルな視点で学ぶ事が出来るから。」
•（個人郵送・岐阜／男／４年制大学希望／進学意向◎）

–「早い段階で留学できることと、行くことで更に英語を学ぶ意欲が湧き、その後の学習に繋がると思うからです。」
•（個人郵送・愛知／女／４年制大学希望／進学意向◎）

【キャリアアップから就職活動までトータルにサポート】
–「私のなりたい就職先はすごく高倍率だけど、私はどうしてもその職業に就きたいのでサポートしてもらえるのはすごく嬉しいから。」

•（個人郵送・居住地無回答／女／４年制大学希望／進学意向◎）

【異文化理解力の育成】
–「短期研修なら大学生活や私生活とも両立できると思ったから。また、様々な国の留学生と交流をすることで色々なたくさんの文化や考え方が学べると思ったから。」

•（個人郵送・東京／女／４年制大学希望／進学意向◎）

※進学意向：進学を希望する…◎/一応進学を希望する…○/進学先の一つとして考える…△/進学を希望しない…×/？…わからない
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►新学部：興味・関心の有無

– 「国際教養学部 国際教養学科」に対して全体の
31％が興味・関心を持っている（興味・関心あり・
計のスコア）。

– 比較的検討度の高い「非常に興味・関心がある」
のスコアは全体で14％。

■国際教養学部 国際教養学科：興味・関心の有無　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

非常に興味・

関心がある

興味・関心が

ある

●凡例

全体 (n=1158) 31.2 56.2

希望あり・計 (n= 135) 90 .4 96 .3

進学を希望する (n= 90) 95 .6 96 .7

一応進学を希望する (n= 45) 80 .0 95 .6

全体値より +10pt +5pt

新学部への

進学意向別

興味・関心あり・計

ある程度以上あり・計

興味・関心は

ない
ある程度

以上あ

り・計

興味・関

心あり・

計

無回答わからない
ある程度の興

味・関心があ

る

13.9％

74.8

83.3

57.8 15.6

17.3

15.6

12.2

22.2

1.1

25.0

5.9

22.5

3.0

2.2

4.4

18.3

0.7

1.1

―

2.9

―

―

―

興味・関心

■国際教養学部 国際教養学科：必要性を感じるか　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

非常に必要性

を感じる

必要性を感じ

る

●凡例

全体 (n=1158) 42.3 62.9

希望あり・計 (n= 135) 92 .6 97 .0

進学を希望する (n= 90) 95 .6 96 .7

一応進学を希望する (n= 45) 86 .7 97 .8

全体値より +10pt +5pt

感じる・計

ある程度以上感じる・計

必要性を感じ

ない
ある程度

以上感じ

る・計

感じる・

計

無回答わからないある程度の必

要性を感じる

新学部への

進学意向別

16.4％

70.4

81.1

48.9 11.137.8

14.4

22.2

25.9

1.1

4.4

20.6

2.2

―

0.7

5.9

―

3.3

2.2

28.4

―

―

―

2.8

必要性

■国際教養学部 国際教養学科：進学意向の有無　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

進学を希望す

る

一応進学を希

望する

●凡例

全体 (n=1158) 11.7 34.7

新学部への興味・関心あり・計 (n= 361) 33 .8 74 .2

新学部の必要性　感じる・計 (n= 490) 25 .5 63 .5

全体値より +10pt +5pt

希望あり・計

進学希望・検討あり計

進学を希望し

ない
進学希

望・検討

あり計

希望あ

り・計

無回答わからない進学先の一つ

として考える

7.8％

17.6 38.0

23.8

8.0

10.0

3.9

40.4

23.1

24.3

14.7

37.7

12.0

10.8

24.7

0.2

0.3

2.9

進学意向

►新学部：必要性を感じるか

– 「国際教養学部 国際教養学科」に対して、全体の
42％が必要性を感じている（感じる・計のスコア）。

– 比較的検討度の高い「非常に必要性を感じる」の
スコアは全体で16％。

►新学部：進学意向の有無

– 「国際教養学部 国際教養学科」への進学意向は、
全体の12％が希望ありと回答（希望あり・計のス
コア）。

– 比較的進学意向の高い「進学を希望する」のスコ
アは全体で8％。
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新学部の進学意向者数

►本調査の４年制大学希望者の中での新学部への進学希望者数は以下の通り。

– 創価大学＜国際教養学部 国際教養学科＞
• 強い進学希望者…８３人

• 進学希望者…１２３人

• 進学検討者…３７２人

■新学部　進学意向者数

ｎ
（人） 割合（%） ｎ
（人） 割合（%） ｎ
（人） 割合（%）

調査対象者全体 1193 769 424

　　うち4年制大学希望者 1055 88.4％ 674 87.6％ 381 89.9％

※調査対象者における4割合

ｎ
（人） 割合（%） ｎ
（人） 割合（%） ｎ
（人） 割合（%）

4年制大学希望者 1055 100.0％ 674 100.0％ 381 100.0％

【強い進学希望者】
「進学を希望する」回答者のみ 83 7.9％ 15 2.2％ 68 17.8％

【進学希望者】
「進学を希望する」

＋「一応進学を希望する」の合計
123 11.7％ 28 4.2％ 95 24.9％

【進学検討者】
「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」

＋「進学先の一つとして考える」の合計
372 35.3％ 122 18.1％ 250 65.6％

※４年制大学希望者における割合

高校配布 個人郵送出典：本調査結果
全体

創価大学
 ＜国際教養学部　国際教養学科＞

高校配布 個人郵送■4年制大学希望者中の進学希望者数
全体
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新学部の志願者推計 ＜高校配布調査のみの推計＞

►本調査と学校基本調査（文部科学省）を基に算出した新学
部の志願者数推計は以下の通り。

※個人郵送サンプルはもともと大学に興味があり登録している「キャンパスクラブ」会員を対
象にしているため、全般に回答が好意的であった。そのため志願者推計には個人郵送の
サンプルは除外し、高校配布サンプルのスコアを使用した。

※関連分野希望者とは、「外国語関係」「教養学関係」「国際学／国際関係学関係」いずれ
かの希望者を指す。

– 創価大学＜国際教養学部 国際教養学科＞
• 強い進学希望者…５３５人

• 進学希望者…１，０７１人

• 進学検討者…３，９６２人

＜推計のための基礎データ（出典：本調査結果）＞

■国際教養学部 国際教養学科：進学意向の有無　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

進学を希望す

る

一応進学を希

望する

進学先の一つ

として考える

●凡例

全体 (n=1158) 11.7 34.7

高校配布 (n= 737) 4.3 17.9

４年制大学 (n= 674) 4.2 18.1

外国語･国際・教養関連希望者・計 (n= 111) 9.0 33.3

全体値より +10pt +5pt

調査方法

【高校配布ベース】

希望進路×関連学部

希望あり・計

進学希望・検討あり計

進学を希望し

ない 進学希

望・検討

あり計

希望あ

り・計

無回答わからない

13.9

24.34.5

2.2

7.8％

2.4

4.5

1.9

1.9

3.9

13.6

23.1

32.4

45.7

46.4

37.7

30.6

32.0

31.6

24.7

3.6

4.2

4.1

2.9

■進学希望者推計（志願者推計）

＜高校配布調査のみの推計＞ （人）

出典：平成24年度　学校基本調査（文部科学省） 平成24年3月卒業者　大学（学部）入学志願者

東京都における大学志願者（注1）…（A） 72,106

注1：現役卒業者（平成24年3月卒）のみ、過年度卒業者含まず。

出典：本調査結果 ｎ
（人） 割合（%）

調査対象者のうち、高校配布での回答者 769

　　うち4年制大学希望者 674

　　　4年制大学希望者のうち、関連分野希望者（注2）…（B） 111 16.5％

注2：関連分野希望者＝「外国語関係」「教養学関係」「国際学／国際関係学関係」いずれか希望者 ※４年制大学希望者における割合

創価大学 ＜国際教養学部　国際教養学科＞

ｎ
（人） 割合（%）

　　　進学検討率【１】（注3）…（C) 5 4.5％

　　　進学検討率【２】（注4）…（D) 10 9.0％

　　　進学検討率【３】（注5）…（E) 37 33.3％

注3：「進学を希望する」回答者のみ ※4年制大学希望者かつ関連分野希望者における割合

注4：「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」の合計

注5：「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」＋「進学先の一つとして考える」の合計

（人）

★進学希望者推計（志願者推計）

東京都における大学志願者のうち関連分野希望者【（A)×（B）】…（F） 11,897

【強い進学希望者】大学志願者かつ関連分野希望者（F）×進学検討率（C) 535

【進学希望者】大学志願者かつ関連分野希望者（F）×進学検討率（D) 1,071

【進学検討者】大学志願者かつ関連分野希望者（F）×進学検討率（E) 3,962
志願者数推計_全国

■4年制大学希望者かつ関連分野希望者の進学検討率

創価大学 ＜国際教養学部　国際教養学科＞
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新学部の志願者推計 ＜高校配布＋個人郵送 合算値での推計＞

►本調査と学校基本調査（文部科学省）を基に算出した新学
部の志願者数推計は以下の通り。

※関連分野希望者とは、「外国語関係」「教養学関係」「国際学／国際関係学関係」いずれ
かの希望者を指す。

– 創価大学＜国際教養学部 国際教養学科＞
• 強い進学希望者…３，２９０人

• 進学希望者…４，３８２人

• 進学検討者…８，００９人

＜推計のための基礎データ（出典：本調査結果）＞

■進学希望者推計（志願者推計）

＜高校配布＋個人郵送　合算値での推計＞ （人）

出典：平成24年度　学校基本調査（文部科学省） 平成24年3月卒業者　大学（学部）入学志願者

東京都における大学志願者（注1）…（A） 72,106

注1：現役卒業者（平成24年3月卒）のみ、過年度卒業者含まず。

出典：本調査結果 ｎ
（人） 割合（%）

調査対象者（高校配布＋個人郵送） 1193

　　うち4年制大学希望者 1055

　　　4年制大学希望者のうち、関連分野希望者（注2）…（B） 197 18.7％

注2：関連分野希望者＝「外国語関係」「教養学関係」「国際学／国際関係学関係」いずれか希望者 ※４年制大学希望者における割合

創価大学 ＜国際教養学部　国際教養学科＞

ｎ
（人） 割合（%）

　　　進学検討率【１】（注3）…（C) 48 24.4％

　　　進学検討率【２】（注4）…（D) 64 32.5％

　　　進学検討率【３】（注5）…（E) 117 59.4％

注3：「進学を希望する」回答者のみ ※4年制大学希望者かつ関連分野希望者における割合

注4：「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」の合計

注5：「進学を希望する」＋「一応進学を希望する」＋「進学先の一つとして考える」の合計

（人）

★進学希望者推計（志願者推計）

東京都における大学志願者のうち関連分野希望者【（A)×（B）】…（F） 13,484

【強い進学希望者】大学志願者かつ関連分野希望者（F）×進学検討率（C) 3,290

【進学希望者】大学志願者かつ関連分野希望者（F）×進学検討率（D) 4,382

【進学検討者】大学志願者かつ関連分野希望者（F）×進学検討率（E) 8,009
志願者数推計_全国

■4年制大学希望者かつ関連分野希望者の進学検討率

創価大学 ＜国際教養学部　国際教養学科＞

■国際教養学部 国際教養学科：進学意向の有無　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

進学を希望す

る

一応進学を希

望する

進学先の一つ

として考える

●凡例

全体 (n=1158) 11.7 34.7

４年制大学 (n=1055) 11.7 35.3

外国語･国際・教養関連希望者・計 (n= 197) 32 .5 59 .4

全体値より +10pt +5pt

希望進路×関連学部

希望あり・計

進学希望・検討あり計

進学を希望し

ない 進学希

望・検討

あり計

希望あ

り・計

無回答わからない

26.924.4

7.8％

7.9

8.1

3.8

3.9

23.6

23.1

18.8

37.1

37.7

18.8

24.6

24.7

3.0

3.0

2.9
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高校卒業後の希望進路

►全体では「４年制大学」が88％で最も高く、次いで「専門学校
（4.0％）」「短期大学（3.5％）」が高い。

■高校卒業後の希望進路　(全体／単一回答）

４

年

制

大

学

専

門

学

校

短

期

大

学

就

職

そ

の

他

無

回

答

全体 1193 88.4 4.0 3.5 2.3 1.1 0.7 96.0

高校配布 769 87.6 5.2 2.0 3.3 1.0 0.9 94.8

個人郵送 424 89.9 1.9 6.4 0.5 1.2 0.2 98.1

関東（一都三県）・計 691 88.9 4.5 2.5 2.2 1.0 1.0 95.8

その他エリア・計（無回答含まず） 402 87.3 4.0 4.7 2.7 1.0 0.2 96.0

進学希望者・計 1145 92.1 4.2 3.7 ― ― ― 100.0

４年制大学 1055 100 .0 ― ― ― ― ― 100.0

短期大学 42 ― ― 100 .0 ― ― ― 100.0

専門学校 48 ― 100 .0 ― ― ― ― 100.0

４年制大学希望者・計 1055 100 .0 ― ― ― ― ― 100.0

関東（一都三県）・計 614 100 .0 ― ― ― ― ― 100.0

東京 426 100 .0 ― ― ― ― ― 100.0

外国語・国際・教養関連希望者・計 211 93.4 0.9 5.7 ― ― ― 100.0

外国語 127 91.3 0.8 7.9 ― ― ― 100.0

国際学／国際関係学 62 96.8 1.6 1.6 ― ― ― 100.0

教養学 22 95.5 ― 4.5 ― ― ― 100.0

興味・関心あり・計 361 90.9 2.2 5.5 ― 1.4 ― 98.6

非常に興味・関心がある 161 91.3 0.6 5.6 ― 2.5 ― 97.5

興味関心がある 200 90.5 3.5 5.5 ― 0.5 ― 99.5

感じる・計 490 91.4 1.8 5.3 ― 1.4 ― 98.6

非常に必要性を感じる 190 92.6 0.5 5.8 ― 1.1 ― 98.9

必要性を感じる 300 90.7 2.7 5.0 ― 1.7 ― 98.3

希望あり・計 135 91.1 1.5 5.2 ― 2.2 ― 97.8

進学を希望する 90 92.2 1.1 5.6 ― 1.1 ― 98.9

一応進学を希望する 45 88.9 2.2 4.4 ― 4.4 ― 95.6

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート F02_01
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進学希望分野

►全体では「経済／経営学関係」（18％）が最も高く、続いて「文学関係」（11％）、「外国語関係」（11％）、「教育学関係」（10％）が１割程度。

– 「外国語・国際・教養関連・計（「外国語関係」「国際学／国際関係学関係」「教養学関係」のいずれか希望者）」は全体で18％。

– 新学部への進学意向「希望あり・計」では「外国語関係」が28％で最も高い。

• 進学意向の比較的高い「進学を希望する」では「外国語関係」が34％で最も高い。

■進学希望分野　(進学希望者／単一回答）

経

済

／

経

営

学

関

係

文

学

関

係

外

国

語

関

係

教

育

学

関

係

理

工

学

関

係

法

／

政

治

学

関

係 国

際

学

／

国

際

関

係

学

関

係

医

療

技

術

学

関

係 社

会

学

／

社

会

福

祉

学

関

係

医

／

歯

／

薬

学

関

係

家

政

学

／

栄

養

学

関

係

芸

術

学

関

係

体

育

学

関

係

教

養

学

関

係

農

学

関

係

情

報

学

関

係

そ

の

他

無

回

答

全体 1145 18.1 11.4 11.1 10.2 7.6 7.1 5.4 3.7 3.5 3.1 2.4 2.2 2.1 1.9 1.6 1.4 4.5 2.6 18.4

高校配布 729 19.6 11.7 9.6 9.7 6.3 7.1 3.7 2.9 4.1 3.0 2.7 2.2 2.6 2.5 2.1 1.4 5.6 3.2 15.8

個人郵送 416 15.4 11.1 13.7 11.1 9.9 7.0 8.4 5.0 2.4 3.4 1.9 2.2 1.2 1.0 0.7 1.4 2.6 1.7 23.1

関東（一都三県）・計 662 20.5 13.4 10.3 8.8 4.4 7.3 5.4 2.1 4.2 2.1 2.0 2.9 2.7 2.1 1.7 2.0 4.5 3.6 17.8

その他エリア・計（無回答含まず） 386 15.3 8.0 11.9 12.7 13.5 6.5 3.1 6.2 2.6 4.7 3.6 1.6 1.0 1.8 1.0 0.8 4.9 0.8 16.8

進学希望者・計 1145 18.1 11.4 11.1 10.2 7.6 7.1 5.4 3.7 3.5 3.1 2.4 2.2 2.1 1.9 1.6 1.4 4.5 2.6 18.4

４年制大学 1055 18.6 12.1 11.0 10.4 8.2 7.6 5.7 3.4 3.6 3.1 1.6 1.9 2.2 2.0 1.7 1.3 3.0 2.6 18.7

短期大学 42 23.8 4.8 23 .8 16.7 ― 2.4 2.4 ― 4.8 ― 9.5 ― ― 2.4 ― ― 9.5 ― 28 .6

専門学校 48 2.1 2.1 2.1 ― 2.1 ― 2.1 12.5 ― 6.3 14 .6 10.4 2.1 ― ― 4.2 33 .3 6.3 4.2

４年制大学希望者・計 1055 18.6 12.1 11.0 10.4 8.2 7.6 5.7 3.4 3.6 3.1 1.6 1.9 2.2 2.0 1.7 1.3 3.0 2.6 18.7

関東（一都三県）・計 614 21.7 14.3 10.3 8.8 4.7 7.7 5.7 2.3 4.4 1.8 1.0 2.6 2.8 2.3 1.8 1.8 2.8 3.4 18.2

東京 426 22.8 14.3 9.9 8.7 5.2 4.0 6.1 2.6 4.7 2.3 0.7 2.1 3.3 2.3 2.6 1.2 3.1 4.2 18.3

外国語・国際・教養関連希望者・計 211 ― ― 60 .2 ― ― ― 29 .4 ― ― ― ― ― ― 10.4 ― ― ― ― 100 .0

外国語 127 ― ― 100 .0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100 .0

国際学／国際関係学 62 ― ― ― ― ― ― 100 .0 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100 .0

教養学 22 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 100 .0 ― ― ― ― 100 .0

興味・関心あり・計 356 14.3 11.0 21 .3 7.6 4.5 5.3 14.6 2.5 2.8 2.8 2.0 2.0 1.1 2.0 0.6 0.3 2.8 2.5 37 .9

非常に興味・関心がある 157 12.7 7.6 28 .0 5.7 1.9 2.5 26 .8 1.9 1.9 ― 1.3 ― 0.6 2.5 0.6 ― 1.9 3.8 57 .3

興味関心がある 199 15.6 13.6 16.1 9.0 6.5 7.5 5.0 3.0 3.5 5.0 2.5 3.5 1.5 1.5 0.5 0.5 3.5 1.5 22.6

感じる・計 483 16.6 12.0 16.1 11.2 6.2 5.6 9.3 4.6 2.9 2.5 1.7 1.9 1.2 1.7 1.0 0.4 3.3 1.9 27.1

非常に必要性を感じる 188 14.9 8.5 22 .3 8.0 5.3 3.7 18 .1 2.7 1.6 2.1 1.1 1.1 1.1 2.7 1.1 1.1 2.1 2.7 43 .1

必要性を感じる 295 17.6 14.2 12.2 13.2 6.8 6.8 3.7 5.8 3.7 2.7 2.0 2.4 1.4 1.0 1.0 ― 4.1 1.4 16.9

希望あり・計 132 18.2 8.3 28 .0 6.8 3.0 1.5 22 .0 0.8 0.8 0.8 0.8 0.8 1.5 1.5 ― ― 2.3 3.0 51 .5

進学を希望する 89 20.2 5.6 33 .7 5.6 2.2 2.2 22 .5 1.1 1.1 ― ― ― 1.1 ― ― ― 1.1 3.4 56 .2

一応進学を希望する 43 14.0 14.0 16.3 9.3 4.7 ― 20 .9 ― ― 2.3 2.3 2.3 2.3 4.7 ― ― 4.7 2.3 41 .9

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート Q01_01
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進学先を選ぶ際に大事だと思うこと

►全体では「専門的な知識・能力が身につく」（54％）が最も高く、続いて「将来の職業に関連した学習ができる」（52％）、「興味を持った分野を自
由に学べる」（50％）、「実践的なスキル・技能が身につく」（49％）が５割前後で高い。

– 新学部への進学意向「希望あり・計」では「実践的なスキル・技能が身につく」（62％）、「将来の職業に関連した学習ができる」（59％）が６割前後で高い。

■進学先を選ぶ際に大事だと思うこと　(進学希望者／複数回答）

専

門

的

な

知

識

・

能

力

が

身

に

つ

く

将

来

の

職

業

に

関

連

し

た

学

習

が

で

き

る

興

味

を

持
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た
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由

に
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べ

る 実

践

的

な

ス

キ

ル

・

技

能

が

身

に

つ

く

資

格

取

得

に

役

立

つ

学

習

が

で

き

る

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

を

見

つ

け

る

機

会

が

多

い

就

職

の

実

績

や

サ

ポ
ー

ト

体

制

が

整

っ
て

い

る

幅

広

い

教

養

が

身

に

つ

く

学

生

サ

ポ
ー

ト

な

ど

の

面

倒

見

が

よ

い 校

舎

や

厚

生

施

設

な

ど

の

施

設

・

整

備

が

整

っ
て

い

る

教

授

や

教

員

と

学

生

と

の

関

係

が

深

い 教

育

研

究

の

た

め

の

施

設

・

設

備

が

整

っ
て

い

る

ク

ラ

ブ

・

サ
ー

ク

ル

で

能

力

を

高

め

る

こ

と

が

で

き

る

社

会

に

出

て

役

立

つ

大

学

ブ

ラ

ン

ド

力 価

値

観

が

異

な

る

多

様

な

学

生

と

学

べ

る

自

分

を

高

め

て

く

れ

る

優

秀

な

学

生

が

多

い

他

に

は

な

い

教

育

の

特

徴

や

学

部

・

学

科

が

あ

る

少

人

数

教

育

で

の

授

業

が

多

い

そ

の

他

無

回

答

全体 1145 53.7 52.1 50.4 48.9 41.5 41.5 37.8 37.4 28.2 27.4 26.4 22.6 18.6 17.9 17.7 15.8 11.7 10.2 1.3 0.5 5.61

高校配布 729 49.4 46.9 46.4 42.9 34.3 32.9 30.3 31.7 16.5 19.3 15.1 15.0 17.3 18.4 11.5 8.0 7.0 5.9 1.1 0.8 4.50

個人郵送 416 61.3 61.3 57.5 59 .4 54 .1 56 .5 51 .0 47 .4 48 .8 41 .6 46 .2 36 .1 20.9 17.1 28 .6 29 .6 20.0 17.8 1.7 ― 7.56

関東（一都三県）・計 662 50.2 49.2 48.2 44.0 35.5 36.0 33.5 37.0 23.0 22.4 21.8 19.2 19.6 16.5 15.7 11.9 9.5 8.8 1.4 0.9 5.03

その他エリア・計（無回答含まず） 386 58.5 53.9 53.4 54.9 45.6 45.3 43.3 37.3 31.3 33.7 29.3 26.4 16.3 20.7 17.9 18.7 13.0 9.6 1.3 ― 6.10

進学希望者・計 1145 53.7 52.1 50.4 48.9 41.5 41.5 37.8 37.4 28.2 27.4 26.4 22.6 18.6 17.9 17.7 15.8 11.7 10.2 1.3 0.5 5.61

４年制大学 1055 51.9 51.5 50.8 48.3 39.7 42.7 37.1 38.8 27.7 27.0 26.2 22.7 19.8 18.8 18.3 16.7 11.8 10.5 1.3 0.6 5.62

短期大学 42 64 .3 66 .7 47.6 50.0 71 .4 35.7 59 .5 35.7 47 .6 38 .1 42 .9 31.0 4.8 14.3 16.7 7.1 9.5 7.1 ― ― 6.50

専門学校 48 83 .3 54.2 43.8 60 .4 54 .2 18.8 35.4 8.3 22.9 27.1 16.7 14.6 4.2 2.1 6.3 4.2 12.5 6.3 2.1 ― 4.77

４年制大学希望者・計 1055 51.9 51.5 50.8 48.3 39.7 42.7 37.1 38.8 27.7 27.0 26.2 22.7 19.8 18.8 18.3 16.7 11.8 10.5 1.3 0.6 5.62

関東（一都三県）・計 614 48.2 48.7 47.2 42.8 33.9 36.5 33.2 38.3 21.7 21.8 21.2 18.7 20.8 17.1 16.3 12.2 9.8 9.0 1.5 1.0 4.99

東京 426 45.1 47.4 46.7 43.4 34.5 37.8 32.6 36.4 21.1 20.9 21.6 18.8 20.7 16.9 14.6 10.6 8.7 7.0 1.2 1.2 4.86

外国語・国際・教養関連希望者・計 211 48.8 52.6 55.5 54.0 36.5 48.8 38.9 42.7 35.1 28.4 29.4 22.3 17.1 16.1 28 .4 20.9 15.2 18.0 1.9 ― 6.10

外国語 127 51.2 50.4 57.5 58.3 37.8 46.5 40.9 33.9 35.4 29.1 27.6 19.7 11.8 16.5 26.8 21.3 17.3 13.4 1.6 ― 5.97

国際学／国際関係学 62 45.2 51.6 50.0 50.0 30.6 46.8 37.1 54 .8 35.5 32.3 32.3 25.8 25.8 17.7 33 .9 25 .8 12.9 27 .4 3.2 ― 6.39

教養学 22 45.5 68 .2 59.1 40.9 45.5 68 .2 31.8 59 .1 31.8 13.6 31.8 27.3 22.7 9.1 22.7 4.5 9.1 18.2 ― ― 6.09

興味・関心あり・計 356 58.1 52.2 54.8 58.1 46.3 51.1 46.3 47 .5 41 .6 34.8 39 .3 29.2 21.6 17.7 30 .6 25.6 18.5 19.4 2.0 ― 6.95

非常に興味・関心がある 157 56.1 59.9 58.0 61 .8 46.5 59 .2 49 .7 54 .1 47 .1 39 .5 47 .1 33 .1 24.2 16.6 38 .2 31 .8 22 .9 26 .1 1.9 ― 7.74

興味関心がある 199 59.8 46.2 52.3 55.3 46.2 44.7 43.7 42.2 37.2 31.2 33.2 26.1 19.6 18.6 24.6 20.6 15.1 14.1 2.0 ― 6.33

感じる・計 483 60.0 56.5 54.0 59 .2 50.1 52 .0 46.6 48 .0 42 .9 36.9 41 .0 31.9 21.5 16.8 26.9 24.8 18.2 16.4 1.4 ― 7.05

非常に必要性を感じる 188 58.0 60.6 61 .7 62 .8 48.9 60 .6 54 .8 58 .5 51 .6 44 .1 51 .1 38 .8 22.9 18.1 35 .6 33 .5 25 .0 22 .3 2.7 ― 8.12

必要性を感じる 295 61.4 53.9 49.2 56.9 50.8 46.4 41.4 41.4 37.3 32.2 34.6 27.5 20.7 15.9 21.4 19.3 13.9 12.5 0.7 ― 6.37

希望あり・計 132 55.3 59.1 56.8 62 .1 39.4 56 .8 46.2 56 .8 45 .5 35.6 46 .2 36 .4 22.0 7.6 36 .4 32 .6 22 .7 22 .7 3.0 ― 7.43

進学を希望する 89 56.2 61.8 56.2 60 .7 42.7 56 .2 48 .3 56 .2 47 .2 42 .7 43 .8 38 .2 23.6 9.0 34 .8 30 .3 27 .0 23 .6 3.4 ― 7.62

一応進学を希望する 43 53.5 53.5 58.1 65 .1 32.6 58 .1 41.9 58 .1 41 .9 20.9 51 .2 32 .6 18.6 4.7 39 .5 37 .2 14.0 20 .9 2.3 ― 7.05

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート Q02_01
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新学部 ： 魅力がある特徴／最も魅力がある特徴

►全体では「早期の留学実施によるスキル獲
得」（67％）が最も高く、「異文化理解力の育
成」（57％）、「英語による授業」（51％）、

「キャリアアップから就職活動までトータルに
サポート」（50％）が５割を超えて高い。（魅力
がある特徴（複数回答）のスコア）

– 新学部への進学意向「希望あり・計」でも全
体値と同様に「早期の留学実施によるスキ
ル獲得」（92％）が最も高い。全体値に比べ
ると全般にスコアが高い。（魅力がある特徴
（複数回答）のスコア）

• 【単一回答（最も魅力のある特徴）】では「早期の
留学実施によるスキル獲得」（57％）が過半数を
超え最も高く、それ以外の項目は１割未満。

■国際教養学部 国際教養学科：魅力がある特徴（複数回答）／最も魅力がある特徴（単一回答）　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者）
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答

1158 67.2 56.6 50.9 50.1 45.2 42.6 35.8 9.9 5.4 3.58

1158 35.6 9.8 7.6 9.9 6.9 3.0 3.8 11.5 11.8

※「魅力がある特徴（複数回答）：全体」の値の降順ソート Q03_02
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（％）

全体

■国際教養学部 国際教養学科：魅力がある特徴（複数回答）／最も魅力がある特徴（単一回答）　(新学部への進学意向：希望あり・計 回答者）
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135 91.9 80.0 77.8 73.3 67.4 68.1 56.3 ― 2.2 5.15

135 57.0 8.9 8.1 5.2 5.2 2.2 3.7 0.7 8.9

※「魅力がある特徴（複数回答）：全体」の値の降順ソート Q03_02

最も魅力がある特徴（単一回答）　：　新学部への進学
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（％）

新学部への進学意向：希望あり・計
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新学部 ： 魅力がある特徴（属性別・複数回答）

►全体では「早期の留学実施によるスキル獲
得」（67％）が最も高く、「異文化理解力の育
成」（57％）、「英語による授業」（51％）、

「キャリアアップから就職活動までトータルにサ
ポート」（50％）が５割を超えて高い。

– 新学部への進学意向「希望あり・計」は全体
値に比べると全般にスコアが高い。

• 進学意向別では「キャリアアップから就職活動ま

でトータルにサポート」（+20pt）、「外国語と異文化

理解能力の促進を、しっかりとサポート」（+12pt）

は進学意向の高い「進学を希望する」のスコアの

方が「一応検討を希望する」のスコアに比べ10pt

以上高い。

■国際教養学部 国際教養学科：魅力がある特徴（複数回答）　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／複数回答）
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回

答

全体 1158 67.2 56.6 50.9 50.1 45.2 42.6 35.8 9.9 5.4 3.58

高校配布 737 57.5 45.0 44.2 39.6 37.0 31.9 30.7 14.7 7.6 3.01

個人郵送 421 84 .1 77 .0 62 .7 68 .4 59 .4 61 .3 44.7 1.7 1.4 4.59

関東（一都三県）・計 669 60.1 49.2 48.4 45.0 42.2 37.1 33.5 12.6 7.3 3.28

その他エリア・計（無回答含まず） 390 73.8 62.3 51.5 55.1 45.1 45.9 37.4 7.2 3.3 3.78

進学希望者・計 1145 67.1 56.5 50.9 50.0 45.1 42.5 35.6 10.0 5.3 3.58

４年制大学 1055 67.4 56.8 51.3 50.4 45.3 42.7 35.7 9.9 5.3 3.59

短期大学 42 76.2 64.3 50.0 66 .7 50.0 57 .1 42.9 4.8 4.8 4.12

専門学校 48 52.1 43.8 43.8 27.1 35.4 27.1 27.1 18.8 6.3 2.75

４年制大学希望者・計 1055 67.4 56.8 51.3 50.4 45.3 42.7 35.7 9.9 5.3 3.59

関東（一都三県）・計 614 59.6 48.7 48.0 44.8 42.0 36.8 33.1 12.9 7.3 3.26

東京 426 57.5 46.9 46.7 42.7 41.8 35.9 32.6 12.4 9.2 3.17

外国語・国際・教養関連希望者・計 211 85 .8 79 .6 69 .2 56.4 51.7 62 .1 37.9 2.8 2.4 4.45

外国語 127 84 .3 78 .7 69 .3 55.9 47.2 62 .2 32.3 0.8 3.1 4.31

国際学／国際関係学 62 90 .3 80 .6 72 .6 61 .3 54.8 62 .9 45.2 6.5 ― 4.74

教養学 22 81 .8 81 .8 59.1 45.5 68 .2 59 .1 50 .0 4.5 4.5 4.50

興味・関心あり・計 361 89 .5 78 .7 73 .7 67 .0 60 .1 62 .6 48 .5 0.8 2.2 4.81

非常に興味・関心がある 161 92 .5 85 .7 81 .4 77 .0 66 .5 70 .8 57 .8 ― 0.6 5.32

興味関心がある 200 87 .0 73 .0 67 .5 59.0 55.0 56 .0 41.0 1.5 3.5 4.40

感じる・計 490 85 .1 75 .1 68 .0 65 .3 58 .6 59 .0 45.7 0.8 1.4 4.58

非常に必要性を感じる 190 92 .1 87 .4 80 .5 74 .2 66 .3 68 .9 54 .2 ― 0.5 5.24

必要性を感じる 300 80 .7 67 .3 60.0 59.7 53.7 52 .7 40.3 1.3 2.0 4.16

希望あり・計 135 91 .9 80 .0 77 .8 73 .3 67 .4 68 .1 56 .3 ― 2.2 5.15

進学を希望する 90 94 .4 82 .2 77 .8 80 .0 68 .9 72 .2 55 .6 ― 2.2 5.31

一応進学を希望する 45 86 .7 75 .6 77 .8 60.0 64 .4 60 .0 57 .8 ― 2.2 4.82

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート Q03a_01
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（％）
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新学部 ： 最も魅力がある特徴（属性別・単一回答）

►全体では「早期の留学実施によるスキル獲得」
（36％）が最も高く、次いで「キャリアアップから就職活
動までトータルにサポート」（10％）、「異文化理解力の
育成」（10％）が高い。

– 新学部への進学意向「希望あり・計」では「早期の留
学実施によるスキル獲得」（57％）が最も高い。

• 進学意向別では「早期の留学実施によるスキル修得」は進学

意向の高い「進学を希望する」のスコアの方が「一応検討を

希望する」のスコアに比べて高い。

• 一方、「異文化理解力の育成」は「一応検討を希望する」のス

コアの方が「進学を希望する」のスコアよりも高い。

■国際教養学部 国際教養学科：最も魅力がある特徴（単一回答）　(希望進路：進学もしくはその他希望者／単一回答）
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答

全体 1158 35.6 9.9 9.8 7.6 6.9 3.8 3.0 11.5 11.8

高校配布 737 29.3 9.4 8.4 7.2 7.6 4.5 1.9 16.8 14.9

個人郵送 421 46 .6 10.9 12.4 8.3 5.7 2.6 5.0 2.1 6.4

関東（一都三県）・計 669 28.4 8.8 8.8 7.0 8.2 4.8 3.0 14.8 16.1

その他エリア・計（無回答含まず） 390 45.1 11.8 10.5 7.9 5.4 2.8 2.6 7.7 6.2

進学希望者・計 1145 35.5 9.8 9.9 7.6 6.9 3.8 3.1 11.5 11.9

４年制大学 1055 36.0 9.6 10.0 7.7 6.7 3.6 3.2 11.1 12.0

短期大学 42 35.7 14.3 11.9 7.1 4.8 7.1 2.4 7.1 9.5

専門学校 48 25.0 10.4 4.2 6.3 12.5 6.3 ― 25 .0 10.4

４年制大学希望者・計 1055 36.0 9.6 10.0 7.7 6.7 3.6 3.2 11.1 12.0

関東（一都三県）・計 614 28.0 8.5 9.1 7.3 8.0 4.7 3.3 14.7 16.4

東京 426 27.0 8.0 7.5 6.8 8.0 5.9 2.8 13.8 20.2

外国語・国際・教養関連希望者・計 211 56 .4 4.7 11.8 10.0 2.4 1.4 4.3 2.8 6.2

外国語 127 55 .1 3.1 13.4 10.2 2.4 1.6 5.5 0.8 7.9

国際学／国際関係学 62 66 .1 3.2 8.1 11.3 1.6 ― 1.6 6.5 1.6

教養学 22 36.4 18.2 13.6 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 9.1

興味・関心あり・計 361 52 .6 5.8 11.9 9.4 5.3 2.8 3.3 1.1 7.8

非常に興味・関心がある 161 59 .6 5.0 10.6 8.7 4.3 1.9 1.9 0.6 7.5

興味関心がある 200 47 .0 6.5 13.0 10.0 6.0 3.5 4.5 1.5 8.0

感じる・計 490 48 .0 9.2 13.1 8.4 5.9 2.9 4.7 1.2 6.7

非常に必要性を感じる 190 54 .7 6.8 11.6 7.4 5.8 2.6 5.3 ― 5.8

必要性を感じる 300 43.7 10.7 14.0 9.0 6.0 3.0 4.3 2.0 7.3

希望あり・計 135 57 .0 5.2 8.9 8.1 5.2 3.7 2.2 0.7 8.9

進学を希望する 90 64 .4 6.7 4.4 6.7 4.4 3.3 1.1 ― 8.9

一応進学を希望する 45 42.2 2.2 17.8 11.1 6.7 4.4 4.4 2.2 8.9

全体値より +10pt +5pt ※全体の値の降順ソート Q03b_01
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（％）
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新学部 ： 最も魅力がある特徴の理由（自由回答）

►最も魅力がある特徴」の中で最もスコアが高かった「早期の留学実施によるスキル修得」は、留学が必修であり、かつ在学中
早期に実施されるため、その後の勉強に留学経験を役立てることができる点が評価された。

【早期の留学実施によるスキル修得】

–「あまり他の大学に留学１年必修化という所はなく、ここまでの英語サポートはないから。そして、なおかつ自分の学びたいと思う経済学をグローバル
な視点で学ぶ事が出来るから。」

•（個人郵送・岐阜／男／４年制大学希望／進学意向◎）

–「早い段階で留学できることと、行くことで更に英語を学ぶ意欲が湧き、その後の学習に繋がると思うからです。」
•（個人郵送・愛知／女／４年制大学希望／進学意向◎）

–「実際に海外で学んで文化などの違いを体で感じる事が大切だと思うから。異国の人と異国の環境と異国の文化の中で生活した方が得るものは
多いと思うから。」

•（個人郵送・兵庫／男／４年制大学希望／進学意向◎）

–「留学をしたいと思っていて、1年間というのが良い期間だなと思ったから。」
•（高校配布・東京／女／４年制大学希望／進学意向◎）

–「留学はたくさんの人が行きたいと思っているが、なかなか実行に移せない事が多い。でも、この学部なら必ず留学にいける所がいい。」
•（高校配布・沖縄／女／４年制大学希望／進学意向△）

※進学意向：進学を希望する…◎/一応進学を希望する…○/進学先の一つとして考える…△/進学を希望しない…×/？…わからない

【キャリアアップから就職活動までトータルにサポート】

–「私のなりたい就職先はすごく高倍率だけど、私はどうしてもその職業に就きたいのでサポートしてもらえるのはすごく嬉しいから。」
•（個人郵送・居住地無回答／女／４年制大学志望／進学意向◎）

–「自分達の将来、夢などをサポートしてくれることはとても重要なことでとても有り難いから。」
•（個人郵送・熊本／男／４年制大学志望／進学意向△）

【異文化理解力の育成】

–「短期研修なら大学生活や私生活とも両立できると思ったから。また、様々な国の留学生と交流をすることで色々なたくさんの文化や考え方が学
べると思ったから。」

•（個人郵送・東京／女／４年制大学志望／進学意向◎）

–「世界で活躍していく為には実際に海外に行って文化の違いを理解していくことが大切だと思うから」
•（個人郵送・東京／女／４年制大学志望／進学意向◎）
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新学部 ： 興味・関心の有無

►「国際教養学部 国際教養学科」に対して全体
の31％が興味・関心を持っている（興味・関心
あり・計のスコア）。

– 比較的検討度の高い「非常に興味・関心があ
る」のスコアは全体で14％。

– 希望進路別では短期大学の「興味・関心あり・
計」（48％）が比較的高い。

– 進学希望分野別では「外国語・国際・教養関
連希望者・計」の64％が興味・関心を持ってい
る（スコアは興味・関心あり・計）。

■国際教養学部 国際教養学科：興味・関心の有無　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

非常に興味・

関心がある

興味・関心が

ある

ある程度の興

味・関心があ

る

●凡例

全体 (n=1158) 31.2 56.2

高校配布 (n= 737) 18.3 39.5

個人郵送 (n= 421) 53 .7 85 .5

関東（一都三県）・計 (n= 669) 25.7 48.6

その他エリア・計（無回答含まず） (n= 390) 34.6 61.8

進学希望者・計 (n=1145) 31.1 56.2

４年制大学 (n=1055) 31.1 56.4

短期大学 (n= 42) 47 .6 69 .0

専門学校 (n= 48) 16.7 39.6

４年制大学希望者・計 (n=1055) 31.1 56.4

関東（一都三県）・計 (n= 614) 25.4 48.2

東京 (n= 426) 23.7 45.5

外国語・国際・教養関連希望者・計 (n= 211) 64 .0 81 .5

外国語 (n= 127) 59 .8 80 .3

国際学／国際関係学 (n= 62) 83 .9 91 .9

教養学 (n= 22) 31.8 59.1

興味・関心あり・計 (n= 361) 100 .0 100 .0

非常に興味・関心がある (n= 161) 100 .0 100 .0

興味関心がある (n= 200) 100 .0 100 .0

感じる・計 (n= 490) 60 .6 88 .6

非常に必要性を感じる (n= 190) 85 .8 96 .8

必要性を感じる (n= 300) 44 .7 83 .3

希望あり・計 (n= 135) 90 .4 96 .3

進学を希望する (n= 90) 95 .6 96 .7

一応進学を希望する (n= 45) 80 .0 95 .6

全体値より +10pt +5pt

Q04_01

興味・関心あり・計

ある程度以上あり・計

興味・関心は

ない ある程度

以上あ

り・計

興味・関

心あり・

計

無回答わからない

新学部への

進学意向別

調査方法別

希望進路別

新学部への

興味・関心

別

新学部の必

要性別

進学希望分

野別

４年制大学

希望者×関

東エリア別

エリア別

13.9％

5.7

28.3

10.8

14.6

13.7

13.9

21.4

13.9

10.7

10.6

42.7

34.6

18.2

44.6

100.0

―

31.4

65.8

9.7

74.8

83.3

57.8

20.0

13.6

20.0

31.8

22.9

17.5

20.5

2.1

67.7

17.3

12.6

17.4

17.2

14.6

25.4

14.9

26.2

17.2

22.2

12.2

15.6

35.0

29.2

100.0

―

55.4

16.1

13.1

14.7

21.3

25.2

25.0

21.2

27.2

25.1

25.3

21.4

22.9

25.3

22.8

21.8

8.1

27.3

―

―

―

28.0

11.1

38.7

1.1

15.6

5.9

18.2

22.5

29.9

9.7

26.9

18.5

22.8

22.7

16.7

29.2

22.7

27.2

25.6

6.2

5.5

3.2

―

―

―

8.4

1.6

12.7

3.0

2.2

4.4 ―

18.3

26.5

4.0

20.8

17.9

18.3

17.8

14.3

31.3

17.8

20.7

23.9

9.5

12.6

3.2

9.1

―

―

―

3.1

1.6

4.0

0.7

1.1

―

2.9

4.2

0.7

3.7

1.8

3.0

―

2.8

―

3.0

3.9

4.9

2.8

1.6

1.6

13.6

―

―

―

―

―

―

―

―
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新学部 ： 必要性を感じるか

►「国際教養学部 国際教養学科」に対して、全
体の42％が必要性を感じている（感じる・計の
スコア）。

– 比較的検討度の高い「非常に必要性を感じ
る」のスコアは全体で16％。

– 希望進路別では短期大学の「感じる・計」
（62％）が比較的高い。

– 進学希望分野別では「外国語・国際・教養関
連希望者・計」の62％が必要性を感じている
（スコアは感じる・計）。

■国際教養学部 国際教養学科：必要性を感じるか　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

非常に必要性

を感じる

必要性を感じ

る

ある程度の必

要性を感じる

●凡例

全体 (n=1158) 42.3 62.9

高校配布 (n= 737) 22.5 45.6

個人郵送 (n= 421) 77 .0 93 .1

関東（一都三県）・計 (n= 669) 34.1 54.9

その他エリア・計（無回答含まず） (n= 390) 47.9 69.0

進学希望者・計 (n=1145) 42.2 62.8

４年制大学 (n=1055) 42.5 63.3

短期大学 (n= 42) 61 .9 78 .6

専門学校 (n= 48) 18.8 37.5

４年制大学希望者・計 (n=1055) 42.5 63.3

関東（一都三県）・計 (n= 614) 33.7 54.9

東京 (n= 426) 30.3 52.3

外国語・国際・教養関連希望者・計 (n= 211) 62 .1 79 .1

外国語 (n= 127) 61 .4 78 .0

国際学／国際関係学 (n= 62) 72 .6 85 .5

教養学 (n= 22) 36.4 68.2

興味・関心あり・計 (n= 361) 82 .3 92 .2

非常に興味・関心がある (n= 161) 95 .7 98 .1

興味関心がある (n= 200) 71 .5 87 .5

感じる・計 (n= 490) 100 .0 100 .0

非常に必要性を感じる (n= 190) 100 .0 100 .0

必要性を感じる (n= 300) 100 .0 100 .0

希望あり・計 (n= 135) 92 .6 97 .0

進学を希望する (n= 90) 95 .6 96 .7

一応進学を希望する (n= 45) 86 .7 97 .8

全体値より +10pt +5pt

Q05_01

新学部への

進学意向別

調査方法別

希望進路別

新学部への

興味・関心

別

新学部の必

要性別

進学希望分

野別

４年制大学

希望者×関

東エリア別

エリア別

感じる・計

ある程度以上感じる・計

必要性を感じ

ない ある程度

以上感じ

る・計

感じる・

計

無回答わからない

16.4％

5.4

35.6

11.7

19.0

16.4

16.7

26.2

16.7

11.6

11.5

38.4

33.1

22.7

45.2

77.6

19.0

38.8

100.0

―

70.4

81.1

48.9

29.0

13.6

16.2

20.8

17.1

16.5

54.8

2.1

―

28.3

23.7

22.1

18.8

17.7

37.1

18.0

52.5

61.2

100.0

22.2

14.4

37.8

25.8

35.7

22.4

41.3

16.7

25.8

25.8

17.1

25.9

4.4

11.1

1.1

―

―

―

16.0

2.5

10.0

31.8

12.9

22.1

21.2

20.9

18.8

16.7

20.9

20.6

21.0

23.1

20.6

2.2

―

0.7

―

―

―

0.5

0.6

0.6

3.2

1.6

1.9

5.4

6.4

6.0

8.3

2.4

6.0

5.9

6.4

6.3

0.7

8.8

5.9

―

―

―

3.3

2.2

―

―

12.0

1.2

7.2

18.2

9.7

18.9

16.1

37.3

35.0

27.8

54.2

19.0

27.8

28.6

22.8

35.3

5.5

41.5

28.4

―

―

―

―

―

―

―

―

―

13.6

1.6

1.6

2.8

4.9

3.7

2.9

―

2.7

―

2.9

1.8

3.6

0.7

4.1

2.8
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新学部 ： 進学意向の有無

►「国際教養学部 国際教養学科」への進学意
向は、全体の12％が希望ありと回答（希望あ
り・計のスコア）。

– 比較的進学意向の高い「進学を希望する」の
スコアは全体で8％。

– 進学希望分野別では「外国語・国際・教養関
連希望者・計」の32％が進学を希望している
（スコアは希望あり・計）。

■国際教養学部 国際教養学科：進学意向の有無　(希望進路：進学もしくはその他進路希望者／単一回答）

進学を希望す

る

一応進学を希

望する

進学先の一つ

として考える

●凡例

全体 (n=1158) 11.7 34.7

高校配布 (n= 737) 4.3 17.9

個人郵送 (n= 421) 24 .5 64 .1

関東（一都三県）・計 (n= 669) 8.1 28.3

その他エリア・計（無回答含まず） (n= 390) 13.6 39.2

進学希望者・計 (n=1145) 11.5 34.8

４年制大学 (n=1055) 11.7 35.3

短期大学 (n= 42) 16.7 45 .2

専門学校 (n= 48) 4.2 14.6

４年制大学希望者・計 (n=1055) 11.7 35.3

関東（一都三県）・計 (n= 614) 7.8 28.2

東京 (n= 426) 8.9 27.7

外国語・国際・教養関連希望者・計 (n= 211) 32 .2 60 .2

外国語 (n= 127) 29 .1 55 .9

国際学／国際関係学 (n= 62) 46 .8 74 .2

教養学 (n= 22) 9.1 45 .5

興味・関心あり・計 (n= 361) 33 .8 74 .2

非常に興味・関心がある (n= 161) 62 .7 88 .8

興味関心がある (n= 200) 10.5 62 .5

感じる・計 (n= 490) 25 .5 63 .5

非常に必要性を感じる (n= 190) 50 .0 79 .5

必要性を感じる (n= 300) 10.0 53 .3

希望あり・計 (n= 135) 100 .0 100 .0

進学を希望する (n= 90) 100 .0 100 .0

一応進学を希望する (n= 45) 100 .0 100 .0

全体値より +10pt +5pt

Q06_01

希望あり・計

進学希望・検討あり計

進学を希望し

ない 進学希

望・検討

あり計

希望あ

り・計

無回答わからない

新学部への

進学意向別

調査方法別

希望進路別

新学部への

興味・関心

別

新学部の必

要性別

進学希望分

野別

４年制大学

希望者×関

東エリア別

エリア別

7.8％

17.1

5.1

9.7

7.8

7.9

11.9

7.9

23.7

23.6

―

23.8

46.6

5.5

17.6

38.4

66.7

100.0

―

9.1

39.7

20.2

28.0

26.8

7.9

14.74.3

4.9

4.7

2.4

32.3

2.1

3.8

11.6

5.5

8.5

3.1

4.0

14.5

10.0

16.1

5.0

8.0

5.7

33.3

―

100.0

3.8

4.8

3.0

7.4

2.1

3.8

3.8

1.9

3.9

―

―

―

43.3

29.5

38.0

52.0

26.1

40.4

36.4

27.4

18.8

20.4

23.6

10.4

28.6

23.6

23.2

25.6

13.6

23.1

―

―

―

31.7

12.6

24.3

23.0

4.3

14.7

12.9

22.0

18.5

38.3

40.1

37.1

58.3

33.3

37.1

37.8

36.7

40.4

22.3

46.4

37.7

13.6

―

―

―

12.0

14.0

6.8

10.8

27.3

11.3

20.5

18.5

28.9

27.9

24.6

27.1

21.4

24.6

24.6

22.3

27.7

12.6

31.6

24.7

―

―

―

0.3

―

0.2

0.5

―

0.3

13.6

1.6

1.6

2.8

5.2

3.9

3.0

―

2.8

―

3.0

1.8

3.7

1.0

4.1

2.9



資料 ： 調査票



  Ｑ
４

．
あ

な
た

は
、
設

置
計

画
案

の
新

学
部

に
興

味
・
関

心
が

あ
り

ま
す

か
。
次

の
中

か
ら

ひ
と

つ
だ

け
選

ん
で

下
さ

い
。
 

（
ひ

と
つ

に
○

） 

 国
際

教
養

学
部

 
国

際
教

養
学

科
 

 
1
．

非
常

に
興

味
・
関

心
が

あ
る

 
2
．

興
味

・
関

心
が

あ
る

 
3
．

あ
る

程
度

の
興

味
・
関

心
が

あ
る

 

 
4
．

興
味

・関
心

は
な

い
 

5
．

わ
か

ら
な

い
 

  Ｑ
５

．
あ

な
た

は
、
創

価
大

学
が

設
置

を
計

画
し

て
い

る
新

学
部

に
つ

い
て

、
ど

の
程

度
必

要
性

を
感

じ
ま

す
か

。
 

次
の

中
か

ら
ひ

と
つ

だ
け

選
ん

で
下

さ
い

。
（
ひ

と
つ

に
○

） 

 国
際

教
養

学
部

 
国

際
教

養
学

科
 

 
1
．

非
常

に
必

要
性

を
感

じ
る

 
2
．

必
要

性
を

感
じ

る
 

3
．

あ
る

程
度

の
必

要
性

を
感

じ
る

 

 
4
．

必
要

性
を

感
じ

な
い

 
5
．

わ
か

ら
な

い
 

  Ｑ
６

．
あ

な
た

は
、
創

価
大

学
に

計
画

し
て

い
る

新
学

部
が

設
置

さ
れ

た
場

合
、

ど
の

程
度

進
学

を
希

望
し

ま
す

か
。
 

次
の

中
か

ら
ひ

と
つ

だ
け

選
ん

で
下

さ
い

。
（
ひ

と
つ

に
○

） 

 国
際

教
養

学
部

 
国

際
教

養
学

科
 

1
．

進
学

を
希

望
す

る
 

2
．

一
応

進
学

を
希

望
す

る
 

3
．

進
学

先
の

一
つ

と
し

て
考

え
る

 

4
．

進
学

を
希

望
し

な
い

 
5
．

わ
か

ら
な

い
 

 Ｑ
７

．
創

価
大

学
で

計
画

し
て

い
る

新
学

部
に

対
す

る
ご

意
見

・
ご

要
望

な
ど

あ
れ

ば
、
ご

自
由

に
お

書
き

下
さ

い
。
 

            

質
問

は
こ

れ
で

終
了

で
す

。
 

ご
協

力
い

た
だ

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

  

新
学

部
設

置
に

つ
い

て
の

ア
ン

ケ
ー

ト
 

 
ご

協
力

の
お

願
い

 
 

2
01

2
年

度
、

本
学

の
教

育
的

取
り

組
み

は
、

文
部

科
学

省
の

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

推
進

事
業

」
に

採
択

さ
れ

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
 

英
語

に
よ

る
専

門
分

野
の

授
業

を
全

学
部

で
展

開
し

、
短

期
海

外
研

修
の

開
発

、
長

期
留

学
の

サ
ポ

ー
ト
拡

充
な

ど
を

実
施

い
た

し
ま

す
。

 

そ
し

て
、

こ
の

度
、

本
学

で
は

、
2
0
1
4

年
4

月
を

目
途

に
、

新
た

な
社

会
的

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

「
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

」
の

育
成

を
目

的
と

し
た

「
国

際
教

養
学

系
」
新

学
部

の
開

設
を

検
討

し
て

お
り

ま
す

。
 

そ
こ

で
、

高
校

2
年

生
の

皆
さ

ん
に

卒
業

後
の

進
路

に
つ

い
て

の
考

え
を

お
聞

き
し

、
新

し
い

学
部

を
開

設
す

る
た

め
の

参
考

資
料

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
く

、
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
へ

の
ご

協
力

を
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

ご
回

答
内

容
に

つ
い

て
は

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

で
処

理
さ

れ
、

個
人

情
報

が
使

用
さ

れ
る

こ
と

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

3
年

生
進

学
を

控
え

、
大

変

お
忙

し
い

時
期

で
は

ご
ざ

い
ま

す
が

、
本

調
査

の
主

旨
を

ご
理

解
の

上
、

何
卒

ご
協

力
を

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

平
成

２
５

年
１

月
 

創
価

大
学

 

 

は
じ

め
に

、
皆

さ
ま

ご
自

身
の

こ
と

に
つ

い
て

お
聞

き
し

ま
す

。
 

 

Ｆ
１

．
性

別
（
い

ず
れ

か
に

○
） 

1
．

男
性

 
2
．

女
性

 

 

Ｆ
２

．
あ

な
た

は
高

校
を

卒
業

後
、

ど
の

よ
う

な
進

路
に

進
み

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
か

。
次

の
中

か
ら

ひ
と

つ
だ

け
選

ん
で

下
さ

い
。
 

（
ひ

と
つ

に
○

） 
 

 
1
．

４
年

制
大

学
 

2
．

短
期

大
学

 
3
．

専
門

学
校

 
 

 
4
．

就
職

 
・
・
・
4

に
○

を
つ

け
た

方
は

ア
ン

ケ
ー

ト
終

了
で

す
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
 

 
5
．

そ
の

他
 

（
具

体
的

に
→

 
）
 

 
・
・
・
5

に
○

を
つ

け
た

方
は

次
ペ

ー
ジ

へ
お

進
み

下
さ

い
 

  

※
以

下
の

質
問

は
、

上
記

F
２

で
選

択
肢

1
（
大

学
）
・
2
（
短

大
）
・
3
（
専

門
学

校
）
の

い
ず

れ
か

に
○

を
つ

け
た

方
に

お
聞

き
し

ま
す

。
 

 

Ｑ
１

．
あ

な
た

が
、

進
学

し
た

い
と

考
え

て
い

る
分

野
は

ど
れ

で
す

か
。

次
の

中
か

ら
ひ

と
つ

だ
け

選
ん

で
下

さ
い

。
（ひ

と
つ

に
○

） 
 

 
1
．

文
学

関
係

 
2
．

外
国

語
学

関
係

 
3
．

教
養

学
関

係
 

 
4
．

経
済

／
経

営
学

関
係

 
5
．

法
／

政
治

学
関

係
 

6
．

社
会

学
／

社
会

福
祉

学
関

係
 

 
7
．

国
際

学
／

国
際

関
係

学
関

係
 

8
．

情
報

学
関

係
 

9
．

教
育

学
関

係
 

 
1
0．

理
工

学
関

係
 

1
1．

農
学

関
係

 
1
2．

家
政

学
／

栄
養

学
関

係
 

 
1
3
．

医
／

歯
／

薬
学

関
係

 
1
4
．

医
療

技
術

学
関

係
 

1
5
．

体
育

学
関

係
 

 
1
6
．

芸
術

学
関

係
 

1
7
．

そ
の

他
 

（ 具
体

的
に

→
 

）
 

 

Ｑ
２

．
あ

な
た

が
進

学
先

を
選

ぶ
際

に
、

大
事

だ
と

思
う

の
は

ど
の

よ
う

な
こ

と
で

す
か

。
あ

て
は

ま
る

も
の

を
す

べ
て

お
選

び
下

さ
い

。
（
い

く
つ

で
も

○
） 

 

1
.専

門
的

な
知

識
・
能

力
が

身
に

つ
く

 
2
.幅

広
い

教
養

が
身

に
つ

く
 

3
.実

践
的

な
ス

キ
ル

・
技

能
が

身
に

つ
く

 
4
.興

味
を

持
っ

た
分

野
を

自
由

に
学

べ
る

 

5
.少

人
数

教
育

で
の

授
業

が
多

い
 

6
.教

授
や

教
員

と
学

生
と

の
関

係
が

深
い

 

7
.価

値
観

が
異

な
る

多
様

な
学

生
と

学
べ

る
 

8
.自

分
を

高
め

て
く

れ
る

優
秀

な
学

生
が

多
い

 

9
.ク

ラ
ブ

・
サ

ー
ク

ル
で

能
力

を
高

め
る

こ
と

が
で

き
る

 
1
0.

学
生

サ
ポ

ー
ト
な

ど
の

面
倒

見
が

よ
い

 

1
1.

将
来

の
職

業
に

関
連

し
た

学
習

が
で

き
る

 
1
2.

資
格

取
得

に
役

立
つ

学
習

が
で

き
る

 

1
3.

社
会

に
出

て
役

立
つ

大
学

ブ
ラ

ン
ド

力
 

1
4.

自
分

の
や

り
た

い
こ

と
を

見
つ

け
る

機
会

が
多

い
 

1
5
.教

育
研

究
の

た
め

の
施

設
・
設

備
が

整
っ

て
い

る
 

1
6
.校

舎
や

厚
生

施
設

な
ど

の
施

設
・
設

備
が

整
っ

て
い

る
 

1
7
.就

職
の

実
績

や
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

整
っ

て
い

る
 

1
8
.他

に
は

な
い

教
育

の
特

徴
や

学
部

・
学

科
が

あ
る

 

1
9．

そ
の

他
（
具

体
的

に
→

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
） 

１
 

４
 



  
３

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
以

下
は

、
創

価
大

学
に

お
い

て
新

た
に

設
置

を
検

討
し

て
い

る
学

部
に

関
す

る
も

の
で

す
。

 

設
置

計
画

案
を

よ
く

お
読

み
い

た
だ

い
て

か
ら

、
Ｑ

３
以

降
の

質
問

に
お

答
え

下
さ

い
。

 

 

設
置

計
画

案
 

＜
国

際
教

養
学

部
 

国
際

教
養

学
科

＞
 

 学
部

の
教

育
目

的
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
む
現
在
、
社
会
の
諸
問
題
の
解
決
に
は
、
国
境
を
越
え
た
創
造
的
な
視
点
か
ら
の
解
決
が
求
め
ら
れ
て

 
い
ま
す
。
国
際
社
会
を
創
造
的
に
リ
ー
ド
す
る
実
力
を
備
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
、
創
価
大
学
国
際
教
養
学
部
は
育
成
し
ま
す
。

 
 設

置
キ

ャ
ン

パ
ス

、
入

学
定

員
（
予

定
）
 

・
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
：
東
京
都
八
王
子
市

 
・
入
学
定
員
：
国
際
教
養
学
部
 
国
際
教
養
学
科
：

80
名

 
 教

育
の

特
色

 

 
『
ま

ず
留

学
』 

1
年

生
後
期
（

9
月
）
か
ら

2
年
生
前
期
（

8
月
）
の

1
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
ま
た
は
ア
メ
リ
カ
の
交
流
校
に
留
学
し
、

 
語
学
力
を
集
中
的
に
伸
ば
す
と
共
に
英
語
で
の
学
び

の
ス
キ
ル
を
徹
底
的
に
身
に
つ
け
ま
す
。
 

 
 

『
英

語
に

よ
る

授
業

』
 

こ
の

学
部
の
ほ
と
ん
ど
の
授
業
は
英
語
で
行
い
ま
す
。
専
門
科
目
の
担
当
教
員
は
、
日
本
人
教
員
も
含
め
て
ほ
ぼ
全
員
、

 
英
米
の
大
学
院
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
 

 
 

『
演

習
形

式
の

少
人

数
授

業
』
 

1・
2
年
生
の
時
は

学
び
の
基
礎
を
固
め
る
た
め
に
テ
ー
マ
ご
と
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
、

3・
4
年
生
の
時
は
担
当
教
員

の
も
と
で

 
専
門

を
深
め
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

(双
方
向
型
の
授
業

)を
、
そ
れ
ぞ
れ
少
人
数
の
単
位
で
行
い
、
人
間
的
な
触
発
に
あ
ふ
れ
た
教
育
を

 
行
い
ま
す
。
 

 
 

『
異

文
化

理
解

力
の

育
成

』
 

原
則

と
し
て

2
年
生
終
了
時
に
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
短
期
研
修
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
本
学
で
学
ぶ

30
0
名
を
超
え
る
留
学
生
と
、

 
共
に
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
中
の

本
学
の
交
流
校
（

46
カ
国
地
域
・

14
1
大
学
）
へ
の
交
換
留
学
（
平
成

24
 

年
度
は

99
名
を
派
遣
）
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

 
 

『
幅

広
い

教
養

教
育

と
深

い
専

門
性

の
両

立
』
 

1・
2
年
生
の
時
に

は
人
文
・
社
会
科
学
に
わ
た
る
科
目
を
広
く
学
ぶ
と
共
に
、

3
年
生
以
降
の
ゼ
ミ
で
は
専
門
的
な
領
域
へ
の

 
理
解

を
深
め
、

4
年

時
に
は
英
語
に
よ
る
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

 
 予

想
さ

れ
る

卒
業

後
の

主
な

進
路

 
国
際
公
務
員
系
（
国
連
や
国
内
外
の
公
的
機
関
）
、
国
内
公
務
員
、
民
間
企
業
系
（
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
、
外
資
系
企
業

、
海
外
展
開

 
型
の
国
内
企
業
等
、
旅
行
、
航
空
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
報
道
機
関
、
出
版
・
企
画
・
広
告
関
連
企
業
）
、
通
訳
、
翻
訳
、
ガ
イ
ド

 
 注
）
学

部
学

科
名

称
及

び
入

学
定

員
数

は
予

定
で

あ
り

、
変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

※
以

下
、

質
問

の
つ

づ
き

で
す

。
 

 

Ｑ
３

．
設

置
計

画
案

に
あ

る
新

学
部

の
説

明
文

の
中

で
、
 

ａ
）
魅

力
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
も

の
を

す
べ

て
お

選
び

下
さ

い
。
（
い

く
つ

で
も

○
）
 

ｂ
）
そ

の
う

ち
最

も
魅

力
が

あ
る

と
思

わ
れ

る
も

の
を

ひ
と

つ
だ

け
お

選
び

下
さ

い
。
（
ひ

と
つ

に
○

）
 

 

 
新

学
部

／
学

科
の

特
徴

 

a 
b
 

魅
力

が
あ

る
と

思
う

 
（
い

く
つ

で
も

○
）
 

最
も

魅
力

が
あ

る
 

（
○

は
ひ

と
つ

だ
け

）

1 

早
期

の
留

学
実

施
に

よ
る

ス
キ

ル
修

得
 

1
年
生
後
期
（

9
月
）
か
ら

2
年
生
前
期
（

8
月
）
の

1
年
間
、
イ
ギ
リ
ス
ま
た
は

ア
メ
リ
カ
の
交
流
校
に
留
学
し
、
語
学
力
を
集
中
的
に
伸
ば
す
と
共
に
英
語
で
の
学

び
の
ス
キ
ル
を
徹
底
的
に
身
に
つ
け
ま
す
。

 

１
 

１
 

2 
英

語
に

よ
る

授
業

 

専
門
教
育
及
び
学
部
共
通
科
目
に
関
連
す
る
ほ
と
ん
ど
の
授
業
は
、
英
語
で
行
わ
れ

ま
す
。

 
２

 
２

 

3 

演
習

形
式

の
少

人
数

授
業

 

1・
2

年
生

の
時

は
学

び
の

基
礎

を
固

め
る

た
め

に
テ

ー
マ

ご
と

の
グ

ル
ー

プ
学

習

を
、
3・

4
年
生
の

時
は
担
当
教
員
の
も
と
で
専
門
を
深
め
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
授
業
を
、

そ
れ

ぞ
れ

少
人

数
の

単
位

で
行

い
、

人
間

的
な

触
発

に
あ

ふ
れ

た
教

育
を

行
い

ま

す
。
 

 

３
 

３
 

4 

異
文

化
理

解
力

の
育

成
 

ア
ジ
ア
諸
国
で
の
短
期
研
修
や
、
本
学
で
学
ぶ

30
0
名
を
超
え
る

留
学
生
と
も
、
共

に
学
ぶ
機
会
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
中
の
本
学
の
交
流
校
へ
の
交
換
留
学
の

チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

 
４

 
４

 

5 

幅
広

い
教

養
教

育
と

深
い

専
門

性
の

両
立

 

1・
2
年
生
の
時

に
は
人
文
・
社
会
科
学
に
わ
た
る
科
目
を
広
く
学
び
、

3
年
生
以

降

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
専
門
的
な
領
域
へ
の
理
解
を
深
め
、

4
年

時
に
は
英
語
に
よ
る

卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

 

５
 

５
 

6 

外
国

語
と

異
文

化
理

解
能

力
の

促
進

を
、

し
っ

か
り

と
サ

ポ
ー

ト
 

『
ワ
ー
ル
ド
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
』
が
中
心
と
な
り
、
語
学
教
育
、
異
文
化
理
解

に
関

す
る

多
彩

な
課

外
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

。
英

語
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
セ

ン
タ

ー

や
、
英
語
相
談
室
も
設
置
し
て
語
学
上
達
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
 

６
 

６
 

7 

キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
か

ら
就

職
活

動
ま

で
、
ト
ー

タ
ル

に
サ

ポ
ー

ト
 

「
学
生
生
活
全
て
が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
た
『
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
』
が
中
心
と
な
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
将
来
・
夢
と
学
生
生
活
を
つ
な
げ

る
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

７
 

７
 

8 
 あ

て
は

ま
る

も
の

は
な

い
 

  

8 
8 

  

Ｑ
３

S
Q

１
．
上

記
で

、
「
最

も
魅

力
が

あ
る

」
と

答
え

た
理

由
が

あ
れ

ば
お

書
き

下
さ

い
。
 

     

２
 



資料2

(自然科学系) セメスター 通算

Academic Foundations (2)

Basic Seminar I (2)

Cross-cultural Understanding (4)

Introductory Statistics (4)

Introduciton to GC & Soc (4)

Introduction to IR & Pol (4)

Introduction to GE & Biz (4)

Basic Seminar II (2)

Academic Writing I (2)

歴史・文化 (4)

政治・国際関係 (4)

経済・経営 (4)

歴史・文化 (4)

政治・国際関係 (4)

経済・経営 (4)

(16) （４）

◎国際教養学部　履修モデル

12 124

124

18 80

6218

16

14 30

14 44

28

98

14 112

Capstone (4)

18

１科目 (4) ４科目 (8)

※外国人留学生は日本語による大学科目を４年前期に履修することを推奨　（３年次に第二外国語として日本語を履修した後）

４科目 (8)

配当単位数 4 18 4 50

Seminar III (2)

修得単位数

20

16

１科目 (2)

言語科目（第２外国語） I  (2) Seminar I (2) １科目 (2)

言語科目（第２外国語） II (2) Seminar II (2)

Soka Education (2)

AF: Study Abroad II (6)2年前期

EAP: Study Abroad I (8) AF: Study Abroad I (6)

4年前期

4年後期

大学科目（２）※ EAP(2)

EAP: Study Abroad II (8)

1年前期

1年後期

2年後期

3年前期

3年後期

自由選択科目
学年・セメスター 大学科目 言語科目（英語） 言語科目（第２外国語） 学部専門科目（必修） 学部専門科目（選択）



資料3 国際教養学部　時間割（案）

１クラス ２クラス １クラス ２クラス １クラス ２クラス １クラス ２クラス １クラス ２クラス

1
Cross Cultural
Understanding
ゼミ室（２室）

Hansford・Miyagi

（共通科目）

2 （共通科目）

Cross Cultural
Understanding
ゼミ室（２室）

MacDonald・Daugherty

Academic Foundations
語学教室（２室）

Daugherty・Wilkinson

Introductory Statistics
講義室
高橋

English for Academic
Purposes

語学教室（２室）
Hansford・Miyagi

（共通科目）
Academic Foundations

語学教室（２室）
Daugerty・Wilkinson

Introductory Statistics
講義室
高橋

3
Introductory Statistics

講義室
杉本

Academic Foundations
語学教室（２室）
Hansford・Miyagi

（共通科目）

Cross Cultural
Understanding
ゼミ室（２室）

MacDonald・Daugherty

4
English for Academic

Purposes
語学教室（２室）
Hansford・Miyagi

（共通科目）

Cross Cultural
Understanding
ゼミ室（２室）

Hansford・Miyagi

English for Academic
Purposes

語学教室（２室）
Daugherty・Wilkinson

Introductory Statistics
講義室
杉本

Academic Foundations
語学教室（２室）
Hansford・Miyagi

（共通科目）

English for Academic
Purposes

語学教室（２室）
Daugherty・Wilkinson

5

１クラス ２クラス １クラス ２クラス １クラス ２クラス １クラス ２クラス １クラス ２クラス

1

2 （共通科目）
Academic Writing Ⅰ
語学教室（２室）
Hansford・Miyagi

3
Academic Writing Ⅰ
語学教室（２室）

Daugherty・Wilkinson
（共通科目）

Academic Writing Ⅰ
語学教室（２室）

Daugherty・Wilkinson
（共通科目）

4 （共通科目）
Academic Writing Ⅰ
語学教室（２室）
Hansford・Miyagi

5

（共通科目）

（共通科目） （共通科目）

Introduction to International Relations and
Politics

講義室（２室）
Glenn・Lenz

Introduction to Global Culture and Society
講義室（２室）

Zulueta・Sinclair

月 火 水 木 金

Basic Seminar Ⅱ
ゼミ室（６室）

小出・高橋・杉本・前川・山田・小山内

（共通科目）

（共通科目） （共通科目）

Introduction to International Relations and
Politics

講義室（２室）
Glenn・Lenz

Introduction to Global Economy and Business
講義室（２室）
George・Ozturk

Introduction to Global Culture and Society
講義室（２室）

Zulueta・Sinclair

Introduction to Global Economy and Business
講義室（２室）
George・Ozturk

（共通科目） （共通科目）

１年生（前期）

２年生（後期）

（共通科目）

（共通科目）

（共通科目） （共通科目） （共通科目）

金

（共通科目）

時限

（共通科目） （共通科目）
Basic Seminar Ⅰ
ゼミ室（６室）

小出・高橋・杉本・前川・山田・小山内
（共通科目）

月 火 水 木

（共通科目） （共通科目）

（共通科目） （共通科目） （共通科目）

（共通科目）



資料3 国際教養学部　時間割（案）

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5
Education for Sustainable Development

講義室　MacDonald

Seminar Ⅱ
各研究室

各教員（１４名）

History and Theory of World Economy
講義室　杉本

Comparative Politics
講義室　Glenn

Macroeconomics
講義室　高橋

International Bargaining
講義室　Lenz

International Business
講義室　George

Citizenship and Democracy in a Global Age
講義室　山田

Macroeconomics
講義室　高橋

International Bargaining
講義室　Lenz

（共通科目）

［第２外国語］

International History in the 20th Century
講義室　前川

Management of Non-Profit Organizations
講義室　小山内

International History in the 20th Century
講義室　前川

Management of Non-Profit Organizations
講義室　小山内

（共通科目） ［第２外国語］

Education for Sustainable Development
講義室　MacDonald

International Relations in Asia
講義室　小出

Transnational Migration
講義室　Zulueta

Transnational Migration
講義室　Zulueta

（共通科目）

International Relations in Asia
講義室　小出

Operations Management
講義室　Ozturk

Global Justice and Intercultural Ethics
講義室　Sinclair

月

International Business
講義室　George

Citizenship and Democracy in a Global Age
講義室　山田

Global Issues in Social Policy
講義室　MacDonald

（共通科目）

Academic Writing Ⅲ（４年次）
語学教室（３室）

Daugherty・Hansford・Miyagi

火 水 木 金

３・４年生（後期）

History and Theory of World Economy
講義室　杉本

Comparative Politics
講義室　Glenn

Academic Writing Ⅱ
語学教室（３室）

Daugherty・Hansford・Miyagi

Operations Management
講義室　Ozturk

Global Justice and Intercultural Ethics
講義室　Sinclair

金

Marketing
講義室　George

Great Power Politics in the World
講義室　Lentz

Poverty and Development
講義室　杉本

International Political Economy
講義室　Glenn

International Human Resource Management
講義室　P.Debroux

Marketing
講義室　George

Great Power Politics in the World
講義室　Lentz

International Institutions and Global
Governance

講義室　小出

Microeconomics
講義室　高橋

Global Issues in Social Policy
講義室　MacDonald

Modern World History
講義室　前川

International Institutions and Global
Governance

講義室　小出

Management Science
講義室　Ozturk

Modern Social Thought
講義室　Sinclair

Contenporary Political Theory
講義室　山田

Global Sociology and Anthropology
講義室　Zulueta

Seminar Ⅲ（４年次）
各研究室

各教員（１４名）

Poverty and Development
講義室　杉本

International Political Economy
講義室　Glenn

Microeconomics
講義室　高橋

［第２外国語］ ［第２外国語］（共通科目）

Contenporary Political Theory
講義室　山田

Global Sociology and Anthropology
講義室　Zulueta

Management Science
講義室　Ozturk

Modern Social Thought
講義室　Sinclair

Modern World History
講義室　前川

Seminar Ⅰ
各研究室

各教員（１４名）

月 火 水 木

３・４年生（前期）

Capstoneはその他の３時限に配当



No. 国内雑誌名 出版社

1 Ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ／企業会計 中央経済社

2 Ｂｕｓｉｎｅｓｓ　Ｌａｗ　Ｊｏｕｒｎａｌ ＬｅｘｉｓＮｅｘｉｓ

3 Harvard business review ダイヤモンド社

4 Ｔｈｉｎｋ！ 東洋経済新報社

5 アジアアフリカ研究 アジアアフリカ研究所

6 ガバナンス ぎょうせい

7 ジェトロセンサー 日本貿易振興機構

8 ビジネス法務 中央経済社

9 フィナンシャル・レビュー 国立印刷局

10 一橋ビジネスレビュー 東洋経済新報社

11 会計・監査ジャーナル 第一法規

12 会計人コース 中央経済社

13 会社四季報　上場版 東洋経済新報社

14 外交 都市出版

15 企業実務 エヌ・ジェイ出版販売

16 企業診断 同友館

17 刑事法ジャーナル 成文堂

18 刑法雑誌 有斐閣

19 経営システム 国際文献印刷社

20 戸籍時報 日本加除出版

21 国家学会雑誌 有斐閣

22 国際商事法務 国際商事法研究所

23 国際税務 国際税務研究会

24 国際法外交雑誌 有斐閣

25 最高裁判所判例集（刑事・民事）　 有斐閣

【添付資料4】整備する学術雑誌等一覧（国内）



No. 国内雑誌名 出版社

【添付資料4】整備する学術雑誌等一覧（国内）

26 財界 財界研究所

27 旬刊経理情報 中央経済社

28 商業界 商業界

29 税理 ぎょうせい

30 知財研フォーラム 知的財産研究所

31 地域開発 日本地域開発センター

32 中央公論 中央公論新社

33 中東研究 中東調査会

34 通訳・翻訳ジャーナル イカロス出版

35 都市問題 東京市政調査会

36 統計 日本統計協会

37 日経会社情報 日本経済新聞社

38 日仏法学　 有斐閣

39 日本語の研究 武蔵野書院

40 日本中東学会年報 日本中東学会事務局

41 日本労働研究雑誌 労働政策研究・研修機構

42 判例タイムズ 判例タイムズ社

43 判例時報 判例時報社

44 不動産法律セミナー 東京法経学院出版

45 文学界 文藝春秋

46 法学協会雑誌 有斐閣

47 法学論叢　 有斐閣

48 民事月報 大学図書

49 民商法雑誌 有斐閣

50 労政時報 労務行政



No. 外国雑誌タイトル 出版社

1 American Economic Review American Economic Association

2 Annales: Histoire, Sciences Sociales Armand Colin

3 Brookings Papers on Economic Activity Brookings Institution

4 Bulletin de la Societe Linguistique de Paris Editions Peeters

5 Bundesgesetzblatt Teil 1
Bundesanzeiger Verlagsges. mbH.

Koeln

6 Cost Management Thomson Legal & Regulatory

7 Environmental Finance Fulton Publishing

8 Family Law Reporter The Bureau of National Affairs, Inc.

9 Harvard Business Review Harvard Business Review

10 John Donne Journal North Carolina State Universtiy

11 Journal of Philosophy Journal of Philosophy

12 Law and Contemporary Problems Duke University School of Law

13 Modern Language Review
Modern Humanities Research

Association

14 Notre Dame Journal of Formal Logic Duke University Press

15 Political Science Quarterly Academy of Political Science

16 Revue de Linguistique Romane Societe de Linguistique Romane

17 Revue des Societes Editions Dalloz Sirey

18 Revue d'histoire litteraire de la France Presses Universitaires de France

19 Revue internationale de droit compare Societe de Legislation Comparee

20 Statistical Science Institute of Mathematical Statistics

21 Strafverteidiger Wolters Kluwer Deutschland GmbH

22 Studi Francesi Rosenberg & Sellier

23 Theologie und Philosophie Verlag Herder Gmbh & CO Kg

24 Weekly Law Reports
The Inc. Council of Law Reporting for

Eng. & Wales

25 Wirtschaft und Statistik Statistisches Bundesamt

【添付資料5】整備する学術雑誌等一覧（外国）





























【添付資料７・９】現地研修先での事故発生時の対応体制フローチャート 

 

 

学部事務室 

（学部長） 国際部 

学長・理事長（対応方針の決定） 

被害状況の把握 

学長、学部長、学生部長、
国際部長、学部事務室長
等による協議 

「事故対策本部」の設置 

（学長、国際部長、学生部長、 

 教務部長、学部長、広報部長、 

 総務部長、学部事務長） 
＜主な検討及び対応事項＞ 

・保護者対応 

・担当者の現地派遣 

・マスコミ対応 

・PTSDへの対処 

・補償問題協議 など 

学部長 学生部長 

学部事務長 

国際部長 

保険会社 
（海外旅行
傷害保険） 

広報部長 

マスコミ 

総務部長 

関係省庁 

学長 

学生の 
保護者等 

＜本大学＞ 

軽傷など比較的軽易

な事故の場合 

死亡、重傷を伴うなど

重大事故の場合 

（連絡ルートを複数確保） 

引率教員に対応を指示 

必要に応じて現地に担当者を派遣 

連絡・ 

協力要請 

海外研修時の地震など 

引率教員 

（初期対応） 

研修先施設 

事故 

＜現地（海外）＞ 

現地エージェント 

連絡・ 

協力要請 
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○創価大学学部教務委員会通則 

昭和59年４月１日規程第101号 

改正 

昭和63年３月22日 

平成23年３月24日規程第23号 

創価大学学部教務委員会通則 

（設置） 

第１条 各学部に教務に関する事項を審議するため、学部教務委員会（以下「委員会」という）を

置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、学部に関する次の事項を審議する。 

(１) カリキュラムに関する事項 

(２) 授業の計画及び実施に関する事項 

(３) 試験及び成績に関する事項 

(４) 学長の諮問事項 

(５) 大学教育研究評議会、学部教授会及び教務委員会の付託事項 

(６) その他教務に関する事項 

（構成） 

第３条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(１) 学部長 

(２) 学部長補佐 

(３) 教授会において、その構成員から選出された教員若干名 

２ 委員長には、学部長をあてる。 

（任期） 

第４条 前条第１項第３号の委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第５条 会議は、必要に応じてこれを開く。 

２ 会議は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、委員長に支障のあるときは、委員長が指

名する委員がその職務を代行する。 
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附 則 

１ この規程は、昭和59年４月１日から施行する。 

２ この規程施行のさい、創価大学教務委員会規程（規程第14号）は、廃止する。 

附 則（昭和63年３月22日） 

この規程は、昭和63年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年３月24日規程第23号） 

この規程は、平成23年３月24日から施行し、平成22年４月１日に遡及して適用する。 
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○創価大学自己点検・評価実施規程 

平成５年４月１日規程第165号 

改正 

平成９年４月１日 

平成12年３月27日 

平成15年３月27日 

平成16年３月29日 

平成17年７月16日 

平成20年４月１日 

平成22年３月27日規程第29号 

平成23年３月24日規程第49号 

創価大学自己点検・評価実施規程 

（目的） 

第１条 この規程は、創価大学学則・創価大学大学院学則・創価大学通信教育部学則の各第１条の

２並びに創価大学専門職大学院学則第２条に基づき、創価大学の自己点検・評価の実施に関する

事項を定める。 

（対象） 

第２条 自己点検・評価の対象は、教育、研究及び管理運営の各分野とする。 

２ 自己点検・評価の分野・項目等の具体的な内容は、全学自己点検・評価委員会が実施の都度決

定する。 

（委員会） 

第３条 自己点検・評価を実施するために全学自己点検・評価委員会を置き、このもとに、大学自

己評価委員会及び法人自己評価委員会を置く。 

２ 大学自己評価委員会のもとに次の分科会を置く。 

(１) 全学評価分科会 

(２) 各学部評価分科会 

(３) 通信教育部評価分科会 

(４) 各研究科評価分科会 

(５) 研究所分科会 

(６) 日本語・日本文化教育センター分科会 
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３ 法人自己評価委員会のもとに次の分科会を置く。 

(１) 施設・設備分科会 

(２) 財務分科会 

(３) 事務組織分科会 

(４) 情報公開分科会 

４ 必要に応じて専門検討部会を設置することができる。 

（委員会の構成） 

第４条 全学自己点検・評価委員会は、学長を委員長とし、副学長、前条第１項の大学自己評価委

員会及び法人自己評価委員会の委員長・副委員長並びに同条第２項及び第３項の分科会主査をも

って構成する。 

２ その他各委員会及び分科会の構成は次の通りとする。 

(１) 大学自己評価委員会 学長を委員長とし、他に副学長、大学事務局長、前条第２項の各分

科会の主査 

(２) 全学評価分科会 副学長を主査とし、他に教務部長、学生部長、国際部長、キャリアセン

ター長、図書館長、入試部長、学士課程教育機構長、創価教育研究所長、大学事務局長、学事

部長、教務部事務部長、学生部事務部長、国際部事務部長、キャリアセンター部長、図書館事

務長、入試事務室部長及び必要に応じて主査が委嘱する教職員 

(３) 各学部評価分科会 各学部長を主査とし、他に各学部の組織規模に応じた若干名の委員及

び各学部事務長 

(４) 通信教育部評価分科会 通信教育部長を主査とし、他に通信教育部の委員若干名及び通信

教育部事務長 

(５) 各研究科評価分科会 各研究科長を主査とし、他に各研究科の組織規模に応じた若干名の

委員、法科大学院・教職大学院各事務長及び委員長が委嘱する職員若干名 

(６) 研究所分科会 学長が委嘱する教員を主査とし、他に各研究所長及び運営委員会委員長 

(７) 日本語・日本文化教育センター分科会 日本語・日本文化教育センター長を主査とし、他

に若干名の委員及び国際部職員若干名 

(８) 法人自己評価委員会 本部事務局長を委員長とし、他に前条第３項の各分科会の主査 

(９) 施設・設備分科会 管理部長を主査とし、他に委員長が委嘱する職員若干名 

(10) 財務分科会 財務部長を主査とし、他に委員長が委嘱する職員若干名 

(11) 事務組織分科会 本部事務局長を主査とし、他に委員長が委嘱する職員若干名 
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(12) 情報公開分科会 企画室部長を主査とし、他に委員長が委嘱する教職員若干名 

３ 各委員会は、必要に応じて作業部会を設けることができる。 

（委員会及び分科会の成立） 

第５条 各委員会及び分科会は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 各委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決する。 

（任期） 

第６条 各委員会及び分科会の委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（全学自己点検・評価委員会の任務） 

第７条 全学自己点検・評価委員会は、自己点検・評価の実施に関する次の事項について審議する。 

(１) 自己点検・評価の実施組織等の体制 

(２) 自己点検・評価の実施に関する規程の作成、改廃 

(３) 自己点検・評価実施の組織単位 

(４) 自己点検・評価の体系（視点・分野・項目）の設定 

(５) 自己点検・評価の実施重点分野の設定 

(６) 自己点検・評価結果の取り扱い 

(７) 自己点検・評価の実施の周期 

(８) その他必要と認めた事項 

２ 全学自己点検・評価委員会は自己点検・評価の実施体制、実施方法、評価結果の活用等につい

て定期的に見直しを行い、自己点検・評価制度の改善に努める。 

３ 全自己点検・評価委員会は、大学自己評価委員会、法人自己評価委員会から提出された報告書

に基づき、今後の大学の改善・充実策を検討のうえ、「創価大学自己点検・評価報告書」を作成

し、理事長に報告する。 

（大学自己評価委員会・法人自己評価委員会の任務） 

第８条 大学自己評価委員会・法人自己評価委員会は、次の任務を行う。 

(１) 自己点検・評価の実施要領の作成 

(２) 各分科会との相互の連絡・調整 

２ 大学自己評価委員会・法人自己評価委員会は各分科会が実施した自己点検・評価結果の報告書

を検討のうえ、全学自己点検・評価委員会の長に報告する。 

（各分科会の任務） 
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第９条 第４条第２項に定める各分科会は次の任務を行う。 

(１) 自己点検・評価項目の小項目等の設定 

(２) 各分科会の運営に関する事項 

２ 各分科会は、第２条２項によって決定した項目について自己点検・評価を行い、それぞれの上

部委員会の長に提出する。 

（企画調査室の設置・任務） 

第10条 全学自己点検・評価員会のもとに企画調査室を設置する。 

２ 企画調査室に室長（１名）、副室長（３名以内）及び室員（若干名）を置く。 

３ 企画調査室の室長、副室長及び室員は教職員の中から学長が任命する。 

４ 企画調査室は、自己点検・評価の実施に関する企画・情報収集・広報・連絡調整及び報告書の

作成に必要な事務を担当する。 

５ 企画調査室は、必要に応じて各委員会・分科会にオブザーバーとして出席することができる。 

（結果の公表） 

第11条 自己点検・評価の結果は、本学ホームページ及び広報誌で公表する。 

（結果の活用） 

第12条 各構成員、各機関・部局は、自己点検・評価の結果を積極的に活用して教育研究条件の向

上、教育研究組織の充実及び管理運営の改善をはかり、大学の発展に役立てるよう努めるものと

する。 

（規程の改廃） 

第13条 この規程の改廃は、全学自己点検・評価委員会の議を経なければならない。 

附 則 

この規程は、平成５年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年４月１日） 

この規程は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則（平成12年３月27日） 

この規程は、平成12年４月１日から施行する。 

附 則（平成15年３月27日） 

この規程は、平成15年４月１日から施行する。 

附 則（平成16年３月29日） 

この規程は、平成16年４月１日から施行する。 
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附 則（平成17年７月16日） 

この規程は、平成17年８月１日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日） 

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年３月27日規程第29号） 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年３月24日規程第49号） 

この規程は、平成23年４月１日から施行する。 



学校法人創価大学情報公開規程 

 

平成 25 年３月 29 日規程第 410 号 

所管：広報部 

 

(目的) 

第１条 本規程は、学校法人創価大学(以下「本法人」という。)が保有する情報の公

開に関し、必要な事項を定めることにより、本法人の活動に関する社会的説明責任

を果たし、公正かつ透明性の高い運営を実現し、教育研究の質の向上に資すること

を目的とする。 

 

(定義) 

第２条 本規程における「公開」とは、本法人が保有する情報を広く社会に公表する

ことをいう。 

２ この規程における「本法人」とは、創価大学、創価女子短期大学とする。 

 

(情報の公開) 

第３条 本法人は，次の各号に定める情報について，ホームページ等を通じて公開す

る。 

(１) 学校法人及び学校の基本情報 

(２) 財務及び経営に関する情報 

(３) 教育活動に関する情報 

(４) 研究活動に関する情報 

(５) 学生生活・課外活動に関する情報 

(６) 社会貢献・連携活動に関する情報 

(７) 進路・進路支援に関する情報 

(８) 校地・校舎等の施設・設備に関する情報 

(９) 大学評価に関する情報 

(10) コンプライアンスに関する情報 

(11) 学則・諸規程等に関する情報 

 

２ 前項の規定にかかわらず，本法人は，公開情報以外の情報についても，必要に応

じ公開に努めるものとする。 

 

(情報の管理・公開の義務) 

第４条 学校法人創価大学事務組織規程に定める事務組織(以下「各事務組織」とい

う。)の部長・事務長・事務部長は、それぞれの所管事務にかかる情報(以下「所管



情報」という。)を適正に管理し、本規程に基づき公開しなければならない。 

 

 

２ 前項の部長・事務長・事務部長は各事務組織の情報公開責任者(以下「情報責任者」

という。)となる。 

 

(情報の適正管理) 

第５条 情報責任者及び各部署は、所管情報の漏洩、滅失、毀損及び改ざんの防止の

ために必要な措置を講じなければならない。 

 

(関係法令等の遵守) 

第６条 情報責任者は、所管情報の管理・公開において、関係法令、契約による義務

及び関連する諸規程等を遵守しなければならない。 

 

(事務) 

第７条 この規程における情報の管理及び公開に関する事務のうち、各部署に関する

事項は各部署で処理し、それ以外のホームページ等による公開に関する事務は広報

部が行う。 

 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 
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○創価大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

平成20年４月１日規程第344号 

改正 

平成22年３月27日規程第53号 

平成23年９月13日規程第11号 

創価大学ファカルティ・ディベロップメント委員会規程 

（趣旨） 

第１条 本学に、教員の教育研究活動の向上を目的として不断に検討を行い、その改善、充実を図

るために、ファカルティ・ディベロップメント委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる教員の教育研究活動の改善、充実の方策に関する事項を審議

する。 

(１) 授業の内容及び改善の方策に関する事項 

(２) 研修会及び講習会の開催に関する事項 

(３) 学生による授業評価の実施、結果の分析及び利用に関する事項 

(４) その他委員会が必要と認めた事項 

（構成） 

第３条 委員会は、次の委員をもって構成する。 

(１) 学長の指名する副学長または副学長補 

(２) 教務部長及び教務部副部長 

(３) 各学部長 

(４) 学士課程教育機構長 

(５) 教育・学習活動支援センター長 

(６) 教務部事務部長 

(７) 学長が委嘱する教職員若干名 

２ 委員長は、前項第１号の委員をあてる。委員長に支障のあるときは、委員長があらかじめ指名

する委員が、その職務を代行する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、職務上委員となるものを除き２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 
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（会議） 

第５条 会議は、委員長が必要と認めたときに招集し、委員長が議長となる。 

２ 会議は、構成員の過半数の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数をもって決定する。 

（専門委員会） 

第６条 委員会は、必要に応じて専門委員会を置くことができる。 

２ 専門委員会の委員長及び委員は、委員会の議を経て、学長が任命する。 

３ 専門委員会の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。 

（事務） 

第７条 委員会の事務は、学事部学士課程教育機構事務室が担当する。 

附 則 

この規程は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成22年３月27日規程第53号） 

この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年９月13日規程第11号） 

この規程は、平成23年９月13日から施行し、平成23年９月１日に遡及して適用する。 
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○創価大学キャリア委員会規程 

平成22年３月27日規程第384号 

創価大学キャリア委員会規程 

（設置） 

第１条 本学に進路・就職に関連する重要事項を審議するため、創価大学キャリア委員会（以下「委

員会」という。）を設置する。 

（審議） 

第２条 委員会は、次の事項を審議する。 

(１) 進路・就職支援の方針に関する事項 

(２) 進路の数値目標に関する事項 

(３) キャリア教育及びキャリア教育科目に関する事項 

(４) 就職に関する事項 

(５) 資格取得に関する事項 

(６) 常任理事会及び学長の諮問事項 

(７) その他全学にわたる進路・就職に関する事項 

（構成） 

第３条 委員会は次の各号に掲げる委員をもって構成する。 

(１) 学長の指名する副学長または副学長補 

(２) キャリアセンター長 

(３) 大学事務局長 

(４) キャリアセンター部長 

(５) 各学部の学部長補佐 

(６) 各学部の事務長 

(７) 学長の指名する教職員 

２ 委員長には、前項第１号の者を充てる。委員長に支障のある時は、第２号の者を充てる。 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第５条 会議は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、委員長に支障のある時は、あらかじ
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め定める委員が代行する。 

２ 会議は、構成員の過半数の出席をもって成立し、議事は出席者の過半数をもって決定する。 

（庶務） 

第６条 委員会の庶務は、キャリアセンターが担当する。 

附 則 

１ この規程は、平成22年４月１日から施行する。 

２ この規程の制定に伴い、「創価大学キャリアセンター運営委員会規程（平成18年４月１日規程

第310号）」は、平成22年３月31日付で廃止する。 


